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ue。
ロ
白
丘
包
(
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
)

|
|
古
代
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
牧
牛
者
集
団
|
|

つ
t~ 

てて

(
中
)

山石

拓

良E

田

第
三
節

大
型
家
畜
(
牛
)
と
小
型
家
畜
(
羊
)

- 1ー

本
稿
第
一
節
及
び
第
二
節
に
於
い
て
私
は
、
「
ヘ
カ
ト
ス
テ
l
碑
文
」
の
一
断
片
に
見
ら
れ
る
「
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ

(
ゼ
ウ
ス
・

ポ
リ
エ
ウ
ス
を
杷
る
集
団
)
」
と
云
う
言
葉
を
手
掛
り
と
し
て
、
こ
の
集
団
は
或
い
は
「
牧
牛
者
集
団
」

で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か

と
の
推
論
を
重
ね
て
来
た
。
こ
の
集
団
は
「
フ
リ
ュ
ア
区
」
内
に
「
共
有
地
」
を
所
有
し
て
お
り
、
恐
ら
く
こ
の
集
団
の
成
員
達
は
平
地

デ
l

モ
ス
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
「
フ
リ
ユ
ア
区
」
領
域
内
に
な
ん
ら
か
の
根
拠
地
を
持
ち
、
且
つ
ま
た
地
理
的
に
こ
の
区
と
極
め
て
接
近
し
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る

(
2
)
 

「
ト
ゥ
ル
コ
ヴ
ニ
ア
」
と
「
ヒ
ュ
メ
ッ
ト
ス
山
脈
西
北
部
」
の
山
地
を
主
た
る
生
活
の
場
と
し
て
い
た
(
す
く
な
く
と
も
ベ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス

戦
争
開
始
当
初
に
夏
季
に
ス
パ
ル
タ
軍
が
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
侵
攻
し
て
来
た
時
点
で
は
彼
等
は
山
地
で
生
活
し
て
い
た
)
の
で
は
あ
る
ま
い

か
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
論
旨
の
展
開
上
、
「
平
地
」
た
る
フ
リ
ュ
ア
区
内
の
根
拠
地
と
二
つ
の
「
山
地
」
と
の
牧
牛
者
集
団

北
大
文
学
部
紀
要



o
e
c回
世
邸
玄
一
(
デ
ィ
l
ボ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て

と
し
て
の
生
活
上
の
結
び
付
き
が
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
が
、
次
に
検
討
さ
れ
る
べ

然
し
、
こ
の
鰐
蕗
は
本
稿
第
四
部
に
移
し
て
そ
の
考
察
を
試
み
た
い
。
と
一
手
つ
の
は
、
そ
れ
は
、
地
理
的
に
極
め
て
短
距
離
な
が
ら
も
、

「
平
地
ち
し
く
は
抵
地
の
冬
挙
の
放
牧
」
と
「
山
地
も
し
く
は
高
地
の
夏
季
の
放
牧
」
と
の
二
本
立
て
の
「
季
節
的
移
動
毅
牧
仲
門
副
知
的

g'

で
あ
る
す
。

問

8
2
い
(
通
称
「
移
牧
b
の
考
え
方
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
各
れ
得
る
、
と
予
知
糊
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

「
移
牧
」
な
る
概
念
の
導
入
自
体
が
、
古
代
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
牧
畜
に
関
し
て
、
「
大
型
家
議
」
の
み
な
ら
ず
「
小
型
家
議
い
に
つ
い
て
も
、

い
ま
だ
学
説
的
に
必
均
配
さ
れ
て
は
か
か
で
3
併
重
な
検
討
を
必
饗
と
さ
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
本
構
全
体
が
「

そ
れ
に
し
で
も
な
ん
ら
か
の
有
効
性
を
持
つ
「
侠
説
」
で
あ
り
た
い
の
で
、
本
鰭
で
は

の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、

一
つ
の

を
設
定
し

そ
の
上

へ
と
移
り
た
い
。

「
彊
路
」
の

つ
は
、
〔
A
〕

市
民
」
の

で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
康
郎
鵠
に
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

一
般
の

殊
に
羊

、
、
、
、
、
、
、
、

関
し
て
短
躯
離
の
移
牧
の
パ
タ
i
ン
が
認

2 -

め
ら
れ
る

飼
育
を
主
体
と
す
る
「
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス

タ
イ
い
の
場
合
に
そ
れ
を
措
定
す
る
こ
と
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
両
者
の
共
溜
性
を
承
諒
す
る
こ
と
に
よ
り
、

般
の
「
農
H

市
民
」
の
村
務
生
活
の
特
性
も
「
牧
牛
者
集
盟
」
の
特
性
も
明
療
に
な
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
の

は
、
〔
n
p〕

ア
ッ
テ
ィ
カ
に
於
い
て

ィ
!
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
の
ほ
か
に
も
、
専
業
的
な
柱
格
が
濃
厚

な

が
、
ど
こ
か
剰
の
場
所
に
存
在
し
た

で
あ
る
。

た
と
す
れ
ば

そ
れ
ら
の
集
毘
と

イ

ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
と
の
共
通
性
と
差
異
と
が
、
ど
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
る
マ
あ
ろ
う
か
。

c.. 

の
〔

A
〕

に
極
め
て
厄
介
な
問
麟
で
は
あ
る
が
、

、、

ィ
i
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
の
特
性
を
明
確
に
し

た
め
に
は

や
は
り
、
避
け

」
と
が
出
来
な

の
も
の
で
あ
る
。
共
に
史
料
上
の
制
約
が
あ
ま
り
に
大
き
く
、
何
よ
り
も
私
自
身
の
知
見



の
狭
さ
か
ら
、
史
料
解
釈
上
の
誤
り
や
、
私
の
知
見
外
の
優
れ
た
史
料
を
見
落
し
て
い
る
危
険
性
が
大
き
い
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
知
き

視
角
か
ら
既
知
の
史
料
を
と
ら
え
直
し
て
見
た
い
と
思
う
。

〔

A
〕
に
つ
い
て

(
1
)
 

で
代
表
さ
れ
る
諸
村
落
に
居
住
し
て
い
た
「
農
H

市
民
」
が
、
小
型
家
畜
を
、
ポ
リ
ス
領
域
内
で
、

そ
れ
も
彼
等
の
村
落
と
そ
の
周
辺
の
山
や
丘
陵
と
い
う
極
め
て
限
定
さ
れ
た
規
模
の
枠
組
み
の
中
で
「
移
牧
」
の
型
を
と
っ
て
飼
育
し
て

い
た
こ
と
を
直
接
的
に
教
え
る
史
料
は
殆
ん
ど
見
当
ら
な
い
。
然
し
間
接
的
な
証
拠
は
存
在
す
る
。

デ

l
モス

一
、
ア
ッ
テ
ィ
カ
各
地
の
「
区
」

先
ず
基
礎
的
な
事
実
を
確
認
し
て
置
こ
う
。
古
代
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
於
い
て
羊
が
わ
れ
わ
れ
の
想
像
以
上
に
多
数
飼
育
さ
れ
て
い
た
こ
と

- 3一

は
、
次
の
二
つ
の
史
料
か
ら
窺
い
知
り
得
る
。

例
目
v
-
E
R
n
F
O
P
E
N
S
-
凶
出
口
・
ωム・

「
ソ
ロ
ン
は
『
狼
を
一
匹
持
っ
て
来
た
者
に
は
五
ド
ラ
ク
マ
、
狼
の
仔
の
場
合
に
は
一
ド
ラ
ク
マ
(
が
与
え
ら
れ
る
)
」

と
定
め
た
が
、

前
回
世
紀
末
葉
の
)

フ
ァ
レ
ロ
ン
区
の
人
デ
メ
ト
リ
オ
ス
が
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

ソ
ロ(
ソ

ン
υ ロ
7]) 

書fL泣乙
板L扇
の)

第前
十者
ノ¥r一、
番 11

目五
のド
中ラ
でク
規マ
定

は
牛
一
頭
の
、
後
者

(
H
一
ド
ラ
ク
マ
)
は
羊
一
頭
の
価
格
で
あ
っ
た
と
の
由
で
あ
る
。

え

ぬ

し
て
い
る
選
り
抜
き
の
供
犠
獣
の
価
格
は
、

通
常
の
獣
の
価
格
よ
り
も
何
倍
も
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ

{
2
}

、

、

、

、

、

、

、

、

れ
に
し
て
も
当
時
の
価
格
は
現
在
の

(
H
フ
ル
タ
ル
コ
ス
の
時
代
の
)
価
格
に
比
較
す
る
と
遥
か
に
安
い
。
農
耕
よ
り
も
家
畜
の
放
牧
に
適

し
た
土
地
を
持
っ
て
い
る
ア
テ
ナ
イ
人
達
に
と
っ
て
は
(
ぶ
ま
一
て
Q
S
e
q
・-::唱

も
ち
ろ
ん

(
ソ
ロ
ン
当
時
の

、
向
伊
吋
念
、
回
、
円
岡
、
戸
、
hmhh
向
h
て
合
叫
¥
向
e
h
u
u、向吋、戸、

H
D
Uも
向
日
、
恥
一
、
H

。eq
h・
)

北
大
文
学
部
紀
要



U
M
吉
田
面
白
芭
(
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

、
、
、
、
、
、

狼
に
対
す
る
戦
い
は
昔
か
ら
の
こ
と

h
F
H
U
H
R
E
て
)

(
3
)
 

で
あ
る
。
一

こ
こ
で
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
関
し
て
「
農
耕
よ
り
も
家
畜
の
放
牧
に
適
し
た
土
地
を
持
つ
」
と
彼
自
身
の
所
見
を
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
於
け
る
「
家
畜
の
放
牧
」
の
う
ち
殊
に
羊
の
放
牧
が
優
位
を
占
め
て
い
た
事
実
は
、
次
に
引
く
サ
モ
ス
の

ア
レ
ク
シ
ス
(
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
人
)
の
著
作
『
サ
モ
ス
人
年
代
記

ω自
忌
ロ
国

O
E』
断
片
か
ら
、
明
瞭
に
読
み
取
り
得
る
。

(b) 

司・の同
-
E
p
m
ω
ω
・〉目。民間
4
。ロ

ω白
B
O印・回り・
N
・
(
旨
FOロ包
o
p
ロ
・
司
匂
-
E
O
匂開・
)
H
Hり
・
国
・
。
-EOM-∞
ω白
5
2田・
Z
0・N
・

「
ア
レ
ク
シ
ス
は
『
サ
モ
ス
人
年
代
記
」
第
三
巻
の
中
で
次
の
知
く
述
べ
て
い
る
o
l
-
-
ポ
リ
ユ
ク
ラ
テ
ス
司
o
q宵
a
g
に
よ
っ
て

サ
モ
ス
は
、
多
く
の
(
他
の
)
ポ
リ
ス
の
産
物
(
の
お
蔭
)
で
見
映
え
の
す
る
姿
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ポ
リ
ュ
ク
ラ
テ
ス
は
、
犬

は
こ
れ
を
モ
ロ
ッ
ソ
イ
人
の
地
及
び
ラ
コ
ニ
ア
か
ら
輸
入
し
、
山
羊
は
こ
れ
を
ス
キ
ユ
ロ
ス
及
び
ナ
ク
ソ
ス
か
ら
、
羊
は
こ
れ
を
(
さ
令

krsて
い
い
い
わ
ル
小
下
?
?
れ
か
が
か
(
?
旨

ζ
g
e
E
込二
3
S
q
)
掛
川
い
か
か
か
か
か
(
向
宮
古
志
ミ
ミ
)
|
|
と
。
」

4一

こ
こ
で
ア
レ
ク
シ
ス
は
、
前
六
世
紀
の
サ
モ
ス
の
借
主
ポ
リ
ュ
ク
ラ
テ
ス
が
サ
モ
ス
の
畜
産
振
興
に
努
め
、
サ
モ
ス
の
人
々
の
衣
服
も

(
4
)
 

サ
モ
ス
産
の
羊
毛
で
作
ら
れ
町
全
体
が
潤
い
を
見
せ
た
こ
と
を
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
(
犬
は
、
狼
そ
の
他
の
野
獣
か
ら
羊
や
山
羊
を
防

衛
す
る
役
目
を
果
し
た
に
相
違
な
い
。
)
サ
モ
ス
に
於
け
る
ポ
リ
ュ
ク
ラ
テ
ス
の
借
主
政
の
時
期
は
、

エJ
B

単
品
、

ア
テ
ナ
イ
の
ペ
イ
シ
ス
ト

ラ
ト
ス
家
の
借
主
政
期
と
同
時
代
で
あ
り
、
ペ
イ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
有
名
な
勧
業
政
策
に
よ
っ
て
ア
ッ
テ
ィ
カ
田
園
部
各
地
の
社
会
的
安

定
、
農
業
生
産
の
充
実
に
よ
っ
て
ア
テ
ナ
イ
は
、
そ
の
羊
群
の
一
部
を
サ
モ
ス
へ
輸
出
す
る
こ
と
さ
え
出
来
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿

第
一
節
八
で
引
用
し
た
通
り
ツ
キ
ユ
デ
ィ
デ
ス
は
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
末
期
の
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
つ
い
て
「
羊
は
全
滅
し
耕
牛
も
全
滅
し
た

ア
ッ
テ
ィ
カ
の
伝
統
的
な
牧
畜
技
術
は
恐
ら
く
敗
戦
後
間
も
な
く
戦
前
並
み
の
畜
産
復

興
を
成
功
さ
せ
た
も
の
の
如
く
で
あ
り
、
前
四
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
牧
羊
分
野
で
の
顕
著
な
表
退
を
伝
え
る
史
料
は
皆
無
で
あ
る
。

(↓
vロ
}
内
・
〈
口
・
当
-
u・
)
」
と
記
し
て
い
る
が
、



デ
l
マ
ル
コ
ス

ニ
、
本
稿
第
二
節
七
で
言
及
し
た
「
エ
ル
キ
ア
区
の
区
長
管
掌
の
年
間
祭
事
暦
」

(ωoぎ
Z
a
5
E
W
Z
0・
5
u
ω
・
開
・
。
・
凶
出
-
u
E
W

は
、
こ
こ
で
当
面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
も
極
め
て
興
味
あ
る
事
実
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
碑
文
に
関
す
る
冨
・

(
5
)
 

E
g
g
g
の
鋭
利
な
分
析
を
も
と
に
考
察
を
進
め
る
と
、
次
の
知
く
に
な
る
。
鍵
と
な
る
の
は
次
の
二
ヶ
所
の
記
載
で
あ
る
。

ω
「
タ
ル
ゲ
l
リ
オ
l
ン
の
月
の
第
十
六
日
に
。
や
が
わ
・

D
J
A

炉
小
わ
わ

(
N
O
S
E田
E
S
)
か
か
か
わ
、

b
D
し
れ
円
い
わ
山

(
国

MHB020印
)
に
於
い
て
。
仔
羊

R
B
一
頭
。
葡
萄
酒
の
潅
実
は
禁
止
。
(
配
分
せ
ら
れ
た
る
食
肉
を
)
聖
域
よ
り
持
ち
出
す
べ
か
ら

凶
阿
国

-Hω
「
)

ず
。
七
ド
ラ
ク
マ
」
(
開
・

2
・
u
∞l
E・)

ω
「
ポ
シ
l
デ
オ
l
ン
の
月
の
第
十
六
日
に
。
ゼ
ウ
ス

(
N
O
E
)

の
た
め
に
。
エ
ル
キ
ア
区
の
ペ
ト
ラ
に
於
い
て
。
牡
羊
色
白
一
頭
。

(
配
分
せ
ら
れ
た
る
食
肉
を
)
聖
域
よ
り
持
ち
出
す
べ
か
ら
ず
。
十
二
ド
ラ
ク
マ
。
ゼ
ウ
ス
・
ホ
リ
オ
ス

(
N
0
5
問
。

E
S
)
の
た
め
に
。

エ
ル
キ
ア
区
に
於
い
て
。
牡
豚
n
F
o
-
B
∞
一
頭
。
(
配
分
せ
ら
れ
た
る
食
肉
を
)
聖
域
よ
り
持
ち
出
す
べ
か
ら
ず
。
十
二
ド
ラ
ク
マ
」
(
開
・

- 5一

司
∞

-NNlω

。・)

前
者

ωは
、

三

女

い

わ

b
Fず
い
の
「
ゼ
ウ
ス
・
エ
パ
ク
リ
オ
ス
の
聖
監

デ

1
マ
ル
コ
ス

月
に
相
当
)
に
、
エ
ル
キ
ア
区
民
達
が
区
長
統
率
の
下
に
行
う
供
犠
で
あ
る
。
こ
の
祭
儀
に
関
し
て

T
5
2
8
は
、
こ
れ
は
エ
ル
キ

で
「
タ
ル
ゲ
i
リ
オ
l
ン
の
月
」
(
現
在
の
ほ
ぼ
五

ア
区
民
の
家
畜
が
ヒ
ュ
メ
ッ
ト
ス
山
脈
の
山
中
の
「
山
地
放
牧
地
吾
O
B
。E
S
Z
宮田
Z
E由
」
を
六
月
中
旬
迄
に
は
使
用
し
始
め
た
た
め

(
7
)
 

(
因
み
に
』

B
2
8
は
タ
ル
ゲ
i
リ
オ
l
ン
の
月
を
現
在
の
六
月
に
置
い
て
い
る
)
、
と
解
釈
し
て
い
る
。

後
者

ωは
「
ポ
シ
l
デ
オ
l
ン
の
月
」
(
現
在
の
十
二
月
に
ほ
ぼ
相
当
、
但
し
』

5
2
8
は
一
月
に
入
れ
る
)
の
エ
ル
キ
ア
区
内
で
の

ホ
ロ
ス

祭
儀
で
、
そ
の
後
半
部
は
「
ゼ
ウ
ス
・
ホ
リ
オ
ス
」
す
な
わ
ち
「
境
界

g
g∞
を
見
そ
な
わ
し
給
う
ゼ
ウ
ス
」
へ
の
供
犠
で
あ
る
。
こ
れ

に
関
し
て

E
B
2
8
は
「
恐
ら
く
ゼ
ウ
ス
・
ホ
リ
オ
ス
は
隣
接
す
る
区
相
互
間
で
起
る
|
|
冬
季
の
低
地
放
牧
巧
百
件
R
m
g
N
E
m
E
p
o

北
大
文
学
部
紀
要



思
吉
田

g
E
(
デ
ィ
i
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

-o邑
自
身
に
関
し
て
起
る
|
|
放
牧
地
骨
骨
の
係
争
を
監
視
す
る
神
」
と
解
釈
す
一
勺

こ
の

ω及
び

ωか
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
エ
ル
キ
ア
区
民
が
、
ヒ
ュ
メ
ッ
ト
ス
山
脈
内
の
山
地
を
、
「
夏
季
放
牧
地
」
と
し
て
利
用
し
(
そ

の
う
ち
「
ゼ
ウ
ス
・
ヒ
ュ
パ
ク
リ
オ
ス
の
聖
域
」
は
区
民
牧
羊
者
達
の
夏
季
宿
営
基
地
と
し
て
使
わ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
て
冬
か
ら

春
の
「
冬
季
放
牧
地
」
に
は
平
地
の
エ
ル
キ
ア
区
領
域
内
の
「
ゼ
ウ
ス
・
ホ
リ
オ
ス
の
聖
域
」
(
及
び
「
ペ
ト
ラ
(
岩
地
)
」
)
周
辺
の
土

地
を
利
用
し
て

た

と
考
え

る

と
が
や、出
は、来
り、る

エ
ル
キ
ア
区
の
中
心
と
そ
の
西
方
ヒ
ュ
メ
ッ
ト
ス
山
頂
と
の
距
離
は
せ
い
ぜ
い
八
|

(
9
)
 

一
種
の
「
移
牧
」
が
行
わ
れ
て
い
た
、
と
判
断
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

デ
l
モス

エ
ル
キ
ア
区
民
は
、
彼
等
の
区
領
域
内
に
冬
季
|
春
季
の
聞
の
彼
等
の
羊
の
飼

十
キ
ロ
程
度
の
短
い
距
離
で
は
あ
る
が
、

以
上
の
如
く
に
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
す
れ
ば
、

育
に
関
す
る
「
共
有
地

h
o
B
B
S
E
E
」
を
所
有
し
、
春
季
の
終
り
か
ら
夏
季
・
秋
季
の
彼
等
の
羊
の
飼
育
に
関
す
る
土
地
も
し
く
は

デ
l
モス

そ
の
用
益
権
を
ヒ
ュ
メ
ッ
ト
ス
山
脈
の
中
に
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
後
者
は
彼
等
の
区
領
域
の
坪
外
に
あ
り
、
ま
た
歴
史
地
図

(

日

)

デ

l
モス

に
検
し
て
も
、
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
ど
の
特
定
の
区
に
所
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
ポ
リ
ス
の
共
有
地
」
す
な
わ
ち
「
公
有
地
司

E
E
n
F自
己
」

で
あ
る
。

b'mJ'
い
エ
ル
キ
ア
区
民
か
か
わ
'
引
合
わ
ヒ
ュ
メ
ッ
ト
ス
山
脈
周
辺
の
山
麓
な
い
し
平
野
部
一
帯
に
位
置
し
て
い
た
多
数
の
デ
民
ス
の

い

り

あ

い

ち

、

、

(

日

)

住
民
達
の
共
同
利
用
に
任
さ
れ
て
い
た
も
の
(
日
本
語
の
「
入
会
地
」
の
概
念
に
ほ
ぼ
近
い
て
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
換
言
す
れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
「
共
有
地

no呂
田

S

E昆
」
と
「
公
有
地
司

5
r
z
E
」
の
利
用
の
二
重
性
は
、

〕デ

l
モ

ス

、

で
は
な
く
ヒ
ュ
メ
ッ
ト
ス
山
脈
周
辺
の
各
区
の
区
民
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
も
の
、
ひ
い
て
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
全
域
に
於
け
る
「
山
地
」

エ
ル
キ
ア
区
民
に
特
殊
な
も
の

利
用
と
「
平
地
」
利
用
と
の
相
互
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
推
察
す
る
こ
と
を
許
す
も
の
と
な
ろ
う
。

一
ニ
、
こ
の
「
冬
期
放
牧
た
め
の
共
同
用
益
の
平
地
も
し
く
は
山
麓
部
の
共
有
地

n
o
B
B
S
F
S
E
と
「
夏
期
放
牧
の
た
め
の
共
同
用

援
の
山
地
も
し
く
は
高
地
の
公
有
地

F
H
E
n
F
S《
と
と
の
相
互
連
関
性
と
、
前
者
が
地
域
住
民
を
共
同
体
と
し
て
性
格
付
け
る
た
め
に

- 6一



果
た
し
て
い
た
役
割
と
を
、
具
体
的
に
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
史
料
と
し
て
、
次
の
碑
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
よ
り
遥
か
西
方
の

「
西
ロ
ク
リ
ス
F
。
宵
段
。

Nor
」
地
方
内
の
ミ
ユ
ア
ニ
ア
宮
司
自
旨
と
ヒ
ュ
プ
ニ
ア
出
石
巳
白
と
云
う
二
つ
の
ポ
リ
ス

約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
に
関
す
る
碑
文
で
、
時
代
は
紀
元
前
一
世
紀
初
頭
に
属
す
る
が
、
ポ
リ
ス
共
同
体
に
於
け
る
「
共
有
地
」
の
役

(
両
者
の
距
離
は

割
を
知
る
上
で
は
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
碑
文
集
で
は

mw
色
・
。
・
関
同
即
時
。
ロ
σ白n
F

同ロ帥円円仲間三比。ロ
O

目。同何回
m
w
a
由。

ωσ
同】件。ロ丹江。ロ白出血・

E
E
H・司
B
n・
-HH・
E
R乱立-。ロ
g
F
o
n同
時
島
田

()nn広
g
g
r
o
g
g
z。
.JE∞
・
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ア
世
界
全
体
か
ら
見
れ
ば
甚
だ
し
い
後
進
地
域
で
あ
っ
た
西
ロ
ク
リ
ス
地
方
の
東
部
周
縁
部
に
隣
接
し
て
位
置
し
て
い
た
二
つ

の
ポ
リ
ス
、
ミ
ュ
ア
ニ
ア
と
ヒ
ュ
プ
ニ
ア
と
は
、
紀
元
前
一
世
紀
初
頭
に
、
相
互
に
相
手
の
ポ
リ
ス
主
権
を
骨
重
し
つ
?
統
合
し
て
一

つ
の
国
制
の
も
と
に
立
つ
新
し
い
ポ
リ
ス
を
作
る
道
(
い
わ
ゆ
る
m
ヨ
S
。腎
o
S
)
を
選
択
し
、
新
し
い
国
制
運
営
の
基
本
線
を
定
め
た
。

(ロ)

難
解
な
碑
文
で
あ
る
が
、
以
下
主
と
し
て
』
・
切

0
5宮
え
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
当
面
し
て
い
る
問
題
に
焦
点
を
当
て

て
要
約
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

- 7一

こ
の
二
つ
の
ポ
リ
ス
は
、
新
統
合
ポ
リ
ス
形
成
を
-
記
念
し
て
、
新
し
い
祭
儀
を
設
け
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
こ
の
祭
儀
に
ミ
ユ
ア

ニ
ア
側
及
び
ヒ
ュ
プ
ニ
ア
側
と
が
そ
れ
ぞ
れ
差
し
出
す
べ
き
供
犠
獣
の
数
の
比
率
を
定
め
た
。
そ
し
て
こ
の
比
率
が
、
双
方
そ
れ
ぞ
れ
に

分
属
す
る
「
非
耕
作
地

S
h
E・8
も。
q
H
むも
Q
)

」
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
「
共
同
放
牧
地
」
に
今
後
放
牧
さ
れ
る
べ
き
家
畜
頭
数
の
比

率
を
、
決
定
す
る
も
の
と
な
っ
た
(
わ
♀
・
ロ

-
a・
5
l
N
0
・
)
。
(
恐
ら
く
事
実
問
題
と
し
て
は
、
双
方
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
来

た
放
牧
地
に
於
け
る
家
畜
頭
数
が
比
較
さ
れ
、
例
え
ば
三
対
一
の
比
率
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
比
率
に
も
と
づ
い
て
祭
儀
の
際
の
犠

そ
の
比
率
が
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
放
牧
地
で
飼
育
さ
れ
る
べ
き
家
畜
頭
数
の
規
準
と
し
て
適
用
さ

牲
獣
分
担
頭
数
が
定
め
ら
れ
、
ま
た
、

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
)
驚
く
べ
き
こ
と
に
は
、
外
国
に
派
遣
す
る
使
節
の
人
数
や
統
合
ポ
リ
ス
最
高
役
人
の
数
、

北
大
文
学
部
紀
要



思
吉
田

g
E
(デ
ィ

l
ボ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

対
外
軍
事
行
動
の
際
の
動
員
兵
士
の
数
ま
で
も
、
二
つ
の
ポ
リ
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
人
数
の
規
準
と
し
て
、
こ
の
比
率
が
適
用
さ
れ
て
い

(
日
)
る
。
共
に
後
進
地
域
の
ポ
リ
ス
と
は
い
え
、
ポ
リ
ス
共
同
体
の
存
立
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
共
同
放
牧
地
」
が
果
し
て
い
る
役
割
の
重
要
性

は
陸
自
に
値
い
す
る
。

更
に
注
目
す
べ
き
は
、
統
合
ポ
リ
ス
形
成
の
際
に
既
存
の
ミ
ユ
ア
ニ
ア
の
「
共
同
放
牧
地
」
及
び
ヒ
ュ
フ
ニ
ア
の
「
共
同
放
牧
地
」
そ

れ
ぞ
れ
の
既
存
の
利
用
慣
行
秩
序
の
尊
重
と
共
に
、
新
た
に
両
者
の
相
互
使
用
が
条
件
付
き
で
承
認
さ
れ
た
事
実
で
あ
る
。

ω
前
者
す
な
わ
ち
既
存
の
利
用
慣
行
の
尊
重
に
関
す
る
規
定
は
、
「
も
し
(
共
同
放
牧
地
を
)
利
用
し
来
た
れ
る
牧
羊
者
達
の
う
ち

誰
か
が
(
叶

hqSて
3
0
E立
es
号
令
に
先
立
ち
て
(
さ
ご
玲

E
3
4羊
群
を
(
共
同
放
牧
地
に
)
引
き
入
れ
た
る
者
あ
ら
ば
、

そ
の
者
は
、
第
毛
を
終
り
た
る
の
ち

Ze--九
pq)(自
ら
の
羊
群
を
)
立
ち
退
か
し
む
る
ベ
し

(
P
F
E・
2
・
邑
l
ぉ
・
)
」

間
新
し
く
採
択
さ
れ
た
条
件
付
き
の
相
E
乗
入
れ
の
方
法
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
牧
羊
者
達
(
告
。
、
h

刊
誌
午
)

ま
で
)
土
地
(
も
し
代
田
ぢ
R

の
う
ち
(
こ
れ

- 8一

|
|
文
脈
上
こ
の
個
所
で
の
こ
の
用
語
は
従
来
ミ
ユ
ア
ニ
ア
の
住
民
な
ら
ば
ミ
ユ
ア
ニ
ア
の
ポ
リ
ス
領
域
内

で
使
用
し
て
来
た
共
同
放
牧
地
を
指
す
。
ヒ
ュ
。
フ
ニ
ア
に
関
し
て
も
同
瓶
一
を
使
用
せ
ず
に
来
た
り
し
者
に
し
て
(
そ
れ
ぞ
れ
相
手
側
に

属
す
る
)
土
地
に
放
牧
を
お
こ
な
い
て
羊
毛
を
努
る
こ
と
の
あ
ら
ば

Z
e
-
Uて
a
q
a
q
芯
Eq)
、
そ
の
者
等
は
一

0
日
間
に
亘
る

牧
舎
設
営
を
な
す
べ
し
(
民
主
h

怠
ミ
e
会
号
h

昇
段

E
)
(
n
o
-
-
E・
g
-
A
E
l怠
・
)
。
」

す
な
わ
ち
、

ωは
ミ
ユ
ア
ニ
ア
な
り
ヒ
ユ
プ
ニ
ア
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
既
存
の
「
共
同
放
牧
地
」
に
つ
い
て
の
、
土
地
住
民
の
利
用
秩

序
に
変
更
は
な
く
、
羊
の
費
毛
以
前
の
任
意
利
用
と
、
関
毛
終
了
後
の
立
ち
退
き
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
∞
は
ミ
ユ
ア
ニ
ア
住
民
は
ヒ
ユ

そ
れ
ぞ
れ
、
今
後
は
利
用
し
て
差
支
え
な
い
が
、
こ

ヒ
ユ
プ
ニ
ア
住
民
は
ミ
ユ
ア
ニ
ア
の
共
同
放
牧
地
を
、

プ
ニ
ア
の
共
同
放
牧
地
を
、

う
し
た
場
合
は
、
羊
の
第
毛
に
関
わ
る
十
日
間
の
み
に
限
定
す
る
、

と
の
条
件
付
き
で
承
認
さ
れ
る
、

と
云
う
も
の
で
あ
る
。

い
づ
れ
に



(
日
)

せ
よ
、
ミ
ユ
ア
ニ
ア
な
り
ヒ
ユ
プ
ニ
ア
な
り
の
ポ
リ
ス
中
心
(
主
要
集
落
)
近
傍
に
所
在
し
た
「
平
地
な
い
し
山
麓
部
の
共
同
放
牧
地
」

は
、
牧
羊
者
達
が
「
羊
の
努
毛
」
(
西
ロ
ク
リ
ス
の
用
語
で
は
忘
れ
一
を
用
益
秩
序
に
従
っ
て
順
次
終
了
す
る
と
、
彼
等
は
そ
れ
ぞ
れ

の
羊
群
を
率
い
て
、
こ
こ
か
ら
立
ち
去
る
。

で
は
羊
の
努
毛
の
仕
事
を
済
ま
せ
て
の
ち
、
彼
等
の
行
き
先
は
ど
こ
に
在
っ
た
の
か
。
こ
の
碑
文
は
そ
の
件
に
つ
い
て
の
言
及
を
し
て

お
ら
な
い
。

図。

g
sロ
え
は
|
|
古
代
西
ロ
ク
リ
ス
で
の
羊
の
貿
毛
は
現
在
の
四
i
五
月
に
当
る
時
期

(
F
E
S
の
月
)
に
行
わ
れ
た

(
口
)

そ
れ
が
終
る
と
牧
羊
者
達
は
「
高
地
の
夏
季
放
牧
地
(
円
四

g
F
E
Z
-る
Egmoa-臥
広
)
」
に
羊
群
と
共
に
移
動
し
た
|
|
と

と
説
明
し
、

解
釈
す
る
。
こ
れ
は
、
適
切
な
解
釈
と
云
え
よ
う
。
こ
の
「
高
地
の
夏
季
放
牧
地
」
が
、
ミ
ュ
ア
ニ
ア
及
び
ヒ
ュ
プ
ニ
ア
の
両
ポ
リ
ス
の

領
域
、
の
範
囲
内
に
あ
れ
ば
、
本
稿
で
使
用
し
て
い
る
概
念
に
従
え
ば
「
ポ
リ
ス
公
有
地
司
与

-
W
C
E
」
で
あ
る
。
も
し
、
更
に
高
地
へ

と
進
み
入
っ
て
、
他
の
複
数
の
ポ
リ
ス
の
牧
羊
者
達
も
共
同
利
用
す
る
高
地
山
岳
部
に
ま
で
到
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
超
ポ
リ
ス
的
な
「
無

(
四
)

主
の
地
宮

Z
6宮
E
O
B
8
2白ロ白色
og件。
rvo門田
o
s
m
i
-
-
∞2
2
5乙
で
あ
る
。
こ
の
羊
群
が
晩
秋
に
は
再
び
平
地
ま
た
は
山
麓
部

の
「
共
同
放
牧
地

n
O
B
B
S
F
S門
戸
」
に
戻
さ
れ
、
ま
た
恐
ら
く
羊
の
分
娩
・
出
産
期
に
は
雌
羊
は
各
自
の
家
々
に
引
き
取
ら
れ
て
の
ち
、

- 9 

春
先
か
ら
再
び
「
共
同
放
牧
地
」
で
飼
育
さ
れ
、
「
前
月
毛
」
の
の
ち
「
公
有
地

E
E
n
E
E」
も
し
く
は
「
無
主
の
地
」

で
飼
育
さ
れ
る

と
い
う
リ
ヅ
ム
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
碑
文
で
は
、
「
羊
の
、
春
(
四
|
五
月
)
の
努
毛
」
が
「
共
有
地
円
。

B
B
S
E
E」
使
用
と
「
山
地
の
公
有
地

E
g
n
E
E
」

使
用
と
の
切
れ
目
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
単
に
西
ロ
ク
リ
ス
で
の
局
地
的
現
象
に
と
ど
ま
ら
ず
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
全
域
で
ほ
ぼ

共
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
見
倣
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
云
う
の
は
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
喜
劇
『
鳥
。
円
包
忌
2
」
の
一
節
に
次
の
如

き
文
章
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



。円相】
O
E
2
包
(
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

と_E:で
教買
え J司
る又。、
戸、向、

4 史
的む

て

白雪
山山

下o>i:-司。
呂て

~­
~も
L-
て。、
て

と
び
「
鳶
が
そ
の
あ
と
現
れ
て
、
別
の
季
節
を
告
知
す
る
。
/
羊
ど
も
の
、
春
の

つ
ば
〈
ろ

と
。
続
い
て
、
燕
が
現
れ
て
、
/
厚
い
外
套
を
売
り
払
い
、
軽
い
夏
着
を
買
う
べ
き
時
だ
、

き

毛
を
努
る
べ
き
季
節
が
来
た
の
だ
(
マ
ミ

R
N
2
2ぞ

こ
の
第
七
一
四
行
に
つ
い
て
〈

B
u
s
-
o
は
|
|
「
こ
の
叙
述
に
従
え
ば
、
古
代
、
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
羊
の
努
毛
は
一
年
に
一
回
だ
け

し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
古
代
イ
タ
リ
ア
で
も
ヴ
ァ
ル
ロ
(
印
)

だ
け
羊
の
煎
毛
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
様
と
見
て
よ
い
。
」
|
|
と
註
記
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ル
ロ
の
記
述
を
参
看
す
る
(
却
)

と
「
羊
の
努
毛
の
時
期
は
春
分
と
夏
至
と
の
間
で
あ
る

(
8
5
R
g
g
g宮
田
百
件
負
担
。
宮
E
S
E
B
4
0自己
s
a
g
r吾
E
B
-
)
。
」
と
あ
る
。

こ
の
仕
事
は
、
夏
季
の
山
地
放
牧
に
移
行
す
る
に
先
立
っ
て
、
集
落
近
傍
に
位
置
す
る
平
地
ま
た
は
山
麓
部
の
共
同
放
牧
地
で
行
わ
れ
る

の
が
、
集
落
住
民
達
に
と
っ
て
は
好
都
合
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
(
但
し
場
所
に
よ
っ
て
は
山
地
放
牧
へ
の
移
行
終
了
後
間
も
な
く
「
羊

『
農
業
書
』
(
口
・
己
・
。
.
、
に
依
れ
ば
、
通
常
一
年
に
一
回

- 10ー

の
努
毛
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
慣
行
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
。
)

四
、
「
山
地
の
夏
季
放
牧
地
」
は
さ
て
お
き
、
「
平
地
も
し
く
は
山
麓
部
の
冬
|
春
季
放
牧
地
」
と
そ
の
近
傍
に
居
住
す
る
集
落
の
「
農

H
市
民
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
示
唆
す
る
と
こ
ろ
多
大
な
史
料
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
『
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
作
品
集
」
の
中
に
、
二
つ
の
別

個
の
法
廷
演
説
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

(
幻
)

「
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
第
四
十
七
番
」
は
前
三
五

O
年
頃
ア
テ
ナ
イ
の
法
廷
で
な
さ
れ
た
演
説
で
あ
る
。
そ
の
中
で
原
告
(
そ
の
名
前
は
不

明
)
は
、
被
告
者
側
が
行
っ
た
、
自
分
の
財
産
に
対
す
る
不
当
な
強
制
執
行
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
が
、
以
下
に
引
用
す
る
個
所
が
、

わ
れ
わ
れ
の
問
題
に
関
連
し
て
い
る
。
因
み
に
原
告
は
当
時
の
ア
テ
ナ
イ
で
「
レ
イ
ト
ゥ

l
ル
ギ
ア
負
担
者
層
」
す
な
わ
ち
最
富
裕
者
層

(
幻
)

に
属
し
て
い
た
。



[Uggvgg]戸
〈
口
・

m
N
1
2・

「
伺
テ
オ
フ
ェ

l
モ
ス
は
(
ペ
イ
ラ
イ
エ
ウ
ス
所
在
の
)
銀
行
に
私
の
あ
と
に
や
っ
て
来
て
(
さ
き
の
傷
害
事
件
に
関
す
る
法
廷
の
判

決
に
従
い
、
私
が
彼
に
支
払
う
べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ
た
)
罰
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
に
、
そ
れ
を
無
視
し
て
(
私

ぜ
い
し
ょ

の
方
は
彼
と
の
約
束
通
り
ベ
イ
ラ
イ
エ
ウ
ス
の
銀
行
に
い
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
私
の
留
守
中
に
)
私
の
在
所
の
ほ
う
に
や
っ
と
来
て

(
乞
も
凸
芝
、
。
モ
)
放
牧
さ
れ
て
い
た
私
の
羊
群
(
試
さ
門
誌
R
g
g安
定

shhgミ
)
を
奪
い
取
り
ま
し
た
。
こ
の
羊
群
は
五
十
頭
(
肖
ミ
目

立
き
て
言
)
で
、
一
昨
わ
い
か
も
争
仲
小
わ
玉
三

SA)
お
り
ま
し
た
。
し
か
も
こ
の
羊
群
と
一
緒
に
骨
骨
(
き
さ
も
て
|
|
単
数
)

と
羊
群
に
付
属
す
る
も
の
全
部
(
刊
を
g
a
t
ε
。

er
ユN
g
Y
S
H
|
|
恐
ら
く
牧
舎
設
営
関
係
の
品
々
を
指
す
も
の
と
思
わ

ヒ

ユ

ド

リ

ア

れ
る
|
|
引
用
者
付
記
)
と
、
更
に
そ
の
上
、
青
銅
製
の
水
入
れ
器
|
|
そ
れ
は
他
人
か
ら
拝
借
し
た
、
非
常
に
高
価
な
も
の
で
し
た

そ
の
場
に
戻
っ
て
来
た
ば
か
り
の
補
佐
の
少
年
奴
隷
(
s
r
9
3
0
5
q
|
|
単
数
)

も
ろ
と
も
に
奪
い
取
り
ま
し
た
。
彼
等
は
以
上
の
も
の
を
手
に
入
れ
は
し
ま
し
た
も
の
の
、

そ
れ
だ
け
で
は
彼
等
に
満
足
を
与
え
ま
せ
ん

唱
E
A

が
ー
ー
ー
そ
の
水
入
れ
器
を
携
え
て
(
そ
の
時
)

で
し
た
。

ヒ
ツ
ポ
ド
ロ
モ
ス

側
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
等
は
私
の
農
地

(
H
eも
S
て
)
に
侵
入
し
て
来
て
|
|
私
は
競
馬
場
に
近
い
あ
た
り
で
農
業
を
営
ん
で
お
り
ま

す
そ
2
ち
て
b
)
、
そ
し
て
そ
こ
に
若
い
時
か
ら
住
ん
で
お
り
ま
す
|
|
先
づ
、
奴
隷
共
に
不
足
g同
M
q
。
F
h
g
q
)
襲
い
掛
か
り
ま
し
た
。

奴
隷
共
は
彼
等
の
追
跡
を
う
ま
く
逃
げ
か
わ
し
、
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
に
逃
げ
去
り
ま
し
た
の
で
、
彼
等
は
私
の
家
屋
(
。

P
E
)
に
や
っ

て
来
て
、
果
樹
園
に
通
ず
る
一
戸
口
を
取
り
壊
し
ま
し
た
が
、
彼
等
と
は
、
テ
オ
フ
ェ

l
モ
ス
の
兄
弟
エ
ウ
エ
ル
ゴ
ス
と
、
テ
オ
フ
ェ

1
モ

ス
の
義
兄
弟
ム
ネ
l
シ
ブ
1
ロ
ス
で
し
た
。
:
:
:
:
:
:
彼
等
は
私
の
妻
と
子
供
達
の
と
こ
ろ
(
恐
ら
く
妻
子
の
た
め
の
部
屋
を
指
す

|
|
引
用
者
付
記
)
に
侵
入
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
家
屋
内
に
な
お
残
っ
て
お
り
ま
し
た
限
り
の
私
の
調
度
品
類
を
全
部
取
り
去
っ

北
大
文
学
部
紀
要



宣
言
回
出
気
低

ィ
ー
ボ
リ
ア
ス
タ
イ
〉
に
つ
い
て
(
市
中

て
し
ま
い
ま
し
た
。
桝
省
略

川
仰
い
え
、

そ
れ
だ
け
で
は

い
ま
せ
ん
。

私
の

子
供
達
と
一
諸
に
家
の
恥
骨
で
(
守
時
品
開
一
三
ぶ
H
)

昼
食
を

と
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
と
会
私
の
家
に
身
を
寄
せ
て
い
た
女
中
役
の

一
緒
に
お
り
ゅ
仇
し
た
。
:
:
:
:
:
:
;
い
つ
も

の
還
り
に
彼
女
逮
が
中
濯
で
食
事
を
と
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
援
等
は
、

ほ
か
の
女
奴
隷
共
〈
Q
h
h
h
h
ぞ
と
ふ
・
2
h
v
h
u
h
r吋
食
料
品
泳
三

そ
の
と
き
女
奴
隷
共
は
ぜ

塔5
字書 ‘ 

ミ、記
去り
ま
し
た

い
掛
か
り
、

は
l
l
i
と
申
し
ま
す
の
も
、

し
た
農
業
用
の
建
漉
物

i
i
i
引
用
者
付
記
〉
の
中
に
お
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
日
嘆
の
金
活
そ
過
ご
し
て
い
た
も
の
で
す
か
ら

ピ
ユ
ル
ゴ
ス

ゃ
、
落
(
の
入
口
〉
そ
閉
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼
等
は
塔
の
中
に

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ

i
i
l
悲
痛
な
時
び
声
を
耳
に

が
家
患
の
そ
の
憾
の
場
所
か
ら
は
、

彼
等
は
調
度
品
類
を
奪
い

し
た
。

9
u
 

級事力
鱗、!
入、総
連、省
の、路
奴、
隷、
共、

家
の

は
、
悲
痛
な
時
び
声
を
聞
き
古
仇
し
て
、

一
部
の
奴
隷
共
は
道
路
興
に
歩
み
出
で
叫
び
掛
け
、

一
部
の
奴
隷
共
は
自
分
の
住
む

ロ
ス
が
通
り
掛
か
っ
た
の
を
芭
に
す
る
や
「
大
変
で
す
、
あ
そ
こ
に
お
立
ち
寄
り
を
」
と
申
し
ま
し
た
。

人
ア
ン
テ
ミ
オ
1
ン
の
奴
隷
に
呼
び
掛
け
ら
れ
て
(
私
の
家
屋
に
〉

ノ、

グ
ノ
ブ
イ
ロ
ス
は/¥

グ
私、ノ
{の、フ
欝、イ

す
の
は
主
人
(
弘
主
い
も
3
1

ミ
オ
;
ン
の
農
地

(HeEC芯
の
中
に
入
っ
て
、
搬
出
さ
れ
る
謂
度
品
類
と
、

女
性
達
ば
か
り
の
〉
家
屋
に
入
る
の

し
た
。

で
も
彼
は
家
屋
に

入
ら
、
ザ
|
|
と
串
し
ま

に
反
す
る
と
彼
は
考
え
た
か
ら
で
す
が

l
i
ア
ン
テ
ィ

エ
ウ
エ
ル
ゴ
ス
と
テ
オ
フ
ェ

l
モ
ス

り

外
に
出
る
姿
と
を
、
目
撃
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

制
陪
審
員
諸
君
よ
、
彼
等
は
た
だ
単
に
私
の
髄
愛
品
類
を
奪
っ
た
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
奴
隷
だ

っ
て
私
の
息
子
を
投



致
し
た
の
で
す
。
私
の
隣
人
達
の
一
人
ヘ
ル
モ
ゲ
ネ
l
ス
が
彼
等
に
抗
議
し
て

「
こ
れ
は
こ
の
家
の
主
人
の
御
子
息
だ
ぞ
」

と
言
い
ま
し

た
の
で
、

や
っ
と
返
さ
れ
ま
し
た
。
」

ヒ
ツ
ポ
ド
ロ
モ
ス

上
掲
引
用
文
中
「
倒
私
は
競
馬
場
に
近
い
あ
た
り
で
農
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
」
な
る
言
葉
が
、
こ
こ
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
に

(
幻
)

ア
ッ
テ
ィ
カ
で
有
名
な
競
馬
場
は
す
く
な
く
と
も
二
つ
あ
っ
た
。

直
接
的
に
関
わ
る
の
で
あ
る
が
、

一
つ
は
フ
ァ
レ
ロ
ン
区
領
域
内
所
在

(
M
)
 

の
も
の
、
他
の
一
つ
は
ア
カ
デ
!
メ
イ
ア
に
近
い
「
コ
ロ
ノ
ス
・
ヒ
ッ
ピ
オ
ス
」
の
東
側
に
所
在
し
た
も
の
。
残
念
な
が
ら
私
に
は
い
づ

れ
を
と
る
べ
き
か
決
定
を
下
す
能
力
が
な
い
の
で
、
こ
れ
は
お
預
か
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

テ
オ
フ
ェ

l
モ
ス
と
そ
の
一
味
の
エ
ウ
エ
ル
ゴ
ス
と
ム
ネ
l
シ
ブ
l
ロ
ス
と
が
原
告
の
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行
を
お
こ
な
っ
た
行
動

経
路
は
「
放
牧
地
の
羊
と
牧
人
達
」
↓
「
原
告
が
所
有
し
彼
の
奴
隷
達
が
農
耕
に
従
事
し
て
い
た
農
地
」
↓
「
原
告
の
家
屋
・
中
庭
」
の

順
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
「
家
屋
」
に
隣
接
し
て
で
は
な
く
「
農
地
」
を
隔
て
て
「
放
牧
地
」
が
存
在
し
た
こ
と
、
ま
た
原
告
の
家
屋
は
決

し
て
農
地
内
に
孤
立
し
て
建
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
相
当
数
の
可
隣
人
達
の
家
屋
」
と
道
路
で
隣
接
す
る
「
集
落
」
の
中
に
建
っ
て
い

- 13 

た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
原
告
の
家
屋
か
ら
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
に
「
放
牧
地
」
が
存
在
し
、
相
手
側
の
強
制
執
行
当
時
こ
こ
に
彼
の
「
五
十
頭
の
羊

群
」
が
放
牧
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
「
牧
夫
」
と
「
補
佐
の
少
年
奴
隷
」
と
の
二
人
が
飼
育
し
て
い
た
。
「
牧
夫
」
が
以
上
の
引
用
文
だ

け
で
は
雇
傭
さ
れ
た
自
由
人
な
の
か
原
告
の
奴
隷
な
の
か
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
行
論
の
便
宜
上
省
略
し
た
「
制
|
|
後
述
」

か
ら
明
瞭
に
原
告
の
奴
隷
と
判
断
出
来
る
。
「
補
佐
の
少
年
奴
隷
」
も
ま
た
成
年
に
達
す
れ
ば
、
こ
の
原
告
の
家
畜
の
専
業
的
担
当
者
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
「
五
十
頭
の
羊
」
は
当
時
の
富
裕
農
民
の
羊
の
所
有
額
の
一
つ
の
目
安
と
な
る
。
と
も
あ
れ
原
告
の
農
業
経
営
は
、
農

(
お
)

牧
の
共
生
担
当
忌
芯
包
∞
で
成
り
立
っ
て
い
た
。
こ
の
羊
群
は
「
房
々
し
た
毛
を
付
け
て
い
た
」
す
な
わ
ち
「
買
毛
」
の
た
め
「
放
牧
地
」

北
大
文
学
部
紀
要



uecEgg-(デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
)
に
つ
い
て
(
中

に
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
羊
群
に
付
属
す
る
も
の
全
部
」
と
は
、
放
牧
地
内
に
設
営
さ
れ
た
、
第
毛
の
仕
事
に
関
わ
る
簡
単
な

牧
舎
設
備
で
あ
り
、
設
営
も
容
易
で
取
片
付
け
も
容
易
な
器
具
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
強
制
執
行
の
さ
い
に
も
「
奪
い
取
ら
れ
た
」
も
の
と
思

わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
強
制
執
行
は
春
の
四
|
五
月
頃
の
事
件
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
の
「
放
牧
地
」
は
、
原
告
の
私
有
地
で
あ
っ
た
の
か
否
か
。
こ
の
史
料
を
取
扱
っ
た
』
・
国

g
s
g
o
w
の
小
論
(
一
九
二
二
年
)

が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
彼
は
「
放
牧
地
」
を
こ
の
原
告
の
財
産
に
含
め
て
は
お
ら
な
活
然
る
に
』
・
国
・
吋
O
E
m
は
「
放
牧
地
」
を
こ
の

(

幻

)

ピ

ユ

ル

ゴ

ス

原
告
の
財
産
に
加
え
る
解
釈
を
お
こ
な
っ
て
い
る
(
一
九
五
六
年
)
。
私
は
「
塔
署
話

g
」
に
関
す
る

5
5
m
の
解
釈
は
全
面
的
に

正
し
い
と
考
え
る
が
、
然
し
、
こ
の
史
料
の
「
放
牧
地
」
の
帰
属
に
つ
い
て
は
、
彼
の
解
釈
を
疑
う
。

こ
こ
で
強
制
執
行
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
す
べ
て
動
産
で
あ
り
、
不
動
産
は
問
題
外
で
あ
る
。
放
牧
地
に
い
た
五
十
頭
の
羊
と
二

人
の
奴
隷
と
は
明
ら
か
に
原
告
の
所
有
権
の
も
と
に
あ
る
動
産
で
あ
る
が
、
放
牧
地
フ
ロ
パ
!
の
所
有
権
問
題
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
ま

- 14一

た
、
こ
の
放
牧
地
が
原
告
の
「
家
屋
|
農
地
」
と
同
一
区
劃
内
に
位
置
し
て
い
た
と
の
確
証
も
な
い
。
言
い
得
る
の
は
、
こ
の
放
牧
地
が

集
落
に
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
た
、
と
云
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
上
掲
引
用
文
ヂ
「
隣
人
」
や
「
隣
人
の
奴
隷
」

へ
の
言
及
が
多
く
見
ら
れ
、
隣
人
の
う
ち
二
人
は
個
有
名
詞
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
上
掲
史
料
中
「
省
略
」
部
分
の
制
前
半
部
は
次
の
如
く
で
あ
る
O
I
l
-
「
制
私
の
妻
は
(
彼
等
に
向
か
っ
て
)
、
調
度
品

類
に
手
を
触
れ
な
い
よ
う
に
と
、

は
っ
き
り
申
し
立
て
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
度
品
類
は
自
分
の
持
参
金
の
担
保
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い

る
も
の
に
属
し
て
い
る
、
と
も
申
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
ま
た
彼
女
は
言
い
ま
し
た
、
『
あ
な
た
方
は
五
十
頭
の
羊
群
と
少
年
奴
隷
と
牧
夫

と
を
押
収
な
さ
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
だ
け
で
も
、
あ
な
た
方
が
裁
判
で
勝
訴
な
さ
っ
て
(
私
の
夫
か
ら
)
罰
金
を
受
け
取
る
こ
と
と
な
ら

れ
た
そ
の
金
額
よ
り
も
、
遥
か
に
高
額
な
の
で
持
」
と
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
除
ん
法
か
小
わ
か
か
が

(
2
q叫凸
Z
3
q守
eて
)
扉
を
叩



い
て
(
羊
と
奴
隷
達
と
が
押
収
さ
れ
た
己
と
を
)
彼
女
達
に
通
報
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
」

l
l
l
こ
こ
で
も
や
は
り
「
隣
人
」
の
姿
が

見
え
る
。
こ
う
し
た
「
隣
人
達
」
も
こ
の
法
廷
演
説
の
原
告
と
同
じ
く
「
家
屋
l
農
地
」
を
所
有
し
て
い
た
事
実
は
側
の
「
隣
人
ア
ン
テ

そ
れ
ぞ
れ
羊
を
飼
育
し
て
い
た
(
但
し
そ

ミ
オ
i
ン
の
農
地
」
へ
の
言
及
か
ら
知
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、
こ
う
し
た
「
隣
人
達
」
も
ま
た
、

れ
ぞ
れ
の
所
有
頭
数
は
不
明
で
は
あ
る
が
)
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
原
告
が
二
人
の
奴
隷
に
五
十
頭
の
羊
を
放
牧
さ
せ
て
い
た
「
放
牧
地
」
は
、
原
告
の
私
有
地
と
見
る
よ
り
も
、

彼
の
属
す
る
集
落
の
人
々
の
共
同
利
用
地
で
、
共
同
利
用
慣
行
が
成
立
し
て
お
り
、
問
題
の
強
制
執
行
を
蒙
っ
た
当
日
は
原
告
の
利
用
の

日
(
ま
た
は
利
用
の
期
間
)
に
当
た
っ
て
い
て
、
テ
オ
フ
ェ

l
モ
ス
一
味
も
そ
れ
を
知
っ
て
、
原
告
の
羊
と
奴
隷
二
人
の
押
収
を
行
っ
た

も
の
と
見
ら
れ
る
。
中
庭
で
昼
食
中
に
襲
撃
を
受
け
驚
憎
し
悲
痛
な
叫
び
声
を
上
げ
て
い
た
原
告
の
妻
に
、
急
ぎ
扉
を
叩
い
て
通
報
し
た

隣
人
は
、
或
い
は
こ
の
日
に
共
同
放
牧
地
で
原
告
の
羊
群
放
牧
と
平
行
し
て
自
分
の
羊
群
を
放
牧
さ
せ
て
い
た
者
で
、
事
件
を
つ
ぶ
さ
に

目
撃
し
た
の
ち
取
り
急
い
で
放
牧
地
か
ら
走
っ
て
来
た
、
と
推
測
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

ピ
ユ
ル
ゴ
ス

こ
の
原
告
の
家
屋
の
「
中
庭
」
も
し
く
は
家
屋
敷
地
の
一
隅
に
は
「
塔
」
(
電
話

g
)
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
富
裕
農
民
た
る
シ

戸、υ
t
Eム

ン
ボ
ル
で
あ
ろ
う
が
、
彼
の
所
有
す
る
「
女
奴
隷
共
」
が
日
頃
生
活
を
送
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
女
奴
隷
達
を
指
揮
し
て
、
羊
毛
の
糸

紡
ぎ
・
布
織
り
・
衣
服
作
り
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
家
庭
の
主
婦
た
る
者
の
義
務
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
著
作
『
オ

イ
コ
ノ
ミ
コ
ス
」
の
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
硲
ル
恐
ら
く
、
こ
の
「
塔
」
の
底
層
部
は
女
奴
隷
達
の
衣
服
作
り
の
「
仕
事
場
」
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
原
告
の
「
五
十
頭
の
羊
群
」
と
併
せ
考
え
る
と
、
農
業
経
営
に
於
け
る
農
|
牧
の
共
生
∞
ヨ

5
3
の
意
味

が
一
層
明
確
に
浮
か
び
上
が
つ
で
来
る
。
こ
の
富
裕
農
民
の
知
く
に
充
分
な
設
備
や
多
数
の
女
奴
隷
を
所
有
し
な
く
と
も
、

一
家
の
者
達

が
身
に
纏
う
べ
き
衣
服
は
家
庭
の
主
婦
た
る
者
が
自
分
の
家
屋
の
中
で
作
り
上
げ
る
の
が
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
社
会
に
あ
っ
て

北
大
文
学
部
紀
要



思
吉
田
国
田

E
(デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
)
に
つ
い
て
(
中

(
鈎
)
』
衣
服
製
作
の
出
発
点
と
な
る
羊
毛
の
調
達
が
不
可
欠
で
あ
り
~
そ
の
た
め
に
は
、
通
常
の
場
合
、

一
家
の
主
人
た
る
農
H
市
民
は
何

頭
か
の
羊
を
飼
育
す
る
必
要
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

玉
、
「
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
第
五
十
五
番
」
は
、
本
稿
本
節
で
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題
に
、
よ
り
直
接
的
に
判
断
の
素
材
を
提
供
す
る
。

中
聞
を
走
る
公
道
を
隔
て
て
隣
接
す
る
こ
つ
の
異
な
っ
た
農
地
を
所
有
し
農
業
を
営
む
、
二
人
の
農
民
が
い
た
。
片
方
の
農
地
の
方
は
、

現
在
の
農
地
所
有
者
の
父
親
が
、
地
形
上
水
害
に
侵
さ
れ
易
い
の
で
、
対
策
と
し
て
農
地
の
周
囲
に
「
石
塁

E
g
g
-白
」
を
緯
ら
せ
た
。

然
し
、
現
所
有
者
の
代
に
な
っ
て
、
隣
接
地
所
有
者
側
か
ら
、

そ
の
石
塁
の
た
め
自
分
達
の
農
地
が
深
刻
な
水
害
を
蒙
っ
た
と
の
理
由
で

抗
議
が
申
し
立
て
ら
れ
、
複
雑
な
紛
争
と
な
り
、
結
局
隣
接
地
所
有
者
側
は
、
「
皇
内
町
民
E
2
0印

(
損
害
賠
償
要
求
の
訴
訟
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
一
つ
で
、
自
己
の
農
地
・
農
作
物
に
対
す
る
不
法
侵
害
に
対
す
る
賠
償
要
求
と
し
て
、
実
質
被
害
額
の
多
寡
に
拘
わ
ら
ず
一
律
一
千
ド

co 

唱
・
・
晶

ラ
ク
マ
の
賠
償
金
を
加
害
者
に
請
求
し
、
も
し
加
害
者
が
こ
の
罰
金
額
を
支
払
わ
な
い
場
合
は
加
害
者
の
農
地
を
没
収
し
て
自
己
の
所
有

地
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
法
的
性
格
を
備
え
た
告
訴
方
鵡
一
」
で
法
廷
に
告
訴
し
た
。
そ
の
た
め
被
告
と
な
っ
た
農
民
が
、
無
実

を
主
張
し
て
法
廷
で
演
説
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
被
告
の
法
廷
演
説
起
草
者
が
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
で
、
彼
の
作
品
集
第
五
十
五
番
が
そ
れ
で

(
お
)

あ
る
。
正
確
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
回
世
紀
中
葉
に
属
す
る
。

U
O
B
O師
同

F
Oロ
ゆ
帥

F
〈
.
m
V
1
H
ω
.

「
附
こ
の
農
一
昨

(HSE)
が
私
共
の
私
有
ゆ

(gsて
)
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
人
々

(
H
原
告
者
側
)
自
身
か
ら
も
(
今
は
)
承
認
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
は
そ
の
通
り
な
の
で
あ
り
ま
し
て
、

ア
テ
ナ
イ
人
諸
君
よ
、
も
し
諸
君
が
こ
の
土
地
を
実
際
に
御
覧
に
な

れ
ば
直
ち
に
、
私
が
不
当
な
告
訴
を
受
け
て
い
る
、
と
お
解
り
頂
け
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
:

側
私
の
白
広

(HSE)
と
彼
等

(
H
原
告
者
側
)
の
農
地
と
の
中
間
に
は
骨
骨

(
Z
E
が
ご
ざ
い
ま
す

o
b
否
。
&
が
周
り
に



控
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
流
れ
落
ち
る
水
が
、
或
は
道
路
へ
、
或
は
農
地

H
e』o
h
Q
)

へ
と
入
っ
て
来
る
の
は
、
当
然
、
起
り
得
る
こ
と

で
す
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
道
路
に
注
い
で
来
る
水
は
、
道
路
が
き
ち
ん
と
し
て
い
れ
ば
道
筋
通
り
に
下
へ
流
れ
、
何
か
障
害
物
が
あ
れ

ば
、
農
地
の
ほ
う
へ
溢
れ
出
し
て
来
る
、
こ
れ
は
文
句
な
し
の
必
然
で
ご
ざ
い
ま
す
。

帥
事
実
、
こ
の
農
地
に
対
し
て
も
、
陪
審
員
諸
君
よ
、
豪
雨
の
際
に
水
が
殺
到
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
対
策
も
施
さ
れ
ず
に
、

ー
ー
と
い
う
の
も
、
未
だ
私
の
父
が
こ
の
農
地
を
手
に
入
れ
る
前
の
こ
と
で
し
て
、
そ
の
当
時
の
持
主
は
こ
の
地
域
一
帯
を
芯
か
ら
嫌
っ

て
お
り
、
都
会
好
み
の
人
で
あ
っ
た
と
か
で
し
て
|
|
二
度
三
度
と
水
が
侵
入
し
、
農
地

H
Sも
た
同
)

を
痛
め
傷
つ
け
、
道
路
さ
な
が

ら
の
姿
に
さ
せ
た
。
私
の
父
は
つ
ぶ
さ
に
こ
の
状
態
を
見
て
|
|
こ
れ
は
当
時
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
々
か
ら
私
が
承
っ
て
お
り
ま

す
と
こ
ろ
で
す
が
|
|
l
そ
れ
か
ら
、
隣
人
達
も
ま
た
放
牧
の
た
め
越
境
し
て
入
り
込
み
、
こ
の
土
地
の
通
り
抜
け
を
い
た
し
ま
す
の
で

て
い
る
石
塁
を

農
地
の
周
囲
に
設
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。

円

zt，EA 

(
R
R
叫
吋
門
じ
て
吉
右
円
い
て
e
品、札河口品、町、ふて

EM、
戸
、
会
員
、
町
民
K
E
R
U
〈川円いて吋

PM曲、門司
h
h昨

gbHehumoe)
、
そ
こ
で
、
私
の
父
は
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ

同
省
略

同
も
し
こ
の
農
地
が
私
共
の
私
有
砂

(~rwSて
)
で
あ
る
こ
と
を
お
認
め
頂
け
な
い
と
い
た
し
ま
し
た
ら
、
私
共
は
と
ん
で
も
な
い
不
当

な
行
為
を
し
た
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
も
し
共
有
財
産
の
一
部

E
Sて
匂
さ
o
q
E
て
)
に
建
造
行
為
を
し
た
(
ふ
さ
含
志
会
ミ
)
と

す
る
な
ら
ば
。
で
も
現
在
で
は
、
彼
等

(
H
原
告
者
側
)
は
こ
の
件
に
異
議
を
持
ち
掛
け
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
:
:
:
」

こ
の
被
告
の
「
農
地
」
は
「
共
有
財
産
す
な
わ
ち
共
有
地
同
込
匂
也
、
ふ
q
ミ
」
に
隣
接
し
て
位
置
し
て
い
た
事
実
が
、
以
上
の
引
用
個
所

よ
り
判
明
す
る
。
原
告
者
側
は
す
く
な
く
と
も
本
裁
判
に
先
立
つ
調
停
裁
判
の
段
階
に
於
い
て
は
、
被
告
の
父
が
「
石
塁
」
を
建
造
し
た

際
に
、
彼
の
私
有
地
の
み
な
ら
ず
「
共
有
地
」
の
一
部
を
も
囲
い
込
ん
だ
と
の
主
張
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
本
裁
判
の
段
階
で
は
、
そ

北
大
文
学
部
紀
要



冨
吉
田
国
田
区
(
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

の
共
有
地
の
一
部
私
有
化
の
非
難
の
点
は
撤
回
し
た
。
原
告
者
側
の
こ
の
部
分
的
な
主
張
撤
回
を
逆
手
に
と
り
、
被
告
は
相
手
の
主
張
全

体
が
如
何
に
怪
し
げ
な
も
の
で
あ
る
か
を
法
廷
の
陪
審
員
達
に
印
象
付
け
る
恰
好
の
材
料
と
し
て
、
法
廷
で
こ
の
件
を
強
調
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
隣
人
達
も
ま
た
放
牧
の
た
め
越
境
し
て
入
り
込
み
こ
の
土
地
の
通
り
抜
け
を
い
た
し
ま
す
の
で
」
な
る
一
節

デ
l
モス

で
あ
る
。
原
告
・
被
告
共
に
同
一
区
に
属
し
て
い
る
の
で
「
隣
人
達
」
も
同
一
の
区
民
達
で
あ
る
。
彼
等
は
、
山
麓
部
に
所
在
し
、
原

告
の
私
有
農
地
に
隣
接
す
る
「
共
同
放
牧
地
」
(
恐
ら
く
デ
図
ス
の
所
有
に
属
す
る
)
を
利
用
し
て
い
る
。
村
落
に
近
い
山
麓
部
で
あ
る
か
ら
、

冬
季
及
び
春
季
の
放
牧
地
と
思
わ
れ
る
。
夏
季
放
牧
が
ど
こ
で
行
わ
れ
た
か
の
言
及
は
こ
の
史
料
に
は
全
然
見
ら
れ
な
い
が
、
「
山
が
周

り
に
控
え
て
お
り
ま
す
の
で
」
の
一
句
か
ら
、
短
距
離
の
移
牧
を
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
「
エ
ル
キ
ア

六
、
然
し
、
近
年
の
考
古
学
的
発
掘
成
果
の
一
つ
に
、
「
家
屋
」
と
「
農
耕
地
」
と
「
家
畜
放
牧
地
」
と
が
同
一
の
外
壁
で
仕
切
ら
れ

(
斜
)

た
区
域
内
部
に
一
組
み
に
な
っ
て
存
在
し
て
い
た
農
場
の
遺
跡
が
あ
る
。
ス

l
ニ
オ
ン
岬
よ
り
北
三
キ
ロ
ほ
ど
内
陸
の
山
地
に
入
っ
た
正

陵
地
に
位
置
す
る
「
テ
ィ
メ
シ
オ
ス
斗

5
2
z
m
の
農
場
」
遺
跡
で
、
関
係
す
る
岩
壁
面
の
刻
み
碑
文
も
数
ケ
所
に
百
一
っ
て
存
在
す
る
。

農
場
を
囲
績
す
る
外
壁
の
全
長
は
三
キ
ロ
は
上
廻
る
も
の
と
見
ら
れ
、
農
場
の
全
面
積
は
ほ
ぼ
一
八

O
プ
レ
ト
ロ
ン
す
な
わ
ち
ほ
ぼ
一
八

で
、
地
形
上
海
抜
六

O
ー
一

0
0
メ
ー
ト
ル
の
部
分
は
緩
や
か
な
傾
斜
地
で
、
海
抜
一

0
0
メ
ー
ト
ル
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区
の
年
間
祭
事
暦
」
の
分
析
か
ら
窺
い
得
る
パ
タ
ー
ン
に
即
し
て
、
極
め
て
自
然
に
導
き
出
さ
れ
る
類
推
で
あ
る
。

ヘ
ク
タ
ー
ル
(
五

O
エ
ー
カ
ー
)

を
超
え
る
部
分
は
崖
の
上
に
あ
り
表
土
は
浅
く
岩
が
ち
で
乾
燥
し
て
い
る
。
前
者
は
立
派
な
農
耕
地
で
果
樹
栽
培
に
も
適
す
る
。
後
者
は

ピ
ユ
ル
ゴ
ス

「
塔
」
を
含
む
農
場
家
屋
及
び
打
穀
場
の
遺
構
を
残
し
て
い
る
が
、
ま
た
家
畜
放
牧

m
g
N
E
m
に
も
適
し
た
土
地
で
も
あ
っ
た
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
農
場
は
「
穀
物
耕
作

8
2包
2
庄
司
註

S
と
牧
畜
明
白
N
Z
m
と
の
結
合
」
に
理
想
的
な
場
所
で
あ
っ
た

(
お
)

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
更
に
ま
た
こ
の
農
場
の
囲
壁
内
に
は
ラ
ウ
レ
イ
オ
ン
の
銀
鉱
脈
に
な
が
る
地
下
五

0
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
銀
採
掘



坑
祉
が
二
ケ
所
存
在
し
鳴

そ
し
て
碑
文
か
ら
、
恐
ら
く
、
こ
の
農
場
の
所
有
者
テ
ィ
メ
シ
オ
ス
↓
5
2
5聞
は
不
在
地
主
で
、
デ
イ
ニ

(
幻
)

ア
ス

ua邑
g
な
る
者
と
そ
の
家
族
と
が
農
場
監
督
者
又
は
小
作
人
と
し
て
現
場
の
家
屋
に
居
住
し
て
い
た
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

と
や
や
大
ま
か
な
判
定
が
下

た
こ
の
農
場
が
設
け
ら
れ
た
年
代
は
、
刻
文
の
書
体
及
び
人
名
や
出
土
遺
物
か
ら
、
前
四
世
紀
に
属
す
る
、

さ
れ
て
い
る
午

で
は
こ
の
農
場
の
知
く
に
単
一
区
劃
の
領
域
内
に
家
屋
・
農
耕
地
・
家
畜
放
牧
地
の
三
者
を
併
せ
含
む
ケ
l
ス
を
、
古
典
期
ア
ッ
テ
ィ

カ
で
、
ど
の
程
度
一
般
化
し
て
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
専
門
研
究
者
に
よ
る
今
後
の
研
究
の
進
展
を
倹
つ
ほ
か
は
な
く
早
急
な
判

(
鈎
)

断
を
下
す
の
は
慎
し
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
テ
ィ
メ
オ
シ
ス
の
農
場
」
関
係
の
地
図
を
見
て
先
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
孤
立
性
で
、

「
隣
人
達
」
の
村
落
が
間
近
に
隣
り
合
っ
て
存
在
し
て
い
な
い
事
実
で
あ
る
。
前
四
世
紀
に
入
っ
て
新
規
に
開
墾
・
入
植
さ
れ
た
農
場
で

(
鈎

a
)

あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
農
場
領
域
内
の
農
耕
地
と
放
牧
地
と
の
正
確
な
比
率
は
計
測
不
可
能
で
あ
る
が
、
農
ー
牧
共
生
田
ヨ
ロ

vza∞
の
経

営
ス
タ
イ
ル
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
た
だ
通
常
の
農
民
の
場
合
で
は
「
放
牧
地
」
が
村
落
農
民
に
共
同
利
用
さ
れ
る
ケ
l
ス
が
恐
ら
く
一

般
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
「
テ
ィ
メ
シ
オ
ス
の
農
場
」
で
は
、
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
が
自
己
の
農
場
領
域
内
に
組
み
込
ま
れ
て
い

た
点
が
顕
著
な
差
異
を
作
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
差
異
が
ま
た
、
こ
の
農
場
の
孤
立
性
を
特
徴
付
け
て
い
る
と
言
い
得
ょ
う
。
然
し
、
こ

の
農
場
内
に
飼
育
さ
れ
て
い
た
家
畜
群
に
せ
よ
、
夏
季
に
は
周
辺
の
山
地
に
放
牧
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
通
常
の
農
民
の
農
業
経

ピ
ユ
ル
ゴ
ス

営
と
の
差
異
と
共
通
性
と
の
両
面
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
「
塔
」
に
つ
い
て
は
、
か
か
る
孤
立
農
場
に
特
有
な
も
の
と
い
う
よ
り
、

(
m
b
)
 

平
地
の
農
民
に
せ
よ
富
裕
で
財
力
に
余
裕
が
あ
る
者
な
ら
ば
建
設
し
得
た
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
孤
立
の
家
屋
の
農
場
が
局
地
的
と
は
い

え
前
四
世
紀
以
降
に
出
現
し
徐
々
に
増
加
の
傾
向
を
伴
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
前
四
世
紀
の
経
過
の
中
で
ア
ッ
テ
ィ
カ
農
村
社

(ω) 

会
が
徐
々
に
変
容
し
て
行
っ
た
事
実
と
大
局
的
に
は
連
動
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要

nwd 
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ロサ
D
E∞
亘
(
↓
ア
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

七
、
こ
れ
ま
で
追
跡
を
重
ね
て
来
た
知
く
に
小
型
家
畜
(
殊
に
羊
)
に
関
し
て
は
農
日
市
民
の
「
農
l
牧
共
生
」
を
基
軸
と
し
て
考
え

る
立
場
を
と
っ
て
差
支
え
な
い
、
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
随
伴
す
る
問
題
と
し
て
、
川
同
家
畜
放
牧
の
具
体
的
な
担
当
者
は
誰
で
あ
っ
た

の
か
、
及
び
倒
夏
季
山
地
放
牧
期
は
と
も
あ
れ
冬
季
に
或
る
時
期
「
舎
飼
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
そ
の
期
間
の
家
畜
の
飼
料

は
ど
の
よ
う
に
準
備
さ
れ
た
の
か
、
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
ず
凶
に
つ
い
て
。
上
掲
「
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
第
四
十
七
番
」

で
は
、
富
裕
農
民
が
「
五
十
頭
の
羊
群
」
を
、
彼
の
所
有
す
る
二
人
の
奴

隷
(
「
牧
夫
」
と
そ
の
「
補
佐
の
少
年
奴
隷
」
)
に
放
牧
さ
せ
て
い
る
。
他
方
「
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
第
五
十
五
番
」

で
は
、
農
民
達
自
身
が
家

畜
放
牧
の
仕
事
を
も
担
当
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
然
し
両
史
料
共
に
「
山
麓
部
も
し
く
は
平
地
の
共
同
放
牧
地
」
に
関
連
す
る
も
の
で
、

そ
れ
以
上
の
「
夏
季
の
山
地
放
牧
」
担
当
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お
ら
な
い
。
富
裕
農
民
な
ら
ば
、
一
人
も
し
く
は
二
人
の
忠
実
な
(
自

(
引
)

制
力
の
あ
る
)
奴
隷
に
、
そ
の
ま
ま
羊
の
夏
季
山
地
放
牧
を
担
当
さ
せ
て
差
支
え
あ
る
ま
い
。
然
し
、
通
常
の
農
民
の
場
合
は
事
情
が
さ

ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
農
民
自
身
が
自
己
の
所
有
す
る
羊
の
山
地
放
牧
を
担
当
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
が
、
彼
に
は
夏
季
の
平

地
で
の
農
作
業
が
あ
り
、
ま
た
市
民
と
し
て
の
公
的
義
務
も
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
他
の
人
に
山
地
放
牧
の
仕
事
は
委
ね
ね
ば
な
ら
な
い

場
合
が
多
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
彼
の
家
族
の
男
子
、
例
え
ば
彼
の
息
子
も
し
く
は
彼
の
老
父
が
そ
の
仕
事
を
担
当
し
た
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
近
隣
の
農
民
家
族
の
者
の
誰
か
が
、
山
地
放
牧
の
期
間
中
二
疋
の
契
約
の
も
と
に
近
隣
農
民
の
家
畜
放
牧
の
仕
事
を
請

負
う
や
り
方
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
次
に
引
く
史
料
は
、
区
民
中
の
貧
窮
農
民
の
子
弟
が
、
牧
童
と
し
て
、
近
隣
区
民
の
家
畜
の
山
地
放
牧

の
仕
事
を
請
負
っ
て
手
当
て
を
受
け
て
い
た
ケ

i
ス
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

「
リ
ュ
シ
ア
ス
作
品
集
第
二
十
番
」

で
、
演
説
者
は
、
自
分
の
父
と
フ
リ
ュ
ニ
コ
ス
と
の
間
柄
は
、
世
人
が
取
沙
汰
す
る
よ
う
な
深
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
、
次
の
知
く
に
語
る
。

nu 
q'臼



[FM『
田
宮
印
]
阿
凶
・

H
H
l
H
N
・

「帥
:
:
:
-
j
i
-
-
そ
も
そ
も
少
年
時
代
か
ら
私
の
父
は
彼

(
H
フ
リ
ユ
ニ
コ
ス
)
の
友
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼

(
H
フ
リ
ユ

ニ
コ
ス
)
は
田
舎
で
ゆ
(
守
ト
苦
⑤
)
貧
乏
下
(
乱

S
q
bい
て
)
牧
夫
の
生
活
を
し
て
お
り
ま
し
か
(
恥
き
や
ミ
詰
て
)
が
、
私
の
父
は
中
心

市
で
え
て
叫
ふ
恥
q
2
h
)
教
育
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

同
さ
て
成
人
い
た
し
ま
し
て
か
ら
は
、
私
の
父
の
ほ
う
は
(
故
郷
に
戻
り
)
農
業
を
営
み
(
札
、
v
s
b
h
u
苦
h
)

、
彼

(
H
フ
リ
ユ
ニ
コ
ス
)

ゆ

す

の
ほ
う
は
中
心
市
に
行
っ
て
し
ま
い
、
強
請
り
稼
業
を
し
て
お
り
ま
し
た
(
札
円
さ
き
も
去
、
吋
史
)
。
で
す
か
ら
二
人
の
性
格
は
相
似
た
と
こ

ろ
が
全
然
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
O
i
-
-
:
:
:
・
私
の
父
が
彼

(
H
フ
リ
ユ
ニ
コ
ス
)
と
同
一
の
区
に
属
す
る
者

(gh芯
S
一
主
で
あ
っ
た

そ
の
こ
と
ゆ
え
に
私
の
父
が
非
難
を
受
け
る
の
は
正
し
い
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
」

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
フ
リ
ユ
ニ
コ
ス
は
、
前
回
一
一
年
の
寡
頭
派
の
「
四
百
人
会
」
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
首
謀
者
の
一
人
フ
リ
ユ
ニ
、。，
u

J

コ
ス
の
こ
と
で
、
彼
が
暗
殺
さ
れ
た
の
ち
間
も
な
く
、
演
説
者
の
父
は
フ
リ
ユ
エ
コ
ス
と
の
親
交
の
嫌
疑
で
告
訴
さ
れ
た
の
で
あ
っ

U
h

フ
リ
ユ
ニ
コ
ス
も
彼
の
父
親
も
、
共
に
「
デ
イ
ラ
デ
ィ
オ
l
タ
イ

u
o
g
&
o
E
区
」
に
属
し
て
い
た
い

こ
と
は
確
か
に
そ
の
通
り
で
す
が
、

- 21 

」
の
史
料
か
ら

ベ
ロ
ポ
ネ
ソ

ス
戦
争
後
半
期
に
ア
テ
ナ
イ
の
政
治
を
大
き
く
揺
が
せ
た
寡
頭
政
派
の
代
表
的
政
治
家
フ
リ
ュ
ニ
コ
ス
が
、
少
年
時
代
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
の

片
田
舎
の
牧
重
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
倒
古
代
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
「
舎
飼
」
の
家
畜
の
た
め
の
飼
料
の
準
備
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
羊
に
つ
い
て
は
冬
期
の

繁
殖
期
前
後
が
「
舎
飼
期
」
で
あ
ろ
う
が
、
島
原
H
市
民
が
農
耕
用
に
使
用
す
る
「
耕
牛
」
は
、
ほ
ぼ
通
年
、
「
舎
飼
」
で
あ
っ
た
と
思
わ

(
M
H
)
 

れ
る
。
家
畜
飼
料
(
殊
に
豆
科
植
物
)
調
達
の
問
題
は
欧
米
の
研
究
で
も
近
年
注
目
さ
れ
始
め
た
も
の
で
あ
り
、
私
自
身
の
知
見
は
極
め

て
乏
し
い
。
前
一
六

O
年
頃
に
執
筆
さ
れ
た
有
名
な
ロ

l
マ
の
農
業
書
、

冨
・
河
口
忠
0
・

Nvhkミ
(
リ
ミ

S
S
の
中
で
、
羊
と
牛
の
冬
季
飼

北
大
文
学
部
紀
要



思唱。巨面白
E
(
デ
ィ
l
ボ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

、
、
、
、
、

(

E

E

料
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
個
所
を
、
参
考
の
た
め
繕
い
て
見
九
中
立
ロ
イ
タ
リ
ア
の

E
E
B
や
わ
白

g宮
口
冨
と
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
植

生
は
異
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
共
通
す
る
点
も
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

先
ず
羊
の
冬
期
飼
料
に
関
し
て
は

「

V
附

ポ
プ
ラ
吉
宮

-5
・
エ
ル
ム
ロ
冨

5
・
ォ
1
ク
宮

R
g∞
の
葉
時
。

5
を
、
然
る
べ
き
時
季
に
伐
り
取
れ
。
そ
の
葉
を
羊
の
飼

料
と
し
て
過
度
に
乾
燥
さ
せ
ず
に
貯
蔵
せ
よ
。
そ
れ
に
加
え
て
、
牧
草
地
匂

g
g
B
よ
り
、
秋
に
育
つ
二
番
生
え
の

g
E民
国
と
呼
ば
れ

(
M叫
)

る
草
を
刈
り
取
り
、
干
し
草
と
し
て
貯
蔵
せ
よ
。
秋
の
雨
が
降
り
出
し
て
の
ち
、
か
ぶ
円
曲
目
旨
同
や
牧
草
冨

E
Z
B
特
に
は
う
ち
ま
め

宮間旨
5
の
種
子
を
蒔
け
。
」

耕
牛
の
冬
期
飼
料
と
し
て
は

- 22 -

適
当
な
時
季
に
、
牧
草
向
。
E
B
を
刈
れ
、
時
期
遅
れ
に
刈
る
こ
と
の
な
い
よ
う
心
掛
け
よ
。
牧
草
が
成
熟
し
て
実
を
付
け
る
に

(
U
)
 

先
立
っ
て
、
刈
り
取
る
べ
き
で
あ
る
。
牧
草
が
最
上
に
仕
上
が
る
よ
う
区
分
け
を
し
貯
蔵
せ
よ
。
春
に
耕
牛
が
土
地
に
撃
を
掛
け
る
時
、

(
必
)

o
n
E
Z
B
を
与
え
る
に
先
立
っ
て
、
(
貯
蔵
し
た
牧
草
を
)
耕
牛
が
食
せ
ん
が
た
め
に
。
」

LIIl 「団

ω
耕
牛
の
(
冬
期
の
)
飼
料
は
以
下
の
や
り
方
で
準
備
さ
れ
、
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
秋
の
)
麦
の
播
種
を
成
し
終
つ

た
時
、
ォ
l
ク
の
実

(m-g由
)
を
拾
い
集
め
、
水
の
中
に
投
げ
入
れ
て
置
け
。
か
く
し
て
、

一
頭
の
牛
に
付
き
半
モ
デ
ィ
ウ
ス
が
与
え

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
撃
を
引
く
こ
と
な
き
時
は
、
耕
牛
は
放
牧
地
に
置
か
れ
る
方
が
良
い
。
も
し
く
は
査
に
貯
え
て
置
い
た
ぶ
ど

う
の
津
り
か
す
一
モ
デ
ィ
ウ
ス
を
与
え
よ
。

日
中
は
放
牧
地
に
置
き
、
夜
に
は
耕
牛
一
頭
に
付
き
二
十
五
ポ
ン
ド
ゥ
ス
の
牧
草

F
E
B

を
与
え
よ
。

LN 
(2) 

も
し
牧
草
(
の
貯
蔵
)
が
な
い
な
ら
ば
、
常
緑
の
オ

1
ク
ロ
O
M
及
び
き
づ
た
宮
内
庁
E
の
葉
骨
自
由
を
与
え
よ
b

大
麦

E巴
n
z
g



及
び
小
麦
宮
邑

g
g
の
籾
殻
宮

-g
う
ま
ま
め

P
E
及
び
そ
ら
ま
め

i
a白
も
し
く
は
は
う
ち
ま
め

-z立ロ
5
の
鞘

R
5
さ
ら
に
ま
た
他

わ

ら

わ

ら

の
作
物
の
屑
す
べ
て
を
貯
蔵
し
て
置
け
。
敷
き
藁
用
の
藁
を
貯
え
る
場
合
に
は
、
最
も
草
昧
を
帯
び
た
部
分
に
蔽
い
を
掛
け
塩
を
ま
ぶ
し

わ
ら

そ
の
藁
を
牧
草
の
代
り
に
与
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
」

て
置
け
。
こ
う
し
て
置
け
ば
、

「
印
刷

o
n吉
Z
B
を、

そ
れ
が
枯
れ
る
ま
で
(
耕
牛
の
飼
料
と
し
て
)
与
え
よ
。

あ
わ

か
く
の
如
く
に
手
順
を
遵
守
せ
よ
。
そ
の
後
は
粟
宮
昆
t

g
g
を
与
え
よ
。
粟
に
続
い
て
エ
ル
ム
ロ

E
E
の
葉
を
与
え
よ
。
も
し
ポ
プ
ラ
℃

8
a
g
の
葉
が
あ
れ
ば
、

エ
ル
ム
の
葉
が
永
持
ち
す
る

ょ
う

エ
ル
ム
の
葉
に
混
ぜ
て
使
え
。

エ
ル
ム
の
葉
が
な
い
時
に
は
、

オ
ー
ク

S
E
R
g凹
ま
た
は
い
ち
ぢ
く
骨

5
の
葉
を
与
え
よ
。
」

す
な
わ
ち
、
牧
草
地
に
関
し
て
は
、
六
月
上
旬
に
牛
の
飼
料
の
た
め
の
牧
草
が
刈
り
取
ら
れ
、
冬
に
向
け
貯
蔵
さ
れ
る
。
秋
の
二
番
生

え
の
牧
草
が
、
羊
の
た
め
の
飼
料
と
し
て
刈
り
取
ら
れ
る
。
大
麦
や
小
麦
の
籾
殻
、
オ
ー
ク
の
葉
と
オ
l
ク
の
実
、
い
ち
ぢ
く
の
葉
、
豆

類
は
古
代
ア
ッ
テ
ィ
カ
で
も
馴
染
み
の
も
の
で
あ
っ
た
。
冬
期
家
畜
飼
料
を
提
供
す
る
オ
l
ク
樹
及
び
い
ち
ぢ
く
の
樹
木
の
役
割
に
注
目

(ω) 

し
て
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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八
、
以
上
の
検
討
成
果
か
ら
、
古
代
ア
ッ
テ
ィ
カ
農
H
市
民
の
小
型
家
畜
(
羊
)
飼
育
に
関
す
る
「
モ
デ
ル
」
の
構
成
|
|
但
し
こ

(
印
)

れ
は
あ
く
ま
で
も
「
作
業
仮
説
」
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
ー
ー
を
試
み
、
論
点
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
知
く
に
な
る
。

ω
「
隣
人
達
」
が
相
互
に
寄
り
集
ま
っ
て
構
成
す
る
村
落
な
い
し
地
域
自
治
体
は
、
居
住
地
域
周
辺
の
平
地
な
い
し
山
麓
の
緩
や
か
な

傾
斜
地
に
、
各
自
が
耕
作
・
経
営
す
る
「
穀
畠
・
果
樹
園
」
を
展
開
さ
せ
る
が
、
こ
れ
ら
農
耕
地
は
各
自
の
「
私
有
地
」
で
あ
る
。
恐
ら

く
農
耕
地
に
対
す
る
個
人
の
労
働
力
投
下
(
そ
れ
は
ま
た
親
か
ら
子
へ
と
継
承
さ
れ
る
)
の
量
が
大
き
い
こ
と
が
個
人
私
有
の
観
念
と
強

く
結
び
付
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
村
落
に
近
い
山
麓
部
や
河
川
沿
岸
部
に
は
「
非
耕
作
地
」
(
放
牧
地
・
森
林
や
牧
草
地
な
ど
)

が
存
在
し
、
こ
こ
は
、
特
定
個
人
の
労
働
力
投
下
量
が
著
し
く
低
い
土
地
で
、
村
落
民
の
共
同
利
用
の
土
地
す
な
わ
ち
「
共
有
地

g
B
E

北
大
文
学
部
紀
要



盟
問
吉
田
国
白
区
(
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

日
。
ロ
-
自
門
戸
」
と
し
て
意
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ω大
抵
の
農
日
付
市
民
は
個
々
の
家
で
羊
を
中
心
と
す
る
小
型
家
畜
を
所
有
し
飼
育
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
冬
期
の
寒
冷
期
及
び

家
畜
の
繁
殖
期
に
は
、
個
々
の
家
屋
の
敷
地
内
に
簡
単
な
家
畜
小
屋
を
設
け
、
夏
か
ら
秋
の
聞
に
刈
り
取
り
貯
蔵
し
て
来
た
飼
料
を
利
用

し
て
飼
育
(
す
な
わ
ち
「
舎
飼
」
)
す
る
が
、
春
に
は
「
共
有
地
」
に
放
牧
す
る
。
春
に
は
共
有
地
の
草
も
萌
え
出
る
。
四
l
五
月
の
羊

の
努
毛
が
家
畜
飼
育
上
の
重
要
な
時
点
と
な
り
、
買
毛
の
仕
事
が
然
る
べ
く
終
る
と
共
に
、
羊
群
は
順
次
「
山
地
ま
た
は
高
地
の
夏
季
放

牧
地
」
へ
と
牧
夫
達
に
率
い
ら
れ
て
移
っ
て
行
く
。
農
H

市
民
は
自
ら
牧
夫
と
な
る
こ
と
は
稀
で
、
彼
は
平
地
の
農
耕
や
市
民
と
し
て
の

公
務
に
献
身
す
る
。
従
っ
て
奴
隷
や
老
人
や
少
年
が
牧
夫
の
仕
事
の
主
た
る
担
当
者
で
あ
る
。

ω
「
山
地
も
し
く
は
高
地
の
夏
季
放
牧
地
」
は
村
落
に
比
較
的
近
く
に
位
置
す
る
丘
陵
・
山
岳
地
で
、
こ
こ
に
は
単
一
の
村
落
の
農
民

の
羊
群
の
み
な
ら
ず
、
他
の
多
数
の
村
落
農
民
の
羊
群
も
入
り
混
じ
っ
て
放
牧
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
村
落
自
治
体
の
領
域
範
囲
を
超

組
集。，“

え
た
、
ポ
リ
ス
領
域
内
に
放
牧
に
適
し
た
場
所
が
あ
る
場
合
に
は
「
公
有
地
宮
ぴ
国
三
百
円
こ
と
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ω秋
に
高
地
の
気
温
が
寒
冷
化
し
て
来
る
と
、
羊
群
は
再
び
、
出
発
点
で
あ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
「
共
有
地

g
S
S
E
-自
己
」
に
連
れ

戻
さ
れ
る
。
農
H
市
民
の
平
地
の
農
作
業
で
重
要
な
大
麦
・
小
麦
の
播
種
も
終
つ
て
の
ち
、
ま
た
冬
の
雨
も
や
や
繁
く
な
る
時
期
に
、
個
々

の
農
日
市
民
の
家
屋
の
敷
地
内
の
家
畜
小
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
の
羊
群
が
帰
っ
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
こ
う
し
た
土
地
利
用
の
場
合
、
山
麓
部
も
し
く
は
平
地
に
存
在
し
た
「
共
有
地

g
B
E
g
-白
呈
」

は
、
夏
季
の
山
地
放
牧
の
期
間

は
殆
ど
使
用
さ
れ
な
く
な
る
。
史
料
的
に
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
非
放
牧
性
の
家
畜
で
あ
る
豚
の
飼
育
な
ど
に
宛
て
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
は
秋
草
が
育
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
一
信
と
も
あ
れ
村
落
に
近
い
森
林
で
は
わ
い
炉
掛
が
冬
期
家
畜
飼
料

(
回
)

と
な
る
葉
や
実
を
作
り
出
す
も
の
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。



仙
台
典
欝
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
於
い
て
農
H
市
民
の
大
部
分
が
「
農
i
牧
の
共
金
田
芸
事
前
段
」
な
る
性
格
の
農
業
を
常
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の

詰

た

、

家
庭
で
は
、
学
毛
を
結
ぎ
簸
翻
な
弔
糸
を
作
り
携
を
織
り
美
事
な
衣
服
を
作
る
生
議
労
働
に
い
そ
し
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ

の

衣
服
は
その
の童
家内
ので

女
性
と
家
欝
域
と
の
特
殊
な
結
び
付
き
が
}
強
め
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。

一
設
に
家
族
の

る
。
こ
の
、

れ
る
。

一
部
の
饗
修
品
を
徐
き
、

的
企
業
家
に
衣
服
援
業
を
大
き
く

せ
る
余
地
宇
佐
殆
ど
与
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
o

e
l
モス

例
区
な
い
し
村
落
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
村
落
近
傍
の
「
一
千
地
も
し
く
は
山
麓
部
の
共
間
開
放
牧
地
」
が
村
撃
の
共
同
体
的
性
格
安
}
作

り
出
し
維
持
さ
せ
る
上
で
重
要
な
役
舗
を
担
う
も
の
と
な
る
。
「
共
同
放
牧
地
」
の
利
用
秩
序
は
村
議
の
共
肉
体
的
秩
序
と
密
接
に
繋
が

ノ

モ

ス

、

り
を
持
つ
で
あ
ろ
う
し
、
「
共
間
放
牧
地
き
ヨ
設
に
対
し
て
村
落
の
農
民
た
る
ち
の
は
平
等
の
権
利
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
」
と
の
思
想
は
、

濃
い
は
、
単
に
村
露
共
間
関
体
レ
ヴ
ェ
ル
の
患
懇
の
域
に
と
ど
ま
ら
、
す
、
総
意
転
用
さ
れ
て
ポ
リ
ス
民
主
政
レ
ヴ
ェ
ル
に
於
け
る
「
イ
ソ
ノ

、
(
お
)

ミ
ア

z
s
c議
総
〈
平
等
の
権
制
約
・
法
ノ
モ
ス
急
浅
草
の
前
の
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

i
に
上
昇
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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丸
、
本
稿
本
新
で
最
初
に
援
態
し
た
問
閣
に
立
ち
返
っ
て
み
よ
う
。

の

共

生

」

考

察

を

進

め

た

試

論

が

或

る

く
は
中
麓
部
の
冬
季
放
牧
」
と
「
山
地
も
し
く
は
高
地
の

と
い
う
、

っ
と
す
れ
ば
、

短
距
離
な
が
ら
も
一
の
「
移
牧
符
陶
器
ぎ
滋
き
2
」

(
牛
)

見
ら
れ
る

の
ス
タ
イ
ル
の
も
と
に
館
育
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
従
っ
て
、

ィ
i
ボ
リ
ア
ス
タ
イ
」
が
、
牛
群
に
関
し

イ

ポ--，
1) 冬
ア季
スの
タ平
イ地
し叩仰 い叩輸

がと
学、
の

専
業
の山
地
」
と
い
う
「
移
牧
」
の
錦
育
方
式
・
を
と
っ
て
い
た
と
仮
定
し
て
も
(
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、

移
牧
を
併
せ
お
こ
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
て
古
典
撒
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
於
い
て
務
到
奇
異
な
現
象
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

北
大
文
学
部
紀
婆



0
6
0田
両
国

E
(デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

然
し
な
が
ら
、
家
畜
放
牧
の
ス
タ
イ
ル
で
は
九
あ
る
面
で
両
者
の
間
に
重
要
な
差
異
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
般
の
農
H

市
民
の
女
性
達
は
、
家
屋
内
で
の
羊
毛
紡
ぎ
や
布
織
り
の
仕
事
を
主
と
し
て
お
り
、
羊
の
繁
殖
期
の
「
舎
飼
」
の
際
に
は

家
畜
と
の
接
触
が
緊
密
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
野
外
の
家
畜
放
牧
プ
ロ
パ

l
の
仕
事
に
は
殆
ど
関
与
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
で
は
、
関
係
史
料
に
於
い
て
、
女
性
の
活
動
が
極
め
て
顕
著
で
あ
る
。

本
稿
第
一
節
二
で
引
用
し
た
「
デ
ィ

l
ポ
リ
エ
イ
ア
祭
」
の
「
牛
殺
し
の
祭
式
」
に
つ
い
て
も
「
彼
等
は
少
女
達
を
選
抜
し
て
水
運
び

役
を
作
っ
た
。
こ
の
少
女
達
は
、
男
達
が
斧
と
短
剣
と
を
研
ぎ
清
ま
す
よ
う
に
と
、
水
を
運
搬
す
る
。
研
ぎ
清
ま
し
が
終
る
と
別
の
人
が

斧
を
(
さ
ら
に
別
の
人
に
)
手
渡
し
、
受
け
取
っ
た
者
が
牡
牛
を
撲
り
散
開
し
た
。
同
様
に
、
別
の
者
に
短
剣
を
手
渡
し
、
受
け
取
っ
た
者

が
、
牡
牛
の
昭
喉
を
切
り
裂
い
た
。
」
と
ポ
ル
フ
ユ
リ
オ
ス
は
記
述
し
て
い
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
「
少
女
達
」
は
単
な
る
水
運
び
役
で

は
な
く
、
「
牛
殺
し
ぎ
石

Z
E白
」
の
現
場
に
立
ち
会
っ
て
、
そ
の
仕
事
を
分
担
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
牛
殺
し
の
「
裁
判
の
儀
式
」
に

際
し
で
も
そ
こ
に
登
場
し
て
「
水
運
び
の
少
女
達
は
自
分
達
よ
り
も
む
し
ろ
(
斧
と
短
剣
の
)
研
ぎ
清
ま
し
を
や
っ
た
ひ
と
び
と
が
責
め

、
、
、
、
、
、
、
、
、
(
応
)

ら
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
云
々
」
と
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
家
畜
と
の
接
触
の
度
合
い
は
男
性
と
殆
ん
ど
同
一
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
在
る
。

ま
た
、
同
じ
く
本
稿
第
一
節
八
で
見
た
ア
ン
ド
キ
デ
ス
の
断
片
|
|
「
僕
は
、
も
う
、
二
度
と
見
た
く
な
い
の
だ
。
山
々
か
ら
炭
焼

(
日
)

き
師
共
が
こ
の
中
心
市
に
や
っ
て
来
た
と
き
の
姿
を
。
羊
だ
の
牛
だ
の
荷
車
だ
の
女
子
供
だ
の
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
連
れ
て
来
た
あ
の
姿
を
。
」

ー
ー
が
、
も
し
「
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
の
一
部
の
集
団
の
「
山
地
放
牧
」
に
関
係
す
る
描
写
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
も
「
女

性
明
白
呂
田
」
の
姿
が
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
山
地
放
牧
に
携
わ
る
人
々
は
「
家
族
」
を
挙
げ
て
、
家
畜
と
共
に
移
動
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
一
般
の
農
U

市
民
の
小
型
家
畜
の
「
山
地
放
牧
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
仕
事
に
従
事
す
る
の
は
富
裕
農
民
の
奴
隷
、
通

常
の
農
民
の
家
族
の
老
人
も
し
く
は
少
年
、
貧
農
の
子
弟
の
雇
傭
牧
夫
な
ど
で
、
い
づ
れ
も
男
性
の
み
で
あ
り
、
(
時
に
、
働
き
盛
り
の
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市
民
が
従
事
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
例
外
的
な
ケ

i
ス
で
あ
ろ

あ
り
得
な
か
っ
た
。
以
上
の
如
く
考
え
る
と
、
も
は
や
ア
ン
ド
キ
噌

「
デ

4
8
1ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
を
中
心
と
す
る
集
団
に
言
及
し
た
も
の
、

ィ
!
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
は
、
平
地
の

、
ま
し
て
や
「
家
族
い

こ
と
は
、

て
そ

、
「
デ
ィ

i
ポ
リ
ア
ス
グ
イ
」
、
も
し
く
は

な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

リ
ュ
ア
毘
」
内
の
生
活
基
地
と
山
地
の
放
牧
と
を
、
ど
の
よ
う

と
考
え

で
は
、

で
い
た
の
マ
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
本
構
第
四
節
で
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

注

〈
1
Y
み
犠
〈
上
)
で
は
標
題
及
び
本
文
で
「

o
e
c
z
g
g
〈
デ
ィ
ー
ボ
リ
i

ア
ス
タ
イ
)
」
と
、
第
一
一
一
挙
悶
闘
の
母
音
を
長
母
音
と
し
て
日
本
語
表
記

を
お
こ
な
っ
た
。
〈
本
文
ゅ
の
「
豆
苦
F
U
(
デ
ィ
i
ボ
リ

1
エ
イ
ア
祭
」

も
同
様
で
市
め
る
J
然
し
、
こ
れ
は
私
の
絞
り
で
あ
っ
た
。
ビ
内
定
仲
間
B

mnoRJMO器
?
の
連
時
骨
肉
S
Uな
』
w
h
災
礼
町
芸
-

K
曲
川
波
長
山
O
N
2
3
室戸

(SAW
∞)
?
4・

x
h内対
O
L
F
S
q品交わ

5
h
・
国
間
同
協
忠
弘
義

g
g
s
o
n広
島
設
診
祭
品
。
雪
量

内
総
司
阿
川
和
訓
凪
V

嶋、札向由・

8
H
〈F
d

M
戸
川
U-v
す
な
わ
ち
第
一
一
一
番
隠
の
般
車
闘
は
短
母

音
で
「
デ
ィ
!
ボ
リ
ア
ス
タ
イ
」
(
同
じ
ぐ
「
デ

4
1什
ホ
リ
エ
イ
ア
祭
」
)

が
乏
し
い
。
従
っ
て
、
本
務
(
中
)
以
降
は
緩
緩
及
一
び
本
文
中
の
表
記

を
町
一
出
廷
し
た
G

な
お
、
本
綴
(
上
)
は
、
そ
の
米
絡
に
記
し
た
通
り
一
九
九

O
年
八

月
に
融
機
き
終
っ
た
。
そ
の
年
の
秋
十
一
月
に
『
史
学
会
大
会
{
策
京
大

学
文
学
部
)
」
出
席
の
た
め
一
選
関
に
一
旦
り
上
京
し
た
。
そ
の
荻
に
東

京
衿
聞
に
於
い
て
明
治
大
学
教
授
の
馬
場
怒
二
氏
及
び
三
宅
立
氏
に
鋒

滋
の
栄
を
得
た
。
お
二
人
に
、
放
綴
(
上
)
を
書
い
た
滋
話
し
た
と
こ
ろ
、

励
ま
し
の
一
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
そ
の
時
、
馬
嶋
輔
氏
か
ら
、
古
典

古
代
の
牧
京
国
に
関
す
る
「
新
利
害
」
と
し
て
、
次
に
輯
掲
げ
る
わ
・
開
・

当
医
津
知
}
同
時
門
編
集
の
議
文
集
を
既
に
入
手
な
お
れ
て
い
る
と
告
げ
ら
れ
た
。

そ
の
機
物
は
篤
場
氏
に
よ
っ
て
、
脱
却
制
化
後
濁
も
な
く
の
私
に
郵
送
た
切
れ

て
来
た
。
馬
場
・
三
宅
一
掬
氏
に
、
こ
こ
で
改
め
て
感
謝
の
智
一
尚
一
築
後
記
し

て
援
き
た
い
と
思
う
。

項
目
民
文
昌
宏
司
w
内
U

・M
N

・
6
P〉
M
V
急
奪
三
同
町
内
。
喜
連
総
む
ゑ
苔
島
町
、
曲
芸
品
ミ
守

、H
，

Z

P同出
V
F同
時
弘
湾
問

MEac包
主
的
言
語
仲
予
的
同
阿
部
向
。
H
H
同
時
三
宍
司
〈

OEum

申
告
・

-
F
{〕
戸
増
加
∞

y

う
ち
小
品
稀
に
関
係
あ
る
論
文
は
、
次
の
回
第
で
あ
る
。

ハ

uvsこ・
司
・
匂
白
品
料
品
、
島
町
役
遺
言
札
号
、
喜
久
言
葉
晶
判
的
役
併
殺
宣
言
弘

喝
さ
営
幹
玄
己
主

2
q事
選
締
役
時
品
、
-SGK曲
h
h
S
F

て、

勿

F9ω 



盟問】
O
E弘
氏
(
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

国

a
E
5
0目印・
k

由怠遺品目』
sazan出
q
s
s‘
。
、
宮
砕
を
』
な
・

∞
写
品
田
阿
国
向
島

L
・開

-
M
J
S与
ミ
き
さ
と
s
h
E
S
H
C
S
R
-

』

回

目

g
o
p
冨
・
国

-
E
3
H
rぬ
島
忠
弘

s
s
a』

F
S
Z
ミ
q
S
2
8
5』

。、間四円魚川・
本
稿
の
主
題
に
関
し
て
は

F
E・
-M-HE-PN・
。
口
同
F
o
p丹江
nueoe

zmg¥切
OE唱
FD口
紅
白
口
同
目
見
込
回
同
町
色
丘
一
宵
副
ロ
ι
凹件。旦
op
史
認

wUEH・白ロ品

H由∞∞・

と
た
だ
一
行
の
言
及
あ
る
の
み
で
、

U
E
H
回
出
品
の
該
当
書
は
本
稿
(
上
)

第
一
節
註

(
7
)

・
註
(
但
)
及
び
第
二
節
本
文
臼
頁
・
註

(
3
)
で

引
用
し
て
い
る
書
物
で
あ
る
。

(
U
R
B品
の
研
究
は

ueOEO-田
祭
の
「
儀

式
」
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

U
F宮
町
白
血
亘
や
「
牧
畜
官
民

OEE

2
5
」
の
問
題
に
は
立
ち
入
っ
て
は
お
ら
な
い
。
)
私
と
し
て
は
当
初
に

立
て
た
自
分
の
研
究
.
フ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
本
稿
を
書
き
継
い
で
行
く

こ
と
と
し
た
。
と
も
あ
れ
こ
の
巧
E
E
E門
編
集
の
論
文
集
で
、
私
が

暗
中
模
索
を
続
け
て
い
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
「
牧
畜
」
の
問
題
が
、
骨

を
同
じ
く
し
て
欧
米
の
古
代
史
家
達
の
一
部
の
人
々
の
関
心
を
呼
ん
で

い
る
事
実
(
そ
し
て
議
論
も
さ
ま
ざ
ま
に
対
立
し
て
い
る
事
実
)
を
知

る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
私
の
知
見
も
大
巾
に
豊

か
な
も
の
と
な
っ
た
。
願
わ
く
は
、
本
稿
が
歴
史
学
研
究
の
ル
l
ル
を

逸
脱
し
た
独
断
的
な
虚
妄
に
陥
ら
ぬ
よ
う
に
、
と
祈
る
の
み
で
あ
る
。

(
2
)
本
稿
(
上
)
で
は
「
吋
D
R
E
g
s回
ト
ゥ
ル
コ
ヴ
ニ
」
と
単
数
形
で

表
記
し
た
が
、
そ
の
後

F
S
Z
F
戸
匂
亀
岡
ミ
笠
白
骨
N
S
¥礼
町
選
吋
章
、
骨
?

芝
ミ
.
k
F
E
R
E
o
F
z
n
F
S同
g
H・
2
2
3
を
参
看
す
る
機
会
を
得
た
。

彼
の
用
語
で
は
、
「
山
塊
」
と
し
て
総
称
す
る
場
合
は
複
数
形

「叶
OR-840旨
函
ト
ゥ
ル
コ
ヴ
ニ
ア
」
で
、
そ
の
う
ち
特
定
の
山
を
指

す
時
は
、
例
え
ば
「
叶
O
R
E
g
g
u
s・
H」
(
数
字
は
山
頂
の
海
抜
の

高
さ
を
示
す
)
の
如
く
に
単
数
形
を
使
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
前
者
の

意
味
で
用
い
て
い
る
の
で
、
本
文
の
表
記
を
複
数
形
に
改
め
る
こ
と
と

し
た
。

(
3
)
本
稿
の
着
想
を
得
る
上
で
、
。

g
a
g
a
-
∞丹市
F

6
意
S
喜
朗
、
さ
?

円
四
雲
師
色
町
』
白
円
、
喜
朗
言
書
白
書
偽
札
町
S
E
C芯
R
S
S塁間・
.
m
2
5
母印

刷
件
忌
g
の
B
A
E
2・∞吋
(HSAP-)
司
・
広
明
1
8・
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
多
大

で
あ
っ
た
。
然
し
彼
女
の
論
文
で
「
ア
ッ
テ
ィ
カ
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
、

ソ
ホ
ク
レ
ス
『
オ
イ
デ
ィ
プ
l
ス
王
』
(
一
一
一
二
四
|
一
一
三
九
行
)

が
ア
テ
ナ
イ
で
上
演
さ
れ
た
事
実
の
指
摘
に
と
ど
ま
る
。

最
近
で
は
、

E
S凹
mFHM・
吋
白
書
喜
四
喜
弘
、
。
。
弘
山
叫
呂
志
守

S
号

。
、
阜
商
円
。
，
同
。
謹
白
神
輔
司
ミ
迂
・
(
忌
∞
∞
)
可
回
一
円
二
回
・
由
・
↓
F
m
s
g
R
n
m∞
え
と
巴
E

S
-
H
S品
C田町
.
e・由
ωlε
・
)
が
、
「
可
吉
田
F
E
S
R
O
家
畜
の
季
節
的
移

動
放
牧
」
を

d
z
g
5
2一位。白血
-
z
n
E
5
0同町田
5
5問
自
信
丘
町
ロ
件

。
5
2
R
の
思
考
枠
組
の
中
に
位
置
づ
け
、
こ
れ
に
批
判
的
な
考
え
方

を
ぜ
同
時
三
官
Z
5
0
2ロ
号
阜
の
B
島
町
自
旨
開
.
と
し
て
対
置
し
、

の
R
5
3
自
身
も
後
者
に
伍
す
る
見
解
を
述
べ
、
民
5
2
0
n
W
5
2
5間

豆丹
F
O
E
-円
三
H
F
B
B
E包
可
告
白

E
B
8
8
.
と
述
べ
、
司
o
Z
F
m
R白
色
'

ECロ白】乱開
F
8
0
の
g
円四
CEa(H也
記
・
)
と
註
記
し
て
い
る
(
司
・
定
ー
・
ロ
-

H由
・
)
。
私
自
身
と
し
て
は
a

者

-agE-
で
は
な
く
、

hg『

-
R
F
E
E
E邑
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待
目
的
F
E
B
さ
え
の
立
場
に
立
っ
て
、
短
距
離
の
ぎ
国
各
部
言
語
お
唱
の
存

在
を
古
典
期
ア
了
ア
ィ
カ
に
即
し
て
積
緩
約
に
山
内
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

本

稿

第

一

二

節

約

学

務

は

、

そ

ほ

か

な

ら

な

い

。

〔

A
〕
に
つ
い
て

〈
1
)

宕
g

g夕
日
戸
川
v
s
g
H
吋，
F
e
u
-師
n
o
g
q
o刊
の
-
怒
号
曲
目
旨
長
帥

(同申∞印
γ

ヲロ
2L8・
V
沼

2
0回
、
田
両
・
暗
殺
然
科
野
明
知
h
x
符
鳥
島
書
出
。
祖
母
再
持
円
以
内
可
¥

g
l
M
4
お
の
お
典
会
々
・
司
円
。
自
問
。
寝
食
診
没
持
出
曲
出
品
叩
同

-a-
一
》
崎
忍
延
々

。盗齢出品

E
n
p
印・

3
8
3・唱・

H
O
1
M吋
M-

{
2
)
こ
の
引
用
個
所
の
解
釈
は
、
剖
明
伸
V
H
F
Hり
・
守
護
マ
雪
暗
室
町
VMSN究
室
-

州
民
め
∞
nv=}骨
品
開
帥
〉
民
的
持
母
仲
舟
山
侍
予
司
O
H
Z
F
M内
。
滋
滋
帯
HWSH'
同
市
同
伴
ロ
戸

(
回
申
砕
き
同
可
-
M
品吋・明・

ωω
・
i
i
i
『可・同会・噌・

3
・
に
従
う
。

(
3
)
こ
の
之
、
会
て
を
「
家
畜
の
放
仙
波
」
と
訳
出
し
た
。
門
戸
開
会
的
進

H
m
'

4
e
H、向
h
h
s
・
MW・
え
専
門
品
目
HMMmpMV角
材
愛
去
、
袋
三
宮
町
出
。
門
君
"
h
芝
草
野
軍

資
料
耐
震
高
・

{
4
)
杓作印庄司日開凶

J
P
み
ぬ
な
ぎ
当
ミ
~
山
色
遣
。
h
-
g
?阿
部
硝

MW
ハ
V
2
8
3・苧

∞臼・箔}ト
U

印何回仲間
M
W山
刊
は
が
尚
宏
明
広
昌
毒
。
甲
山
喝
の
み
森
山
跡
減
殺
し
て
い
る
。
ア
レ

ク
シ
ス
の
本
文
は
〈
u
q
v
b
h
H

ぬま
V

す
な
わ
ち
「
羊
」
ブ
ロ
パ
!
?
あ
り
、

且
つ
で
、
、
レ
ト
ス
及
び
ア
ァ
テ
イ
a

カ
か
ら
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ア
ッ

テ
ィ
カ
は
上
震
の
「
羊
毛
い
や
「
毛
織
物
」
の
海
外
輸
出
そ
な
し
得
る

殺
に
牧
羊
業
・
毛
織
物
殺
が
発
展
し
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

、
、
、

然
し
自
己
の
ボ
ワ
ス
領
域
内
で
の
呂
崎
市
の
衣
殺
は
光
分
に
自
給
自
足
の

状
況
に
あ
り
、
ゆ
で
の
出
発
点
と
な
る
牧
学
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
各
地
で
広
く

行
わ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
前
間
三
一
年
の
戦
争
時
開
始
に
先
立
ち

コ
中
や
緋
仲
?
を
エ
ウ
ボ
イ
ア
お
へ
、
そ
し
て
ま
た
〈
ア
ァ
テ
ィ
カ
本
土

に
)
近
接
し
て
浮
か
ぶ
段
々
へ
移
住
さ
せ
た
」
と
い
う
ツ
キ
ュ
デ
ィ
デ

ス
の
記
事
(
、
H
g
w
-
m
-
広・

γ
)
も
、
良
く
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る

で
あ
ろ
う
。

(
5
)
凶
器
時
帥
o
p
w向・

6
由
主
導
ミ
足
憲
判
違
和
二
塁
定
員
。
、
・
ぜ
・

5
M
i
H
Oタ
切
・

H
H
u
-
-
回
'
N
恥・

〈
6
〉
州
、
脳
諸
説
。
F
冨
・
限
・
丸
山
智
誕
肉
体
遺

q
bミ
童
相
譲
治
均
時
総
深
川
尚
道
祭
。
予

思
惑
唱
曲

wa曲目日出口
MMMMMomAW口付
M
Q円
(
S
4
3・)唱・申
p
o
m問
V
P
M
h吋・

(
7
)
』曲

5
2
3二
予
肉
体
円
相
3
・円札
F

(
8
)
仲
町
広
剛
相
次
判
決
・

2
-
Y
V
H
H叶
-
P
N事場

(
5
)
エ
ル
や
ア
昨
ぬ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

J

「門部
-
F
』・∞
-NM由
連
号
室
札
吋
ゑ
刊
を

マH
F
0
8
8
-
Y
H
N吋
・
勧
銀
神
命
的
申
向
的
3
g
-
同)
e
g守
出
向
付
夕
広
伸
悶
民
間
部
品
ゑ
同
町
E

S
H草
=
q
S
&柏
町
定
時
々
諮
問
言
師
島
町
、
品
川
円
円
添
わ
ぬ
mw
∞切

5

8
・

3
・

NH1MAW-w 

(
印
)
一
玄
う
ま
明
、
も
な
く
、
こ
こ
で
対
象
と
し
て
い
る
の
は
「
山
麓
部
」
で

は
な
く
「
山
崎
地
プ
ロ
パ

i
」
で
あ
る
。

(
什
以
)
従
っ
て
、
ア
ッ
テ
4
カ
に
於
い
て
浪
漫
冨

2
8田
の
み
な
ら
ず
、
】

vgE

仲時間
w
o
p
F岡田町タ
h
p
p斡
指
紋

O師
そ
の
他
の
山
地
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
ザ
ノ
?
テ
，
ィ
カ
西
北
部
の
山
滋
に
つ
い
て
は
、
本
務

29 -



里
吉
田
国
田
区
(
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

本
節
〔
B
〕
参
照
。

(
ロ
)
回
D
E
田宮叩
F
』

-nsミ
ミ
な
お
き
き

p
e
b
s
S
ミ
同
誌
語
怠
・
回
-
c・出・

g
o
g印
)
唱
・
岳
町
中
ゐ
∞
H
¥
5
0
(
g
n
E
E
Cロ
)
島
町
田
立
巨
白
血
-
B
n
E
g
e
u
m
-
E

司
Fm師¥
I
l
l
-
切
D
E
盟副ロ叩
F-u・田由印・

(
臼
)
野
区
・
司
・
閉
山
可
N
l
町、引品・

(
H
H
)

彦広・司・白山可申・

(
日
)
寄
町
内
F
E
n
-
n
F

(
日
)
こ
の
合
nv叫
h
q
V

な
る
言
葉
の
特
殊
な
意
味
に
つ
い
て
は
、
豆
島
・
唱
・

由
叶
吋
ふ
叶
∞
・
に
詳
し
い
。

(
口
)
目
立
色
・
司
・
由
叶
町
田
・

(
国
)
野
広

--on-aF

(
印

)
(
U
C邑
o
p
〈・

2
〈
g
u
E
0・国
-
h
g
H
e
Eま
-
J
E
B
-
-戸〈円、町田

回開
-rw帥
F
h
R岡町田〉

(
H
由昂叶)司・印∞・ロ・叶・

(
初

)
0
3
F
開・曲・

4
・印
nFHW円河・，開・

Nd『
叩
昨
叩
何
色
町
四
・
ロ
kp(H由
NH)
曲目
y

ω
ミ
・
の
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
及
び
イ
タ
リ
ア
の
大
抵
の
地
方

で
、
羊
の
前
田
毛
は
春
又
は
初
夏
に
年
一
回
の
み
行
わ
れ
、
そ
れ
に
先
立

つ
三
日
聞
は
飼
料
を
与
え
ず
、
四
日
目
に
努
毛
。
先
ず
羊
を
流
水
で
洗
い
、

そ
の
洗
剤
と
し
て
薬
草
の
根
が
使
わ
れ
た
。
前
回
毛
後
は
羊
の
皮
膚
に
軟

膏
を
塗
り
、
四
日
後
に
流
水
又
は
海
水
で
軟
膏
を
洗
い
落
し
た
、
と
い
う
。

こ
の
。
見
町
の
説
明
で
は
、
蔚
毛
に
は
す
く
な
く
と
も
前
後
八
日
間
を
要

し
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
本
文
で
引
い
た
「
西
ロ
ク
リ
ス
」
関
係

碑
文
で
「
一

0
日
間
に
百
一
る
牧
舎
設
営
を
な
す
べ
し
」
(
同
・
の
・
印
・

司曲目
n・口同・円ロ由円円仲間】位。国内
WMWFon広
島
田
。
nnEOロ
g
開田・

Z
0・斗念
w-(UD--HHH・

a・
8
1品
由
一
・
)
と
内
容
上
一
致
す
る
。
(
も
ち
ろ
ん
、
。
見
『
の
文
章
は
、

回
0
5包
巳
に
よ
る
こ
の
碑
文
の
考
証
よ
り
も
半
世
紀
近
く
前
に
公
刊
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
)

(
幻
)
こ
の
法
廷
演
説
の
起
草
者
は
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
と
は
別
の
人
で
あ
る
と

見
る
の
が
定
説
的
な
解
釈
。
こ
の
史
料
に
関
す
る
解
説
と
し
て
は
、

のめ
B
O
F
F
-
b
h
s
a
S
S
R
-
E
a
e可
m
g
c
i
z・吋
c
g
m
ロ
・
〈
円
、
2
回叩
-E

-
g
F
O
E
g
V
2
8
3・唱
-H由
明

INCH-

(n)[巴巾
B
O白骨『町田町田
]
M
F〈
戸
N
N
-

(
お
)
の
叩
自
由
F
e
-
s
.
S
-
N
H叶・ロ・

ω・
但
し
彼
は
、

J

・=ロ唱円
g

e

E凹曲。加地

と
記
す
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
ぜ
円
和
田
品
開
問
8
E
g
o叱
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

次
註
参
照
。

(μ)
臣官官
a
g
B
g
は
も
と
も
と
問
。

-
8
8
臣
官
官
吉
田
の
丘
の
東
側
の
平

地
に
所
在
し
、
夏
季
の
司
自
己

E
S
U
祭
の
競
馬
行
事
は
こ
こ
で
催
さ

れ
た
。
然
し
冬
季
に
は
(
烈
8
E
g
g
川
の
影
響
に
よ
る
も
の
ら
し
く
)

湿
地
と
な
っ
た
。
然
し
前
四
世
紀
に
入
り
同
M
E
F
S国
近
く
に
も
競
馬
場

が
設
け
ら
れ
、
秋
季
の
切
D
a
g
s
-血
祭
の
競
馬
行
事
は
、
こ
ち
ら
で
催

さ
れ
た
。
以
上
の
件
に
関
し
て
は
、
回
g
H
o
p
m
-
同
町
』
窓
向
。
師
、
尚
一
章
。
札
g

、喜柏崎
-
a・
印
・
〉
-
Z
0・
ミ

(HSN)
司・

H
ω
l
s・
a
・
冨
E
F
F
0・
h
b千

円高問。
h
o
a
s
s
a
-
。
5
0
r
F
2巳官民
D
E
-
Z
0・
印
印
・
田
町
田
芳
江
副
・
〈
o
r
u口・

(H由
AFN)・司・

N∞
NlN∞日1
・

ピ
ユ
ル
ゴ
ス

(
お
)
こ
の
「
五
十
頭
の
羊
」
か
ら
濁
り
取
ら
れ
る
「
羊
毛
」
が
「
塔
」
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ゆ

wwg常
生
活
の
場
と
し
て
い
る
「
女
奴
隷
達
」
の
也
子
鈴
に
鑓
げ
ら
れ
、

原
告
の
萎
(
す
な
わ
ら
家
庭
の
主
婦
)
の
指
揮
の
も
と
に
、
糸
紡
ぎ
、

布
織
り
・
次
削
減
作
り
の
生
産
労
働
が
掛
踏
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ゑ
-

um持出品
MMMMUHrc&qwsu昌
S
E
h
'
4ロ
-NMS
品川
-
w
M・
]5・

(

位

同

)
m
z
v
g
p
』
・
乏
奪
還
島
内
的
匂
宅
、
寝
食
習
w
絞
ら
も
科
書

恥
鴨
ぎ
茎
時
ミ
¥
甲
山
Z
u
g
-
P
S円〈
H
S
S
'
M
Y
由
民
1告
知
・
後
は
「
既
に
前
座

世
紀
の
ア
テ
ナ
イ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
織
の
(
幾
場
)
設
備

の
三
つ
の
特
徴
約
な
構
成
部
分
後
詰
今

4am抑
制
同
県
吉
昌
宏

nzswa-

g
出
血
件
。
即
時
そ
こ
こ
に
見
出
す
。
す
な
わ
ち
、
湾
曲
者
仲
間
聞
広
三
叩
〈
又
怠
対
ア

混
合
内
定
M
U
h
F
4
y
d
者
一
笠
宮
古
担
雪
深
V

附
ロ
品
開
(
絡
も
芝
、
色
色
で
あ
る
。
」
と
抱
擁
し

て
い
る
。
「
放
牧
地
」
後
後
緩
し
て
い
な
い
。

{
幻
}

J

刊号

g関
与
出
-
G設
札
設
な
輔
初
出
妻
、
史
民

sfilmU055
開
伯
仲
曲
芸

尽
き
g
g
p
i
-
-
出
向
毎
号
・
ぎ
-
肇
同
切
合
唱
肌
酌
γ
噌・

H
N
N
i
E
E・
開
明
唱
・
叩
-

Hω
い
1HaMWATMVMMWMF
口・

N臼
-
a
C出広岡山由刷噂曲目別一帥蜘岡町田町内
w
足掛印刷
AWV門出印刷
p

h
q義的・

2回
目

-
S
N
N
-
忍
・
品
M
Mふ
N
W
w

予
同
印
私
・
司
0
5
衰
え
2
包
ヤ

内向。出場開

n
g
円相
nC居留仲宗
n
ご
V
O
M
M
g宮
吋
件
可
。
ご
宮
銭
滋
際
同
誌
な
僻
仲
HwaH同一

出
H
F
曲
円
円
曲
円
仲
良
医
MM窓
口
部
品
唱
曲
師
z
g
m
0・
S
場
絞
nV
場
抑
制
帥
日
時
間
出

g

Rデ

可
制
五
三
HV
副
品
。
。
ミ
袋
詰
仲

CE昂
色
合
同
柑
鉱
山
出
賄
事
。
任
命
喜
nv惑を

臨
哲
也

g

(答
。
的
V
W

叩弘明

F
2
8
(。
堂
島
)
輸
出
出
品

8
5
4匂
宏
司
自
暴
答
仲
vo

nq同
吋
岬
可
知
誌
僻
H
w
a
v
a
伶
即
時
師
同
齢
出
品
』
出
斡
ざ
い
滋
凶
器
開

g
r
ι
3
q
h
d
h
w
S
掲げゆ
nv

、
、
、
、
、
、
、
、

仲町M
開
削
叩
窓
越
ム
件
前
零
号
『
宵
持
品
¥
私
が
こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
、

d~c話
諮
問
の

い
う
が
骨
髄
2
c聞
き
同
和
緊
急
判
M
g
g
g閥
、
に
ほ
か
ら
な
ら
い
。
し
か
も
彼

北
大
文
学
部
紀
婆

は
ぜ
耳
窓
口
官
委
譲
三
部
門
鮪
仲

8
日
々
Rq'r)
ま
で
か
〈
議
後
加
え
て
い
る
。

(
お
)
こ
の
法
廷
波
紋
織
i
M料
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
原
告
が

罰
金
と
し
て
テ
オ
フ
ェ
!
モ
ス
に
支
払
っ
た
金
額
は
、
一
、
一

0
0ド

ラ
ク
マ
、
追
加
支
払
金
額
が
二
二
一
一
ド
ラ
ク
マ
ニ
オ
ボ
ロ
ス
、
合
計
一
、

三
一
一
一
一
ド
ラ
ク
マ
ニ
オ
ボ
ロ
ス
で
あ
る
。
「
牧
夫
」
と
「
裕
佼
の
少
年

奴
隷
」
の
郵
貯
綴
綴
が
不
明
で
あ
る
が
佼
り
に
一
一
一
一
三
ド
ラ
ク
マ
ニ
オ
ボ

ロ
ス
を
そ
れ
に
充
当
す
る
と
、
一
、

0
0
0ド
ラ
ク
マ
が
「
五
十
一
頭
の
羊
」

の
代
価
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
期
制
排
吋
、
第
毛
に
先
立
つ
学
一
一
綴

mw
繍
裕
{
す
な
わ
ち
最
高
繍
格
)
が
二
十
ド
ラ
ク
マ
で
あ
っ
た
と
の
鶴
見

積
り
が
出
来
よ
う
。

〈m
仰
〉
本
筋
詮
(
お
)
参
隅
問
。

〈
m叫〉

C
主
由
主
‘

MN'M1殺
の
諸
問
骨
建
晶
、
品
、
h
s
-
M
d
o滋
n-C出
n
8
$
8
8
0
5

担
問
。
合
唱
曲
{
}
Y
M
Y
N
U帥
iNM由
(
〉
毒
仲
間
命
"
柏
会
寄
与

L同国
F
H戸
建
也
選
議
没

、
山
思
惑
骨
同
誌
な
悪
霊
弘
h
害
〈
H
申
帥
ゆ

Y

噂幽同岱的
i
区間・

(9・品・同町円時持品
0
8

銭円
M
m
o
n阿国田窓口・)

(
刑
判
〉
深
志
お
g
a
-
恒
例
・
刊
誌
遺
言
溶
き

s
s
k同
諸
問
稔
滋
町
内
川
、
特
窓
口
曲
目
草
は

古
代
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
於
い
て
「
牧
畜
田
昌
吉
弘
吋
怒
号
き
今
日
こ
と
「
農
業

白
主
主
鐙
お
」
と
が
、
分
離
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
強
鰭
し
て

い
る
。
そ
の
燦
に
彼
は
、
剛
山

3
0称
。
出
匂
片
岡

b
E札
尚
喜
需
品
ふ
も

M
g
a
g出
宅
診
室
。
著
芯
。
拘
〉
も
、
蝋
統
一
時
滑
と
牧
畜
と
の
分
離
そ
前
緩
と
し

て
い
る
と
言
う
が
、
こ
の
点
は
疑
問
が
大
き
い
。
総
務
い
改
め
て
論
じ
た

い
と
私
は
思
う
が
、
察
約
柏
町
に
以
下
の
二
墳
な
こ
こ
で
指
摘
し
て
置
く
。
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Dipoliastai (tトT ーモぅトヤく号、γ).>.10ニい(丑)

S:; Hesiodos， Theogonia. vs. 22--28. 下J~' ぐ，λ4マ"-r-<佃喧R~ミぐ

士、円入ヨモト下J :Ht ~PÆjíæ~ い二子。 (itργ'aç- π01μaivovt9') 。

-.'{-令γ 為草至上」冊目崎 1111日鰍。 rぷ11く矧J(πOlpEγεc-) 下J持母 O
，j 81援はや二い，West， M. L. Hesiod Theogony (1966) p. 160 
G柑や当'‘theforce of tradition' -\J寧盗~'‘One must won-

der whether Hesiod ever really had any sheep' 心 1~ ニ， Erga 

\0-tP詰1':~;f\十 8PÆ~DI'ど 811町民後~心長幻二'心課轄Jい二。。

トj8 West 8 m問駐U:/実JトJ' 主題 ~V謡言宇J い二"，， 8 為'

Verdenius， W. J. 'Notes on the proem o[ Hesiod's Theogony.' in 

Mmemosyne， Ser. 4. Vol. 25 (1972). p. 233.‘But apart仕om

775 etc. (considered to be spurious by West) and the sheep-

s脳出血 516，Hesiod gives an advice on weaving (538)， which 

seems to presuppose sheep-farming.' 

Q Xenophon， Oikono明ikosU ::m;:~トJ笠'楼ゐ U' Ischomachos 

G繊細*~製正問。「\ロてーや「朴 8~副匝J <: 811I1n~~~吋よき二 o ~( 

Jお 81鰍-\J{可駁穏剣 8~尚E誌R電量-\J~トJ r朴¥11l土[e¥¥1J'提重量宮、.
総監是士宮、JU ('ニトJ'ti."君主~~設 ~111旧戸当初￡い二時。取心v*

鍵怜掻や終結J よ2[Demosthenes] XLVII 8 ~~日 Q 勝。心

Ischomachos 8蝋剤事製畑G馬淵-\J~' *自II(g'U判〈搾pい二よi

8 \0~時的制二会 o jii;榊U名ニい， r:Ht紘同十!部J8PÆ~DI'~三'

旅立国~~[!8駁穏や嶋崎「ぷ11くJ -¥J r鰹起G余社主員総J11-<8 
昨日出羽J;足い二よ28¥0iB時。

(問) Wol丘， H.J.D日 DikeBlabes in Demosthenes， OR. LV in Bei-

trage zur Rechtsgeschichte Altgriechenlands und des Hellenis司

tisch-Romischen Agypten. (1961). p. 91-101. 

(忽) Gemet， L. Demosth初e.Plaidoyers Givils. Tome 111. { Les 

Belles LeUers > (1959) p. 117-120. ，j 8似~U ::m;:~い当'.J...j

E軍事健「組啄蜜ト 01トヤ'R811ト一時Jtく-¥Jr¥11'¥ム子トJ111131一

川同I眼下J縮。よ2 ， j 心ミミキ(3""。陸軍~8 糊*$韓~\lltW必側-Q心的

ニ。 思1~ *， 8翠~\0 ~â8 Þ<fl時モト面|寵 8äpa8艇2正体J~悪感J

トJ:二よ20 リけや越自l斗杯。。

(芯)Langdom， M. K. et Watrous， L. V. 'The Farm o[Timesios 

Rock-cut Inscriptions in South Attica.' Hespria Vol. 46 (1977)p. 

162--177.， Wickens， J. M. 'Deinias' Grave at Timesios' Farm. 

Hesperia Vol. 52 (1983) p. 96-99. 

(お)Langdon-Wa甘ous，op.αt.p. 175. 

( ~) ibid. p. 175-176. 

(芯)Wickens， op. cit. p. 199. 

(g;) Langdon-Watrous， p. 172.， Wickens， p. 98. 

(忽)Langdon-Watrous， p. 163， p. 174. 

(~偲)謡ヨ護軍軍 Laureion -¥J::m;:)!f，:やさコトJ'トj8 r，トヤスふ対κG
量償覇軍J(，j Ijば‘theCli丘Tower'一一Young制旧制4二時)ヰJ8

ちurl~'n t<

翠SouthAttica U ~心 4二時「縛 J 8脳纏4射殺や蝋型車一一

ニヤ長。原料蝋饗‘HomesteadFarms'一-8業様主自称J程::.:Jよi

。a
M 



。8.-¥).，:)jv' Pecirka， J. 'Homestead Farms in Classical and 

Hellenistic' Hell恥， in Problemes de la terre en Grece (ed. Fin-

ley， M. 1.) (1973) p. 135-137.穏当'主語ヨ盤足長栴蝋ぐ Q縦ま察穂

刑・嵐長屋!長.-¥).，:)ト)8 ，j";心Q蝋軍事Qま古監理署部thepeculiar cir-

cumstance 8 tI-~-I!\t'吋いニ喝。

(~ ..c) [Demosthenes] XLVII. 56.， 63・，j8!!:! ~主位istophanes，

Ploutos v. 180 111旧民8' Konon 8~隠ゆ T加lotheos 浪費型如p よi

'pyrgos' 必除要 8 .，p 8~~ 心小。 cf. YOlmg， J. H. op. cit. p. 

143. 

(ミn斗聴器礎「但啄蜜トれ1ト'<:"-R811ト一時J代，-¥)1"11'¥ム子トJ:!:;2' 
*' 8 1]事国今年j 烈主主 J よ~.，p 8 ド)~時。 Osbome， R. Classical 

Landscape with Figures. (1987)p. 196. (left) 'Once the Greek 

city lost its political autonomy， the pattem of exploitation and 

occupation of the countryside began.'心lj(¥('い二時8:!:;2IJ何矧ドJ

~f(il。綬ーコ悩よ~' ‘Once出epattem of exploitation and occupa-

tion of the countryside began， the Greek city lost its political 

autonomy.' .-¥).:;.("¥ ，j心。ョヨ争長崎小。

(可) cf. Xenophon， Memorabilia. 1. V. 2. ooψλψo' tXx.pa-reI 

Kτλ. 

( :;;l ) Gemet， L. et Bizos M. Lysias. Discours. Tome 11. < Les 

BeUes Letters > (1955) p. 55--61.トぅ叶 11nκ8¥主眼凶徒

Deiradiotai 凶や時 P よ~，j .-¥)当， Kirchner， J. ProsopograPhia 

今~1くわ〈幹績足跡

Attica VoJ. 11. (1903) No. 15011. .(::6将， Deiradiotai凶G起岨笠

Traill， Demos and Trittys. p. 131 !2.L6"; ~ ， 1'1早柑8Daskalio 

(Thorikos 凶G寺~~~十叶ロスーム弐 8 1-{ート媛æ~止論)心事詰

{p.;!o¥1J";ぃニ時。

(沼)寝柑~底。

(~) Ho改inson，S. Animal husbandry in the Greekρ01お.(1988) 

p. 41-45. (b) Cropping practices and the provision of grazing 

釦 dfodder. fEP桜並'ヨlB!!!: 8題特(様!2~マ一号、韓) 81隊合蝶

W<8必菰!2('1二い士重'侭余お術最長特J.，:)トJ袋心対二。

(~) ロ-þ-盛監事*似!24tJ vt紙-<8~ 士!' Brehaut， E. Cato the 

Censoれ OnFarming. (1933. repr. 1966.)闘も Goujard，R. 

Caton， De L'Agriculture. < Les Belles Lettres) (1975) 8 接
長三選F記。

( ~) Brehaut， op.αt. p. 14. n. 15. 

(与)ibid p. 76. n.2. 11(~ 1 1耳目事」

(沼) ibid p. 52. n.52. ocinum 8ま::l{p';!当ドトgr.-¥) ，.， f(il 0 Goujard.，p 
E盛岡R81lo1lo!2.，:)いユf(il0 t伶!2制川崎詳細ト~~f(il， j.-\) 士重 gr~語。

( ~ ) Brehaut 8報課一ーもutthe reader is soon aware of the 

fact出atthe value of the meadow is scarcity value due to the 

poverty of southem ltaly in natural grass. ・…… ・ー .Thus the 

leaves of elms and populars， planted for the purpose，∞nsti-

tuted a regular crop， and through the latter half of summer and 

M 
的



u
e
o
E
g
E
(
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
)
に
つ
い
て
(
中

H
F
O
B
Z自
国
沙
問
白
岡
町
当
曲
目
任
命
由
g
p
S
M可向。円

FO仲町曲
Fm叩
官
同
呈
唱
a
w

a
g
s
-
oロ間白曲四件
n。己品
V

冊
目
邑

o
g
E界
再
唱
曲
目

2
3
n
R
a
沙門

岳
町
唱
百
件
。
円
同
町
市
島
一
宮
問
。
同
門
宮
町
田

FOO唱曲ロ品
E
n白
曲
。
。
同
副
司
ぽ
円
相
門
田

F03同問。

O同
宮
可
沙
門
吾
叩
唱
。
昇
。
H
g
s
a
E間
宮
町
師
同
色
ロ
ロ

HFo-8420間同月
5

2
2間
同
町
冊
目
。
白
宵
曲
目
色

a
M
E
d・叶
F
m
S包帥件。ロ
nooロ
寄
巾

nOBHLmR50

0
2
3
q
p
s
a
g
a
g
m
o『
2
8
5色
町

g
8
5
5可
・
(
回

R
E
E
F

島
市
・
§
・
司
・
凶
}
円
一
〈
旨
・
)
は
注
目
に
値
い
す
る
。
古
代
の
南
イ
タ
リ
ア
同
様

に
古
代
ア
ッ
テ
ィ
カ
で
も
、
自
然
生
の
牧
草
に
あ
ま
り
恵
ま
れ
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
「
い
ち
ぢ
く
樹
」
や

「オ

1
ク
樹
」
に
は
古
代
ア
ッ
テ
ィ
カ
が
大
い
に
恵
ま
れ
て
い
た
事
実

は
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
印
)
本
稿
で
は
「
山
羊
」
の
飼
育
に
つ
い
て
は
、
全
面
的
に
割
愛
さ
せ
て

頂
い
た
。
近
年
の
最
も
総
合
的
な
「
山
羊
」
に
関
す
る
論
考
と
し
て
、

EnzmF
者・印・

J
F
Nな
hFHF'開・
N
d司

a
z
同町出回開・

H由.出血一
-vgロ
ι.

2
S呂田司・

ωお
1
8
u・
そ
の
中
で
百
円

Z
R
は、

4
H
H
H
S乱
開
叩
ロ
包
件
寄
円

ι
8
4司
g
ι
oロ
ι四
円
陵
町
向
。
口
百
戸
君
。
目
。
国
民
]
』

nF叩
口
品
目
白
w

唱
曲
回
世
間
】
向
島
。

印
ngza品開
Z
E
E
Z
P・
(8・
ち
由
・
)
と
述
べ
て
い
る
。

(
日
)
こ
の
点
は
史
料
的
に
確
認
出
来
な
い
。
本
稿
本
節
二
で
検
討
し
た
「
エ

ル
キ
ア
区
碑
文
」
問
項
で
「
ゼ
ウ
ス
・
ホ
リ
オ
ス
の
た
め
に
。
エ
ル
キ

ア
区
に
於
い
て
。
牡
豚

nFog国
一
頭
云
々
」
と
見
え
る
の
は
極
め
て

示
唆
的
で
あ
る
が
、
決
め
手
は
な
い
。

(
臼
)
「
オ
l
ク
樹
」
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
「
本
稿
本
節
〔
B
〕
に
つ
い
て
」

に
於
い
て
、
改
め
て
検
討
す
る
。
諸
賢
の
御
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。

(
日
)
こ
れ
は
重
要
な
問
題
な
の
で
、
将
来
、
稿
を
改
め
て
考
え
直
し
て
み

た
い
と
念
願
し
て
い
る
。

な
お
こ
こ
で
、
沼
恒
M
g
S
R
の
次
の
文
章
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
『
古
代
農
業
事
情
〉
明

R
g円
E
-
E
g
E自
民
芯
吋
吉
国
・
』
の
一

節
〔
当

S
R
冨
・
の
四
回
目

g
a
z
〉匡岡田位同

N巾
NE円
印

ON区
ES晶
君
E
'

R
E
E岡
gnznFZ・
(Hse・唱・

8
・
〕
で
あ
り
、
邦
語
訳
は
、
渡
辺
金

一
・
弓
削
達
共
訳
『
古
代
社
会
経
済
史
|
|
古
代
農
業
|
l
l
」
(
一
九

五
九
年
・
東
洋
経
済
新
報
社
刊
)
一
八
六
頁
、
を
拝
借
し
た
。

「
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
村
落
共
同
体
(
デ
i
モ
イ
島
晶
、
日
)
は
、
前
四
世

紀
に
お
い
て
も
な
お
き
わ
め
て
広
大
な
土
地
を
所
有
し
、
そ
れ
を
当
時

は
賃
貸
に
よ
っ
て
利
用
し
て
い
た
。
疑
い
も
な
く
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
村
落

共
同
体
は
そ
の
土
地
を
ず
っ
と
以
前
か
ら
所
有
し
て
い
た
も
の
に
ち
が

い
な
い
。
前
回
世
紀
に
は
そ
れ
ら
の
土
地
は
|
|
最
初
は
と
も
か
く
放

ア
ル
メ
ン
デ

牧
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
共
用
地
で
あ
っ
た
が
|
|
し
ば
し
ば
畠
地
や

園
地
と
し
て
耕
作
さ
れ
た
。
」

ウ
ェ

l
パ
l
は
、
こ
こ
で
史
料
的
根
拠
を
掲
げ
て
お
ら
ず
、
ま
た
彼

の
歴
史
解
釈
の
方
法
で
あ
る
「
理
念
型
」
を
良
く
理
解
出
来
な
い
私
に
は
、

こ
の
文
章
は
、
依
然
と
し
て
難
解
で
あ
る
。
然
し
、
前
四
世
紀
ア
ッ
テ
ィ

ヂ
i
モ

ス

、

、

カ
の
「
区
」
で
代
表
さ
れ
る
村
落
共
同
体
が
所
有
し
賃
貸
に
出
し
て

プ
ロ
ト
タ
イ
プ

い
た
「
共
有
地
」
の
原
型
が
「
共
同
放
牧
地
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る

ウ
ェ

1
パ
l
の
解
釈
は
、
基
本
的
に
全
く
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
「
共
有

aaτ 
司
u



一
、
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
於
い
て
「
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」

そ
の
他
の
小
型
家
畜
を
も
飼
育
す
る
専
業
的
性
格
の
濃
厚
な
牧
畜
者
の
集
団
」
|
|
が
、
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

幸
い
に
し
て
、
「
牛
群
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
放
牧
地
」
と
比
定
さ
れ
得
る
場
所
は
、
本
稿
第
二
節
で
推
測
し
た
「
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」

地
」
が
ど
の
程
度
「
広
大
」
で
あ
っ
た
か
は
数
量
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
畠
地
や
蹟
地
」
と
し
て
賃
貸
耕
作
さ
れ
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
骨

四
骨
紀
骨
半

p
p
w
ゃ
い
わ
か
、
「
共
同
放
牧
地
」
と
し
て
朴
L
r
b
掛
か

が
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
M
)
こ
れ
に
続
く
文
章
は
、
「
年
齢
取
っ
た
男
共
も
働
き
手
の
連
中
も
武

器
を
身
に
付
け
て
い
た
あ
の
姿
を
。
野
生
の
雑
草
の
婚
を
ま
た
と
僕

等
は
食
べ
た
く
は
な
い
。
」
(
旨
丘
O
E庁
少
司
-
A
F

・)

(
日
)
「
女
神
」
へ
の
動
物
供
犠
の
場
合
に
は
「
女
神
宮
」
及
び
「
女
神
宮

の
奉
仕
役
の
女
性
達
」
は
、
供
犠
の
掛
掛
骨
骨
心
一
郎
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

然
し
、
そ
の
仕
事
に
能
動
的
に
関
与
し
て
い
る
「
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」

の
「
少
女
達
」
と
は
、
関
与
の
度
合
に
相
違
が
あ
る
。
同
時
代
の
壷
絵
に
、

「
供
犠
さ
れ
る
牛
」
と
女
性
の
勤
を
描
い
た
も
の
を
屡
々
散
見
す
る
が
、

私
は
未
だ
こ
の
種
の
壷
絵
の
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
岳
民
r
hド
バ
心

き
実
例
と
し
て
、
ロ
ロ
同
国
ロ
《
「
』
-
F
・日目白ミ
SF町
内
ミ
』
白
守
口
実
塁
。
、
恥
司
馬

〔

B
〕
に
つ
い
て

の
ほ
か
に
も
、

北
大
文
学
部
紀
要

samミ
ミ
・
合
唱
∞
由
)
・
司
・
呂
町
・
明
日
開
-
M
印・一

E円
F
8・出・
4

『・、

s
S品目
M
b
¥
忌偽

kssss・
(53・
包

8
5一匹
S
・

g-む
・
へ
き
遺
書
也
、
雪

stHS

-号、

S
3
M符
S
E
-
z
c・
g・
3
S
F三
と
昏
明
言

s
s
gさ
お
急
時
二
ミ

ミ
善
治
是
認
申
A

吾
、
時
ご
ま
ミ
・
」
・

Z
0・
ミ

-
R
師
尽
き

sshng晶

、
急
号
室
白
S
R
F忘
h認さ

S
意
。
、
と
・
h

回
E
E
g
B
P
。
-
-
h
S
3
r

h
山

R
S
S
R
S
F
O
S
S
E
-
H
0・
〔

H
O
R
S
F
8・
a同
司
・
呂
町
・
盟
問
・
N

印〕

こ
こ
で
切
由
民
E
曲
霞
思
は
、
供
犠
さ
れ
る
牛
の
後
方
の
女
性
二
人
を
「
笛

吹
き

E
E江
田

g
」
と
「
籍
持
ち

E
Sロ
8
Z
S
」
と
説
明
し
て
い
る
(
H
F
R
・

司-
H
∞
)
。
包
B
o
p
開・司馬柏町民唱品目的局、hHH含匝・

2
由∞
ω・)・】
v
r
H
∞
ー
ロ
-

N
・

[
H
回
同
吉
岡
F

d

『
・
旬
。
達
。
ミ
h
S
S
F

可
曲
目
色
白
広
島

F
可

同

V
2
2
回目同・

0
8
ω
・)・盟問
-

H
・
]
こ
れ
は
、
今
後
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題

で
あ
ろ
う
。
拙
稿
の
考
え
方
が
妥
当
か
否
か
、
査
絵
の
面
か
ら
諸
賢
の

御
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。
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「
牧
牛
者
集
団
」
|
|
な
い
し
は

「
牧
牛
を
中
心
と
し
て
羊



里
吉
田
白
血

E
(
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
)
に
つ
い
て
(
中

(
1
)
 

関
係
の
場
所
の
ほ
か
に
、
二
ケ
所
が
、
そ
の
存
在
を
確
定
も
し
く
は
推
定
さ
れ
て
い
る
。
然
し
、
そ
れ
ら
の
「
放
牧
地
」
を
活
用
す
る
「
牧

牛
者
集
団
」
及
び
そ
の
集
団
の
社
会
的
性
格
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
こ
れ
ま
で
殆
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら
な
い
。
本
稿
は
、
こ
の
後
者
の
解

明
に
力
点
を
置
い
て
、
既
に
確
定
も
し
く
は
推
定
さ
れ
て
来
て
い
る
二
ケ
所
の
牛
の
放
牧
地
に
つ
い
て
、
再
検
討
を
試
み
た
い
と
思
う
。

一
つ
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
東
北
部
の
「
マ
ラ
ト
ン
」
を
含
む
「
テ
ト
ラ
ポ
リ
ス
領
域
」
に
関
す
る
も
の
。
他
の
一
つ
は

ア
ッ
テ
ィ
カ
西
北
部
の
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
」
周
辺
の
「
ス
ク
ー
ル
タ

ω吉
区
民
国
平
野
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
史
料
に
恵

ま
れ
て
お
り
大
き
な
問
題
は
な
い
。
然
し
後
者
は
「
牧
牛
者
集
団
」
が
ど
こ
に
生
活
上
の
基
地
を
も
っ
て
い
た
の
か
と
問
い
掛
け
を
試
み

る
と
、
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
に
牛
の
放
牧
地
が
存
在
し
た
と
の
指
摘
だ
け
で
は
充
分
な
も
の
と
は
云
い
得
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の

「
二
ケ
所
」
の
う
ち
、

た
め
本
稿
で
私
は
、
や
や
煩
雑
に
過
ぎ
る
が
、
後
者
の
問
題
に
多
く
の
ベ

l
ジ
を
宛
て
る
こ
と
と
し
た
。

先
づ
骨
争
に
つ
い
て
。
|
|
手
掛
り
は
紀
元
後
二
世
紀
の
人
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
『
ギ
リ
シ
ア
案
内
芭

の
一
節
で
あ
る
。
「
マ
ラ
ト
ン

- 36ー

の
古
戦
場
」
を
訪
れ
た
彼
は
、
「
ア
テ
ナ
イ
軍
戦
士
の
戦
死
者
の
墳
墓
」
そ
の
他
の
遺
跡
や
古
伝
承
に
つ
い
て
語
り
、
「
マ
カ
リ
ア
の
泉
」

の
古
伝
承
に
言
及
し
た
の
ち
、
次
の
知
く
述
べ
て
い
る
。
「
マ
ラ
ト
ン
に
は
、
大
部
分
が
湿
原
状
の
湖
沼
(
』
す
て
き

が
在
る
。
退
却
す

る
異
邦
人
達
が
、
道
に
不
案
内
の
た
め
に
、
こ
の
湖
沼
に
落
ち
込
み
、
彼
等
の
多
く
が
こ
の
場
所
で
生
命
を
失
う
に
至
っ
た
と
ひ
と
び
と

は
伝
え
て
い
る
O
i
-
-
:
:
こ
の
湖
沼
か
ら
(
?
込

q
v
y
s
q
)
、
川
(
き
号
、
汗
)
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
川
の
湖
沼
寄
り
の
部
分
は
、

家
畜
に
有
益
な
が
音
。

g
ざ
R
q
ミ

εe、t
h
ぷ
AUh
ミ
)
を
提
供
し
て
い
る
。
海
へ
の
出
口
側
は
も
う
塩
味
を
帯
び
て
い
て
、
海
に
住

む
魚
類
が
う
よ
う
よ
し
て
い
る
。
」

(
3
5邑
釦
印
ト
ぉ
・
斗
)
|
|
こ
こ
か
ら
「
湖
沼
よ
り
流
れ
出
る
川
」

の
流
域
で
、
牧
畜
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
た
事
実
を
窺
い
知
り
得
る
。
然
し
「
家
畜
玉
。
q
さ
官
民
ベ
民
)
」
は
、
ど
ん
な
種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
は
、

」
こ
で
は
特
に
言
及
し
て
お
ら
な
い
。



こ
の
問
題
に
冨

-
V
B
2
8
が
適
確
な
解
答
を
与
え
て
い
る
。
彼
の
見
解
に
従
え
ば
、
!
|
|
「
エ
ル
キ
ア
区
の
祭
事
暦
」
で
は
供
犠
獣

に
「
牛
」
が
欠
知
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
対
聴
的
に
、
「
マ
ラ
ト
ン
区
を
含
む
テ
ト
ラ
ポ
リ
ス
の
祭
事
暦
」
で
は
「
仔
羊
・
仔
山
羊
」
が

欠
如
し
て
い
一
勺
骨
骨
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
で
一
般
的
に
見
ら
れ
る
群
小
の
(
村
落
)
共
同
体
の
状
況
を
良
く
代
表
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
、

こ
れ
に
対
し
、
後
者
は
年
間
数
回
の
「
牛
」
の
供
犠
を
記
録
し
て
お
り
、
豪
華
な
国
家
祭
杷
の
パ
タ
ー
ン
に
近
い
。
そ
し
て

V
B
2
8
は、

い
ま
こ
こ
に
引
用
し
た
司

g
g巳
B
H・

s・
叶
・
を
例
証
と
し
て
上
げ
、
「
マ
ラ
ト
ン
区
の
平
野
に
は
、
牛
の
た
め
の
良
好
な
放
牧
地
が
在
つ

(
4
)
 

た
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
彼
は
自
説
を
、
「
ク
レ
タ
島
」
か
ら
「
マ
ラ
ト
ン
」
に
来
て
手
当
り
次
第
に
人
を
殺
し
た
と
い
う
古
伝
承
を
め

タ
ウ
ロ
ス

ぐ
る
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
記
述
|
|
「
マ
ラ
ト
ン
の
雄
牛

(Sε
。q)
を
の
ち
に
テ
l
セ
ウ
ス
が
(
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
の
)
ア
ク
ロ
ポ
リ

ス
に
追
い
上
げ
(
ア
テ
ナ
)
女
神
の
た
め
に
供
犠
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
実
際
(
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
は
)
マ
ラ
ト
ン
の
人
々
の

デ

l
モ
ス

(
5
)

共
同
体

(
H
区
)
の
奉
献
物

(
H
青
銅
製
の
雄
牛
像
)
が
存
在
す
る
。
」

(
E
5邑
由
回
目
・
自
・

5
・
)
|
ー
を
も
っ
て
補
強
す
る
。

わ
れ
わ
れ
も
、
こ
の

E
g
g
s
の
解
釈
に
従
っ
て
、
マ
ラ
ト
ン
平
野
で
「
湖
沼
よ
り
流
れ
出
る
川
」
の
流
域
に
、
単
に
紀
元
後
二
世

紀
の
み
な
ら
ず
遥
か
極
め
て
古
い
時
代
か
ら
、
牛
の
飼
育
を
中
心
と
す
る
放
牧
地
が
存
在
し
て
い
た
、
と
判
断
し
て
差
支
え
な
い
。
で
は
、

よ
り
具
体
的
に
、
マ
ラ
ト
ン
平
野
の
ど
の
あ
た
り
に
、
そ
の
放
牧
地
は
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
六
六
年
に
公
表
さ
れ
た
円
〈

g
a
3
8
-
の
古
代
マ
ラ
ト
ン
の
遺
跡
考
証
に
関
す
る
論
お

r掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
マ
ラ
ト
ン
平
野

「
マ
カ
リ
ア
の
泉
冨
島
R
E
S品
伝
」
「
湖
沼
の
B
巳
冨
向
島
」
「
ア
テ
ナ
イ
軍
戦
死
者
の
墓

や
し
ろ

皆
吉
田
」
「
勝
利
記
念
碑
叶
B
Z
M
?」
「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
社
因
。
g
E
a
cロ
」
な
ど
の
位
置
を
明
確
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
し
「
湖
沼
よ

の
地
図
」
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、

り
流
れ
出
て
海
へ
と
注
ぐ
川
河
内
U
S
H
h
芯
q

」
は
、
そ
の
地
図
に
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。
〈
自
営
召
。
。
-
は
慎
重
を
期
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
恋
意
的
な
推
測
は
慎
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
但
し
彼
の
掲
げ
て
い
る
「
地
図
」
を
見
詰
め
て
い
る
と
、
以
下
の
知
き

北
大
文
学
部
紀
要
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。
仲
間
話
回
出
血

E
(デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

推
測
を
お
こ
な
う
誘
惑
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
。
|
|
「
墓

ω
R
S
」
と
「
記
念
碑
司

8
S
」
の
中
間
に
「
水
無
川
岳
民
包

g
」
が
存
在

す
る
。
そ
の
川
筋
は
西
行
し
て
オ
イ
ノ
エ

l
区
(
こ
れ
は
、

ア
ッ
テ
ィ
カ
西
北
部
の
同
名
称
の
区
と
は
別
の
、

マ
ラ
ト
ン
区
に
近
い
区
)

ア
フ
ィ
ド
ナ
イ
区
、
更
に
は
パ
ル
ネ
1
ス
山
塊
東
側
へ
と
遡
る
。
他
方
「
マ
カ
リ
ア
の
泉
」
は
マ
ラ
ト
ン
平
野
部
の
東
北
部
(
マ
ラ
ト
ン

区
よ
り
東
北
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
距
た
っ
た
ト
リ
コ
リ
ユ
ン
ト
ス
区
に
近
い
)
が
、
古
代
に
お
い
て
湧
水
量
極
め
て
豊
富
で
あ
っ
た
と
す

そ
こ
を
通
じ
て
海
に
注
い
で
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
の
川
が
「
水
無
川
島
民
怠
E
」
東
部
に
流
れ
込
み
、

マ
ラ
ト
ン
・
オ
イ
ノ
エ

1
・
ト
リ
コ
リ
ュ
ン
ト
ス
及
び
プ
ロ
パ
リ
ン
ト
ス
の
四
主
要
村
落
を
包
含
す
る
地
域
が
、
「
テ
ト
ラ
ポ
リ

ス
吋
2
E
H
5
-
u
」
と
呼
ば
れ
、

ア
ッ
テ
ィ
カ
領
域
内
で
歴
史
的
に
ま
た
宗
教
的
に
特
色
あ
る
独
自
の
地
域
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
は
局
知

- 38一

の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
の
王
権
に
よ
る
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
政
治
的
統
合

(ω

ヨo
医師
B
S
)
の
際
に
も
、
他
の
諸
地
域
よ
り

(
7
)
 

も
遅
れ
て
統
合
さ
れ
た
と
考
え
る
学
者
も
お
り
、
(
「
テ

1
セ
ウ
ス
」
と
「
マ
ラ
ト
ン
の
雄
牛
」
の
古
伝
承
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
象
徴
的

に
物
語
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
)
統
合
さ
れ
た
あ
と
も
(
よ
り
正
し
く
は
、
ア
テ
ナ
イ
貴
族
政
ポ
リ
ス
成
立
後
も
)
「
テ
ト
ラ
ポ
リ

ス
」
は
自
ら
の
伝
統
的
な
宗
教
上
の
結
束
性
を
維
持
し
続
け
む
こ
の
枠
組
み
の
中
で
、

マ
ラ
ト
ン
平
野
の
「
川
」
の
沿
岸
部
で
の
「
牛

の
放
牧
地
」
の
存
在
理
由
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
稿
第
一
節
七
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
農
民
は
、
耕
牛
と
し
て
二
頭
の
牛
を
所
有
す
る
が
、
そ
れ
は
農
耕
労
働
可
能
と
な
っ
た
牛
(
五

歳
前
後
)
を
他
か
ら
購
入
す
る
も
の
で
、
農
民
自
身
が
牛
の
再
生
産
|
|
牝
牛
を
飼
育
し
、
そ
の
分
娩
・
出
産
と
そ
の
仔
牛
を
養
育
す

る
仕
事
ー
ー
を
担
当
す
る
こ
と
は
、
原
則
的
に
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
、
そ
の
た
め
に
も
「
牧
牛
者
集
団
」
の
存
在
が
古
代
ギ
リ
シ

ア
の
農
業
を
支
え
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
、
と
考
え
た
。
同
じ
こ
と
は
も
と
も
と
は
政
治
的
に
も
地
域
的
に
も
独
立
国
家
で
あ
っ



〔付図I) マラトンの平野
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• Vanderpool， E. 'A M側 umemtωtheBattle 01 Marathon.' Hesperia， Vol. XXXV. 
(1966). P. 104. Fig. 3. Map of the Plain of Marathon. (Drawn by Hero Athana-

siades.)より引用。

- 39一



U
F
宮
田
面
白
芭
(
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

た
「
テ
ト
ラ
ポ
リ
ス
」
の
農
業
に
つ
い
て
も
想
定
出
来
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
「
マ
ラ
ト
ン
平
野
」
の
「
川
」
の
流
域
の
牛
の
放
牧
地

な
ん
ら
か
の
「
牧
牛
者
集
団
」
が
居
住
し
て
い
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
貴
族
政
ポ
リ
ス
」
の
中
に
「
テ
ト
ラ
ポ
リ
ス
」

が
組
み
込
ま
れ
て
の
ち
は
、
こ
こ
の
「
牧
牛
者
集
団
」
に
よ
り
飼
育
さ
れ
る
牛
は
、
単
に
「
テ
ト
ラ
ポ
リ
ス
」
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、

広
く
ア
ッ
テ
ィ
カ
各
地
の
農
民
に
耕
牛
と
し
て
売
却
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
集
団
の
存
在
理
由
を
強
め
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
こ
の
集
団
は
、
何
よ
り
も
先
づ
、
「
テ
ト
ラ
ポ
リ
ス
」
の
宗
教
行
事
に
お
い
て
神
々
や
英
雄
に
供
犠
さ
れ
る
「
牛
」
の
供
給
源
で
あ
っ

ヲ
」
+
也
、

』

pv

た
と
考
え
ら
れ
る
。
(
「
テ
ト
ラ
ポ
リ
ス
の
祭
事
暦
」
に
見
ら
れ
る

「牛」

の
重
要
性
は

さ
き
に
述
べ
た
通
り

冨

-
E
g
g
s
の
特
筆

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
)
以
上
の
如
く
考
え
る
と
、
こ
の
マ
ラ
ト
ン
平
野
内
の
「
牧
牛
者
集
団
」
は
、
そ
の
社
会
的
性
格
が
「
デ
ィ

l
ポ

リ
ア
ス
タ
イ
」
に
似
て
い
る
。
比
喰
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
「
ポ
リ
ス
と
し
て
の
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
デ
ィ

l
ポ

リ
ア
ス
タ
イ
の
位
置
」
は
「
ポ
リ
ス
内
の
ポ
リ
ス
と
し
て
の
テ
ト
ラ
ポ
リ
ス
に
お
け
る
マ
ラ
ト
ン
平
野
内
の
牧
牛
者
集
団
の
位
置
」
に
対

nu 
a生

応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

で
は
こ
の
集
団
は
マ
ラ
ト
ン
平
野
の
「
川
」
の
流
域
部
に
恒
常
的
に
居
住
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
は
、
「
テ
ト
ラ
ポ
リ
ス
領
域
」
内
の

山
地
に
も
一
年
の
或
る
季
節
は
牛
を
移
動
放
牧
さ
せ
て
い
た
の
か
。
地
理
的
条
件
か
ら
見
れ
ば
、
後
者
の
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
出
来

る
が
、
判
断
を
下
す
の
に
充
分
な
資
料
は
見
当
ら
な
い
。
然
し
、
そ
の
可
能
性
は
充
分
に
備
わ
っ
て
い
る
。

三
、
次
に
後
者
す
な
わ
ち
ア
ッ
テ
ィ
カ
西
北
部
の
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
」
周
辺
の
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
に
於
け
る
牧
牛
に
つ
い
て

検
討
を
試
み
よ
う
。

こ
の
地
域
に
「
牛
」
の
「
放
牧
地
」
が
存
在
し
た
と
主
張
さ
れ
る
論
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

ツ
キ
ユ
デ
ィ
デ
ス

『
歴
史
書
』
第
五
巻

第
四
十
二
節
の
文
章
で
あ
る
。
|
|
，
「
昔
、
パ
ナ
ク
ト
ン
の
地
域
(
宮
司
吉
田
一
宮
。
ロ
)
に
関
し
て
ア
テ
ナ
イ
人
と
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
人
と
の



聞

に

係

争

事

件

が

あ

り

、

そ

の

結

果

、

(

芯

HehuSて
)
双
方
共
に
一
方
だ
け
が
居
住
す
る
こ
と
な
く

砂
b
い
わ
朴
貯
わ
ふ
子
ひ
ん
こ
さ
ミ
も
ミ
合
向
ミ
)
と
い
う
卦
争
心
世
か
吾
朴
(
必
ず
さ

hSEsh)

」
の
土
地
に
は

共
同
し
て
放
牧

が
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
」
(
叶
-gF
〈・

ぉ
・
)
|
|
こ
の
文
章
の
歴
史
的
な
文
脈
を
説
明
し
て
置
く
と

ほ
ぼ
次
の
知
く
で
あ
る
。

一9)

前
回
二
一
年
春
に
「
ニ

l
キ
ア
ス
の
平
和
」
の
条
約
が
ア
テ
ナ
イ
側
と
ス
パ
ル
タ
側
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
か
、

そ
れ
に
先
立
つ
前
四

二
二
年
に
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
人
が
、
ア
ッ
テ
ィ
カ
北
西
部
で
、
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
に
隣
接
す
る
地
に
在
っ
た
ア
テ
ナ
イ
人
の
要
塞
「
パ
ナ
ク
ト
ン

(
日
)

の
城
砦
」
を
陥
落
さ
せ
て
い
た
。
城
砦
内
の
一
部
ア
テ
ナ
イ
軍
兵
士
の
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
人
と
の
内
通
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
ボ
イ
オ
テ
ィ

(
日
)

ア
人
は
こ
こ
に
立
て
こ
も
っ
て
い
た
兵
士
達
を
捕
虜
と
し
、
前
回
二

O
年
春
ま
で
に
こ
の
城
砦
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
前
四
二

O
年
夏

に
な
る
と
、
こ
の
「
パ
ナ
ク
ト
ン
問
題
」
が
「
ニ

l
キ
ア
ス
の
平
和
」
を
切
り
崩
す
上
で
微
妙
な
役
割
を
演
ず
る
こ
と
と
な
る
。
ス
パ
ル

砦
破
壊
の
事
実
を
確
認
し
、

ア
テ
ナ
イ
人
捕
虜
を
引
き
取
っ
て
ア
テ
ナ
イ
に
や
っ
て
来
た
。
捕
虜
達
は
無
事
に
ア
テ
ナ
イ
に
戻
る
こ
と
が
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タ
の
使
節
団
は
、
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
と
ア
テ
ナ
イ
人
捕
虜
と
を
ア
テ
ナ
イ
に
返
還
さ
せ
る
任
務
を
帯
び
て
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
を
訪
れ
、
城

で
き
た
の
で
あ
る
が
、
城
砦
は
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

が
城
砦
破
壊
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い
た
通
り
の
言
葉
を
伝
え
た
。 ス
パ
ル
タ
の
使
節
団
は
、
ア
テ
ナ
イ
人
達
に
対
し
て

そ
れ
が
、
こ
こ
に
引
用
し
た
史
料
で
あ
る
。

ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
人

も
ち
ろ
ん
ア
テ
ナ
イ
人

は
、
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
」
は
真
っ
直
ぐ
立
っ
て
い
る
姿
で
返
還
さ
れ
る
べ
き
害
の
も
の
で
あ
っ
た
し
、
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
人
の
行
動
を
操
つ

(ロ)

と
主
張
し
て
使
節
団
を
追
い
返
し
て
し
ま
っ
た
。
ー
ー

て
い
る
ス
パ
ル
タ
こ
そ
飴
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

こ
の
「
パ
ナ
タ
ト
ン
の
地
域

(
S
E
S
E
o
p
z
n
v
o民
自
)
」
は
現
在
の
地
名
で
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
北
西
部
(
行
政
区
劃
で
は
ヴ
ィ
オ
テ
ィ

ノ
モ
ス

ア
切
O
笠
宮
県
に
所
属
)
の
地
域
の
「
ス
ク
ー
ル
タ

ωぎ
ロ
ユ
同
平
野
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
で
、
海
抜
ほ
ぼ
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
高
原

で
あ
り
、
往
昔
の
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
」
の
遺
跡
は
こ
の
平
野
南
西
部
の
丘
陵
(
関
雪
印
白
色
白
の
丘
)
上
に
存
在
す
る
(
南
北
一
七

O
メ

!

北
大
文
学
部
紀
要



里
吉
田

g
E
(
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

ト
ル
、

東
西
九

0
メ
ー
ト
ル
の
遺
瓶
一
。

古
学
的
研
究
が
進
行
中
で
、
そ
の
「
中
間
報
止
E
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

う
よ
う
に
な
っ
た
証
拠
が
確
認
さ
れ
る
の
は
前
回
世
紀
後
半
以
降
の
こ
と
で
、

(
日
)

の
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
、
と
の
由
で
あ
る
。
上
掲
ツ
キ
ユ
デ
ィ
デ
ス
の
文
章
と
照
合
す
る
と
、

も
と
は
ア
テ
ナ
イ
人
と
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
人
と
が
共
同
し
て
放
牧
地
と
し
て
使
用
し
て
い
た
地
域
、
云
わ
ば
双
方
の
国
境
地
帯
の
共
同
利
用

い
り
あ
い
ち

地
(
隣
接
ポ
リ
ス
相
互
の
入
会
地
)
で
あ
っ
た
。
前
五
世
紀
に
入
つ
て
は
ア
テ
ナ
イ
人
側
の
利
用
度
が
圧
倒
的
に
多
く
を
占
め
、
事
実
上

こ
の
城
砦
が
初
め
て
建
造
さ
れ
た
の
は
、
考
古
学
者
の
見
解
で
は
、
前
五
世
紀
中
葉
以
降
で
、

(
U
H
)
 

遅
く
と
も
前
四
コ
二
年
の
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
開
始
よ
り
も
先
立
つ
時
期
の
こ
と
で
あ
る
、
と
云
う
。
最
近
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
の
考

こ
の
平
野
の
一
部
に
ひ
と
び
と
が
定
住
し
農
地
の
開
墾
を
お
こ
な

そ
れ
以
前
は
「
放
牧
地
」
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
、
と

の

「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
い
は
、
も
と

そ
の
観
念
の
延
長
線
上
、
こ
の
平
野
南
西
部
の
丘
陵
上
に
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
」
が
建
造
さ

れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
「
城
砦
」
に
対
し
て
ボ
イ
テ
ィ
ア
人
側
は
、
自
分
達
に
脅
威
を
与
え
る
も
の
と
し
て
反
感
を
強
く
抱
き
、
前
四
二

「
ア
テ
ナ
イ
領
」
の
観
を
呈
し
て
来
て
、

- 42一

一一
BIs-

一
年
に
城
砦
の
占
領
と
破
壊
の
挙
に
出
た
(
但
し
「
放
牧
地
」

の
奪
回
も
し
く
は
「
放
牧
権
」
の
恢
復
の
主
張
で
は
な
か
っ
た
こ
と

に
注
意
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
を
「
放
牧
地
」
と
し
て
、
主
と
し
て
如
何
な
る
「
家
畜
」
が
放
牧
さ
れ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、

ア
テ
ナ
イ
人
の
う
ち
何
処
に
居
住
し
て
い
た
人
々
が
こ
こ
を
放
牧
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
の
か
。

「
家
畜
」

の
種
類
に
つ
い
て
は
、

ツ
キ
ユ
デ
ィ
デ
ス
は
言
及
し
て
い
な
い
。
近
年
富

-
E
B
2
8ロ
は
、
こ
の
平
野
に
放
牧
さ
れ
て
い

と
推
定
し
て
い
る
。
彼
の
論
拠
は
「
紀
元
後
一
七

O
O年
前
後
の
南
部
ア
ル
ゴ
リ
ス
地

た
家
畜
を
「
牛
」
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、

で
あ
り
、
「
高
地
吾
目
白
色
及
び
辺
境
地

g
R
r
E
E
の
放
牧
地
問
福
田
仲
買
2
は
、
た
と
い
底
地
の

牧
草
地

-04色
白
色

g
o邑
04司
白
よ
り
望
ま
し
く
な
い
に
せ
よ
、
牛
の
た
め
の
保
留
地
円
2
0
3
2
沙門

g
E
o
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
」
こ

方
で
の
牛
の
牧
畜
に
関
す
る
モ
デ
ル
」



と
か
ら
推
測
し
て
、
「
(
古
代
)
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
つ
い
て
証
拠
は
欠
如
し
て
い
る
が
、

、H
d
g
F
J『
・
お
-
H
・
に
見
ら

ス
ク
ー
ル
タ
平
野
は
、

れ
る
如
く
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
人
と
ア
テ
ナ
イ
人
と
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
平
野
が
牛
の
た
め
の
保
留
地
に
適
し
て
い
た
た
め

(
日
)

で
あ
ろ
う
当
。
巳
島
町
君
。

v
gロ印
Z
F
S
Z
0
・
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の

E
E
2
8
の
推
定
は
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」

の
地
理
的
位
置
の
観
察
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
放
牧
家
畜
を
「
牛
」
と
す
る
見
解

に
わ
れ
わ
れ
も
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
然
し
「
紀
元
後
一
七

O
O年
前
後

(
R
o
s
a
k
r
-
U・
口
き
)
」
の
「
南
部
ア
ル
ゴ
リ
ス
地
方
の
モ

デ
ル

(
a
H
O
B
a
a
ぇ
s
o
g
E
Z
B
〉
話
。

E
・
)
」
に
も
と
e

つ
い
て
推
定
す
る
の
は
、
時
代
差
が
あ
ま
り
に
も
大
き
過
ぎ
は
し
ま
い
か
。

ま
た
、
こ
の
平
野
で
「
牛
」
を
放
牧
す
る
主
体
は
、
す
く
な
く
と
も
前
五
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
ア
テ
ナ
イ
人
の
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
何
処
に
住
む
人
々
が
主
と
し
て
こ
の
平
野
を
彼
等
の
家
畜
の
放
牧
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
の
か
を
、

古
代
ア
ッ
テ
ィ
カ
関
係
の
史
料
か
ら
検
討
す
る
の
が
、
方
法
論
上
は
、
よ
り
適
切
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
ま
た
、
主
と
し

て
「
牛
」
こ
そ
が
こ
の
平
野
に
放
牧
さ
れ
て
い
た
、
と
の
推
定
を
よ
り
一
層
、
確
実
な
も
の
と
す
る
道
に
通
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ

(
m
a
)
 

る
ま
い
か
。

qo 
凋
告

園
、
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
地
形
図
を
見
る
と
、
「
ス
ク
ー
ル
タ
の
平
野
」
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
・
プ
ロ
パ
ー
か
ら
明
ら
か
に
孤
立
し
て
い
る
地
域

デ

1
モス

で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
最
も
近
い
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
区
は
、
そ
の
西
方
の
「
オ
イ
ノ
エ

l
」
で
あ
る
。
こ
の
区
の
遺
祉
は
現
存
し
、
現
在

の
マ
ジ
富
由
民
(
別
名
イ
ノ
イ
。
E
0
0
)

の
東
方
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
た
る
。
そ
の
周
囲
に
「
マ
ジ
平
野
」
を
擁
し
て
い
る
。

こ
の
遺
祉
の
特
徴
は
区
民
居
住
地
全
体
が
矩
形
の
城
壁
(
東
西
一
一

0
メ
ー
ト
ル
・
南
北
一
五

0
メ
ー
ト
ル
)
に
囲
緯
さ
れ
た
、
小
規
模

な
が
ら
も
一
種
の
「
城
塞
ポ
リ
ス
」
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
一
知
ク
レ
イ
ス
テ
ネ
ス
の
改
革
に
よ
り
国
制
の
基
盤
と
さ
れ
た
ア
ッ
テ
ィ
カ

-

一

ー

モ

ス

、

各
地
の
区
の
う
ち
、
最
西
北
部
に
、
し
か
も
殆
ど
孤
立
的
に
位
置
す
る
区
で
あ
る
。
前
回
コ
二
年
の
戦
争
開
始
の
と
き
に
は
ア
ル
キ
ダ
!

北
大
文
学
部
紀
要



安
吉
一
位
拍
夜

ィ
i
ポ
リ
ア
ス
グ
イ
}
に
つ
い
て
(
中
)

ザ
セ
ス
の
率
い
る
ペ
ロ
ポ
、
不
ソ
ス
軍
が
、

ア
ッ
テ
ィ
カ
攻
め
に
取
り
掛
か
っ
た
と
き
、
最
初
に
攻
撃
し
て
来
た
の
が
、
こ
の
オ
イ
ノ
エ

l
広

(

叩

坤

}

そ
の
攻
撃
を
粘
り
強
く
堪
え
抜
き
ア
ル
今
ダ
!
モ
ス
を
し
て
そ
の
攻
絡
を
断
念
せ
し
め
た
。
オ
イ
ノ
エ

i
一
込
及
び
マ
ジ
平
野
の

戦、で
略、あ
上、り

、
こ
の
前
部
一
一
一
一
年
の
エ
ピ
ソ

i
ド
で
充
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
オ

4
ノ
エ

i
区
の

装
歩
兵
た
る
ア
テ
ナ
イ
市
長
で
あ
り
、

マ
ジ
平
野
に
農
耕
地
を
所
有
す
る
典
型
的
な
農
立
市
民
で
あ
り
、
決
し
て
、
東
部
の
「
ス
ク

i
ル

タ
平
野
」
に
牛
を
放
牧
し
て
生
活
を
鴬
む
「
牧
牛
者
集
団
」
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
披
等
の
る
小
型
家
畜
群
が
「
ス
ク
ー
ル
タ

に
放
牧
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
ο

然
し
そ
の
放
牧
の

、
彼
等
の
奴
隷
や
少
年
や
一
麗
傭
牧
羊
者
逮

れ

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

オ
イ
ノ
エ

の
性
格
を
以
上
の
知
く
に
考
え
る
と

ク
i
ル
タ
平
野
」
と
結
び
持
く
の
は
、
む
し
ろ
オ
イ
ノ
エ

l
区
の

の
生
民
達
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
の
推
澱
が
生
じ
て
来
る
。
符
故
な
ら
「
ス
ク
i
ル
タ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ア
テ
ナ
イ
の
「
ポ
リ
ス
領
域
」
に
属
し
て
い
た
と
は
い
え
、
「
ス
ク
i
ル
タ
平
野
」

-44 -

位
聾
す
る
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
信

2
任
命
同
紙

平
野
」
も
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
も
古
典
窮
に

に
は
叫
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
い
は
別
と
し
て
)
ひ
と
び
と

(
玲
)
、
、
、
、
、

が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
地
域
の

の
痕
跡
が
殆
ん
ど
無
く
、
、-寸
コニヂ
QUレ
ス，.，..，
制 j

度乙
;-::: 7 

lLイ
雰;型
込、と
ま、日
オ工、 九

てま、，、
お?民
の
築
伽ゐφ帽

般
社

「
ア
テ
ナ

4
市
民
い
で
は
あ
り
な
が
ら

部
強
制
の
対
象
外
の
存
在
で
あ
る
、

と
い
う
斡
殊
な
社
会
的
地
栓
に

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば

ク
ー
ル
タ
平
野
」

と
「
ザ
ム
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
と
の
中
間
部
に
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
軍
事
拙
植
民
市
と
も
考
え
ら
れ
る
「
オ
イ
ノ
エ

i
」

れ
、
前
五

O

ア

テ

ナ

イ

入

の

正

式

の

ア

ッ

テ

ィ

カ

北

西

欝

隣

衡

の

中

、

む

拠
点
の
役
割
安
部
っ
た
の
で
あ
る
。
オ
イ
ノ
エ

1
の
住
民
連
は
名
笑
共
に
ア
テ
ナ
イ
市
民
で
あ
り
、
辺
境
地
域
助
衛
を
お
↑
う
重
装
歩
兵
築

ヂ

i
ぞ
ス

、
ア
テ
ナ
イ
市
同
誌
で
は
あ
る
が
、
一
区
制

八
/
七
年
の
ク
レ
イ
ス
テ
ネ
ス
の
改
革
に
よ
っ
て
、

と
し
て
公
認
さ
れ
、

酷
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

そ
の
西
方
に
隣
接
す
る
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
の
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口問旬。

E
g
g
-
(
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
)
に
つ
い
て
(
中
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

度
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
人
々
で
あ
り
、
厳
格
な
意
味
で
の
ア
テ
ナ
イ
市
民
と
は
見
倣
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
の

一
部
に
専
業
的
な
「
牧
牛
者
集
団
」
が
存
在
し
、
一
年
の
或
る
季
節
の
聞
は
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
に
「
牛
」
の
放
牧
を
お
こ
な
う
者
達

が
い
た
と
推
測
し
て
も
、
必
ず
し
も
行
き
過
ぎ
た
推
測
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

五

エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
に
関
し
て
は
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス

『
ギ
リ
シ
ア
案
内
記
」

の
中
で
、
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

3
5告白印・同
.ω
∞.∞
l
。・

「
附
エ
レ
ウ
シ
ス
か
ら
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
へ
と
歩
み
を
進
め
る
と
、

ア
テ
ナ
イ
と
境
を
接
す
る
と
こ
ろ
に
プ
ラ
タ
イ
ア
人
の
地
が
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

だ
が
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
が
ア
テ
ナ
イ
人
側
に
組
み
す
る
こ
と
と

も
と
も
と
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
と
の
境
界
は
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
に
あ
っ
た
。

、
、
、
、
、

な
っ
て
か
ら
こ
の
か
た
、

ず
っ
と
、

キ
タ
イ
ロ
ン
山
が
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
の
境
と
な
っ
て
い
る
。

エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
は
戦
争
に
よ
っ
て

- 46一

強
制
さ
れ
て
(
ア
テ
ナ
イ
人
に
)
併
合
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、

ア
テ
ナ
イ
人
の
も
と
で
の
市
民
権
資
格
を
熱
望
し
て

(
S
T
2
3
q
立
H

もさも
q
h
H

ミ
向
叶
認
さ
丸
ば
h
u
q
、戸、h
H
h
e

て)、

E
つ
ま
た
(
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
人
自
身
の
)
テ
l
パ
イ
人
と
の
敵
対
か
ら
、
(
ア

ク
ソ
ア
ノ
ン

テ
ナ
イ
人
に
)
併
合
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
平
地
の
中
に
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
の
神
殿
が
あ
る
。
古
い
木
像
は
こ
こ
か
ら
ア
テ
ナ
イ
市

ク
ソ
ア
ノ
ン

に
持
ち
運
ば
れ
た
。
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
に
現
存
す
る
木
像
は
古
い
そ
れ
を
模
刻
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
す
こ
し
上
方
に
大
き
く
は
な
い
洞
窟
が
あ
り
、
そ
の
傍
に
冷
た
い
水
の
湧
く
泉
が
あ
る
。
:
:
:
:
:
:
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
城
壁
、
そ
れ

ポ

リ

ス

か
ら
ま
た
家
々
の
廃
櫨
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
廃
撞
か
ら
判
断
し
て
、
(
こ
の
地
の
)
中
心
市
が
平
地
の
す
こ
し
上
方
で
キ
タ
イ
ロ
ン
山

寄
り
の
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
」

ラ
フ
ト
・
カ
ス
ト
ロ

今
日
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
」
を
訪
れ
る
と
、
何
よ
り
も
先
づ
の
弓
宮
?
g回片
岡

O
(
H
ジ
プ
シ
ー
城
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
堂
々
た
る
城
砦
遺

跡
が
わ
れ
わ
れ
の
目
を
惹
く
。
こ
の
遺
跡
が
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
記
す
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
城
壁
」

で
あ
り
、
こ
の
東
西
約
三

O
O
メ

l
ト



ル
南
北
約
一

0
0
メ
ー
ト
ル
の
ア
ッ
テ
ィ
カ
第
一
級
の
規
模
を
持
つ
城
砦
が
紀
元
前
回
世
紀
前
半
(
恐
ら
く
前
三
七

O
年
頃
)
建
造
さ
れ

(
初
)

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
現
在
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
o
l
-
-
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
は
、
も
と
も
と
は
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
地
方
の
独

立
し
た
ポ
リ
ス
の
市
民
で
あ
っ
た
。
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
に
群
立
し
た
諸
ポ
リ
ス
の
う
ち
テ
l
パ
イ
が
強
力
と
な
っ
て
指
導
的
地
位
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
、
こ
の
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
を
も
そ
の
支
配
下
に
収
め
よ
う
と
し
た
と
き
、
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
は
テ
l
パ
イ
に
敵
対
し
自
発

的
に
ア
テ
ナ
イ
側
に
立
つ
道
を
選
択
し
、
ア
テ
ナ
イ
の
市
民
権
を
熱
望
し
て
ア
テ
ナ
イ
と
併
合
し
た
。
彼
等
は
そ
の
希
望
を
か
な
え
ら
れ
、

従
っ
て
彼
等
の
生
活
す
る
地
域
も
ア
テ
ナ
イ
の
ポ
リ
ス
領
域
に
組
み
入
れ
ら
れ
、

か
く
し
て
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
と
ア
テ
ナ
イ
と
の
国
境
は
、

エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
北
に
準
え
る
キ
タ
イ
ロ
ン
山
と
な
っ
た
|
!
と
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
は
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ク
ソ
ア
ノ
ン

こ
の
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
併
合
の
時
期
(
及
び
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
神
殿
に
伝
わ
っ
て
来
た
「
古
い
木
像
」
の
ア
テ
ナ
イ

市
移
管
の
時
臨
一
に
関
し
て
は
、
〔
A
〕
「
中
心
市
の
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
祭

U
B
a
g
g
g
E」
の
主
神
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
が

0
5
3∞

明
-mwZ件
目

M
O
円。ロ印

(
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
巴
o
E
F
R包
の
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
」
)
と
呼
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
且
つ
こ
の
「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
祭
」
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が

旨
n
F
Oロ
∞

S
F
5
で
は
な
く
K
F
R
F
Oロ
(
何
回
芯
ロ
苫
5
印
)
の
管
轄
下
で
行
わ
れ
た
祭
儀
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
し
て
こ
の
祭
儀
と
「
悲

劇
上
演
」
(
そ
の
最
初
が
前
五
三
四
年
の
テ
ス
ピ
ス
叶
宮
岳
町
の
指
揮
下
の
上
演
)
と
の
結
び
付
き
か
ら
、
借
主
ペ
イ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
の

時
代
に
遡
る
と
見
る
拓
ピ
、
〔
B
〕
宗
教
面
と
は
切
り
離
し
て
、
政
治
上
の
併
合
を
前
四
世
紀
初
頭
と
考
え
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
城
壁
」

(
お
)

が
建
造
さ
れ
た
の
は
そ
の
併
合
に
も
と
づ
く
と
見
る
説
と
が
あ
り
、
〔
A
〕
説
が
有
力
視
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
然
し
極
く
最
近

に
な
っ
て

〔C
〕
説
、
前
五

O
八
/
七
年
の
ク
レ
イ
ス
テ
ネ
ス
の
改
革
後
間
も
な
く
の
頃
の
こ
と
、
と
す
る
見
解
が
提
示
さ
れ
る
に
至
つ

た
。
す
な
わ
ち
吋
F
E望
。
町
同
は
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
北
に
在
る
キ
タ
イ
ロ
ン
山
で
隔
て
ら
れ
る
つ
フ
ラ
タ
イ
ア
」
の
ア
テ
ナ
イ
併
合
の
事

(
M
)
 

情
を
伝
え
る
「
へ
ロ
ド
ト
ス
第
六
巻
第
一

O
八
節
」
の
記
事
を
前
五

O
九
年
の
出
来
事
と
推
測
し
(
但
し
前
五

O
六
年
説
を
採
る
見
解
に

北
大
文
学
部
紀
要



里
吉
田
国
田
区
(
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

も
配
慮
を
示
し
て
い
一
生
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
」
の
併
合
は
わ
か
管
骨
い
わ

οの
こ
と
と
考
え
、
ま
た
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
記
す
「
ア
テ
ナ

イ
人
の
も
と
で
の
市
民
権
資
格
を
熱
望
し
て
」
の
個
所
は
、
前
五

O
八
/
七
年
の
有
名
な
ク
レ
イ
ス
テ
ネ
ス
の
国
制
改
革
と
連
闘
が
あ
る

(
そ
の
成
果
を
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
は
見
届
け
た
の
ち
に
)
と
読
み
取
り
、
遅
く
と
も
前
五

O
六
/
五
年
ま
で
に
は
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ

の
併
ム
己
が
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
、
と
の
判
断
を
下
し
て
い
硲
い
そ
し
て
「
木
像
の
移
管
が
ペ
イ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ

た
と
か
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
が
ペ
イ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
家
の
保
護
の
も
と
に
大
き
く
発
展
し
た
と
か
見
る
通
説
的
主
張
に
は
、
確
実
な
証
拠
が
な

(
幻
)

く
、
通
説
を
推
奨
す
べ
き
根
拠
は
皆
無
で
あ
る
」
と
百
官
。
町
白
は
強
い
言
葉
ま
で
記
し
て
い
る
。
恐
ら
く
前
三
世
紀
中
葉
に
刻
ま
れ
た
「
パ

(

お

)

、

、

一

一

-

一

m)

ロ
ス
島
の
大
理
石
碑
文
」
の
中
で
の
テ
ス
ピ
ス
へ
の
言
及
を
彼
か
と
う
解
釈
し
て
い
る
の
か
不
明
て
は
あ
る
が
、
こ
と
国
制
史
上
の

の
時
期
に
関
し
て
は
、
こ
の
制
説
す
な
わ
ち
盟
関

5
町
白
の
説
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
、
「
ス
ク
ー
ル
タ

平
野
」

の
放
牧
地
が
、

も
と
も
と
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
人
と
ア
テ
ナ
イ
人
と
の
共
用
の
も
の
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
人
の
ア
テ
ナ
イ
市
民
権
取
得
と
連
動
し
て
い
た
の
で

ア
テ
ナ
イ
人
の
み
の

- 48一

「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
併
合
」

単
独
利
用
と
な
っ
た
の
も
、
同
じ
時
期
(
前
六
世
紀
末
)
に
属
し
、

(
初
)

は
あ
る
ま
い
か
。

併
合
後
の
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
人
の
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
は
、
嘗
つ
て
は
、
彼
等
を
ス
パ
ル
タ
の
「
ベ
リ
オ
イ
コ
イ
身
分
の
人
々
」
と
同

(
幻
)

様
に
見
倣
す
見
解
が
国
内
各
B
g
e
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
盟
関

5
5
は
|
|
彼
等
に
は
「
ア
テ
ナ
イ
市
民
権
」
が
認

、

め
ら
れ
た
、
但
し
「
テ
民
ス
」
制
度
に
は
組
み
入
れ
ら
れ
ず
、
従
っ
て
部
族
制
の
枠
組
み
の
外
に
立
つ
ア
テ
ナ
イ
市
民
と
し
て
彼
等
は
扱
わ

(
お
)

れ
た

l
!と
説
く
。
同
内
回
宵
凹
件
。
舎
の
着
想
は
鋭
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ス
パ
ル
タ
の
ペ
リ
オ
イ
コ
イ
概
念
を
、
そ
の
概
念
使
用
が
な
か
っ

望
し
た
」

た
ア
テ
ナ
イ
の
国
制
史
に
持
ち
込
む
と
い
う
難
点
が
あ
り
、
や
は
り
百
官
。
町
同
説
の
方
が
無
理
を
生
じ
な
い
。
「
ア
テ
ナ
イ
市
民
権
を
熱

エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
人
の
希
望
は
、
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
キ
タ
イ
ロ
ン
山
が
ア
テ
ナ
イ
と



ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
地
方
と
の
境
界
と
な
り
、
フ
ラ
タ
イ
ア
人
の
そ
の
後
の
複
雑
な
ア
テ
ナ
イ
と
の
関
係
の
知
き
を
経
験
す
る
こ
と
な
く
、
ア
ッ

テ
ィ
カ
最
北
西
部
に
生
活
す
る
ア
テ
ナ
イ
市
民
の
地
位
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
(
但
し
、

ペ
ロ
ポ
、
不
ソ
ス
戦
争
末
期
に
一
時
的
に
ボ

イ
オ
テ
ィ
ア
の
支
配
下
に
入
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
)
前
四
世
紀
に
入
り
「
テ
l
パ
イ
の
興
起
」
に
よ
り
テ
l
パ
イ
と
ア
テ
ナ
イ
と
の
緊

張
が
高
ま
る
や
、
こ
の
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
に
、
現
在
も
そ
の
遺
構
を
と
ど
め
る
「
城
砦
」
が
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ポ

リ

ス

六
、
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
は
キ
タ
イ
ロ
ン
山
の
東
南
麓
に
、
「
中
心
市

(
H
中
心
集
落
)
」
を
設
け
、
マ
ジ
平
野
西
北
部
の
平
野
を
前

に
し
て
、
恐
ら
く
住
民
の
一
部
は
農
業
に
携
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
住
民
の
一
部
は
牧
畜
殊
に
「
牧
牛
」
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た

も
の
と
考
え
事
り
れ
得
る
。
後
者
の
可
能
性
を
想
定
さ
せ
る
碑
文
史
料
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
前
三
二
九
年
の
ア
テ
ナ
イ
民
会
決
議
碑
文

で
あ
る
。

中
心
市
ア
テ
ナ
イ
で
前
三
三

0
年
開
催
の
「
大
パ
ナ
テ
l
ナ
イ
ア
祭
」
に
先
立
っ
て
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
で
は
「
パ
ナ
テ
l
ナ
イ
ア
祭
の

た
め
の
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
と
観
客
席
」
建
造
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
。
フ
ラ
タ
イ
ア
の
人
工
ウ
デ
l
モ
ス
開
E
m
B
S
E白
E
o
g
は
こ
の

工
事
に
協
力
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
た
め
に
、
「
一
千
組
の
較
に
繋
が
れ
た
牛
~
門
戸

E
q
内
向
ビ
て
母
」
の
寄
付

8
E
2
2
を
お
こ
な
い
、
ま
た
、

- 49 -

約
束
し
た
財
政
上
の
援
助
を
実
行
し
、
工
事
達
成
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
多
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
前
三
二
九
年
リ
ユ
ク
ル
ゴ
ス

(
お
)

の
動
議
に
よ
り
、
。
フ
ラ
タ
イ
ア
の
人
エ
ウ
デ
l
モ
ス
は
顕
彰
を
受
け
、
彼
に
ア
テ
ナ
イ
市
民
権
が
賦
与
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
一
千
組
の
菰
に
繋
が
れ
た
牛
」
と
は
合
計
二
千
頭
の
、
荷
車
を
豪
く
牛
で
あ
り
、
「
駆
」
に
繋
が
れ
た
牛
で
あ
る
か
ら
、
決
し
て
、

祭
で
供
犠
さ
れ
る
牛
で
は
な
い
。
こ
の
碑
文
か
ら
、
プ
ラ
タ
イ
ア
に
は
驚
く
ほ
ど
大
規
模
な
牧
牛
経
営
を
お
こ
な
う
富
裕
者
が
存
在
し
た

事
実
が
判
明
す
る
。
恐
ら
く
キ
タ
イ
ロ
ン
山
の
山
腹
か
ら
山
麓
平
野
部
に
か
け
て
，
こ
の
当
時
、
か
な
り
大
規
模
な
地
域
が
「
牛
の
放
牧
」

に
活
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
キ
タ
イ
ロ
ン
山
東
南
麓
に
位
置
し
地
理
的
に
は
プ
ラ
タ
イ
ア
イ
と
大
き
な
相
違
が
な

北
大
文
学
部
紀
要



里吉田出回
E
(
デ
ィ
!
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
)
に
つ
い
て
(
中

か
っ
た
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
に
於
い
て
も
、
同
じ
く
、
牧
牛
の
風
習
が
大
規
模
に
展
開
し
て
い
た
、
と
想
定
し
て
も
差
支
え
な
い
で

生
活
す
る
富
裕
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

あ
ろ
う
。
(
但
し
、
プ
ラ
タ
イ
ア
の
人
エ
ウ
デ
l
モ
ス
は
、
恐
ら
く
専
業
の
「
牧
牛
者
集
団
」
を
従
属
さ
せ
、
そ
の
収
益
に
も
と
マ
つ
い
て

エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
に
は
「
牧
牛
者
集
団
」
の
存
在
は
想
定
出
来
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
統
轄

し
支
配
す
る
卓
越
し
た
富
裕
者
が
存
在
し
た
か
否
か
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
)

も
し
こ
の
想
定
が
妥
当
性
を
も
っ
と
す
る
な
ら
ば
、
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
の
「
ゼ
ウ
ス
・
ポ
リ
エ
ウ
ス

N
o
g
-よ
E
0
5
の
祭
壇
」
に
「
牧

牛
者
集
団
と
し
て
の
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
巴
吉
田
宮
豆
」
が
結
び
付
く
の
と
同
様
に
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
ロ
窓
口
可
目

的

O
加
盟

2
吾

0
5
5
の
神
殿
」
に
な
ん
ら
か
の
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
よ
り
構
成
さ
れ
る
牧
牛
者
集
団
」
が
結
び
付
い
て
い
た
の
で
は

同
じ
く
ま
た
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
に
於
け
る
牧
牛
者
達
の
存
在
を
想
定
さ
せ
る
、
別
の
碑
文
が
存
在
す
る
。

前
三
三
四
/
三
年
か
ら
前
コ
三
二

/

O
年
の
国
庫
(
こ
の
場
合
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
内
の
国
庫
)
財
政
の
収
支
を
記
録
し
た
碑
文
戸
。
・
ロ
N

- 50一

あ
る
ま
い
か
。

E
S
の
う
ち
、

no--
弓・

g-
∞切

1
5
r
の
個
所
は
、
こ
の
期
間
の
ポ
リ
ス
主
催
の
祭
儀
に
供
犠
に
捧
げ
ら
れ
た
牛
の
「
毛
皮
(
骨

S
白
こ
を

(
M
A
)
 

公
売
に
付
し
た
際
の
売
上
金

(
a
o
g免
除

o
p
-
-
骨

5
邑
冨
)
を
、
国
庫
収
入
と
し
て
記
録
し
て
お
り
、
碑
文
全
体
の
う
ち
特
に
こ
の

(
お
)

個
所
の
み
を
取
り
出
し
て
「
デ
ル
マ
テ
ィ
カ
碑
文
」
と
呼
ぶ
学
者
も
い
る
。
破
損
部
分
が
甚
だ
し
い
が
、
祭
儀
名
と
牛
皮
売
上
金
額
と
が

比
較
的
よ
く
残
っ
て
い
る
前
三
三
四
/
三
年
及
び
前
三
三
三
/
二
年
の
二
ヶ
年
に
つ
き
整
理
を
試
み
た
の
が
、
次
頁
に
掲
げ
た
表
で
あ
る
。

一
見
し
て
す
ぐ
気
付
く
の
は
「
ゼ
ウ
ス
・
ソ
1
テ
i
ル

N
o
g
ω
2
2
の
た
め
の
祭
」
す
な
わ
ち
「
デ
ィ

i
ソ
テ
リ
ア
祭
巴
8
8
E白
」
の

牛
皮
売
上
金
額
が
二
ヶ
年
共
に
傑
出
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
こ
の
祭
事
は
ス
キ
ロ
フ
ォ
リ
オ
l
ン
の
月
(
現
在
の
ほ
ぼ
六
月
)
の
最
後

そ
の
半
月
前
の
「
ゼ
ウ
ス
・
ポ
リ
エ
ウ
ス
の
た
め
の
祭
」
す
な
わ
ち
本
稿
第
一
節
で
見
た
「
デ
ィ

1
ポ
リ
エ
イ
ア
祭
」

の
日
に
行
わ
れ
、



1. G. 1I 2 1496. VS. 68ー125.

hとご 334/3 B. C 333/2 B. C 

祭事名 祭事名Dermatika Dermatika 

Pos ( 6月) • PeiraieusのDionysia • 311 dr. 

Gam. (7月) • LenaionのDionysia -残欠 • Zeus(?) Hermes. Daeira • 229 dr. 4 ob. 
• Agathe Tyche • 160 dr. • LenaionOコDionysia • 106 dr. 

• Agathe Tyche • 101 dr. 3ob. 

Ant (8月)

Elap. (9月) • Asklepeia • 291 dr • Asklepeia • 325 (又は)275 dr 
• AstyのDionysia • 808 dr. • AstyのDionysia • 306 dr. 

Mou. (10月) • Olympieia • 671 dr. • Olympieia • 500 dr. 
• Hermes Hegemonios -残欠 • Hermes Hegemonios -残欠

Thar. (11月) • Bendis • 457 dr • Bendis -残欠

Skir. (12月) • Zeus Soter • 1，050 dr. • Zeus Soter • 2，610 dr. 3ob. 

(又は1，005dr.) 

Hek (1月) • Eirene • 874 dr. ーEirene • 710 dr 
• Ammon • 44 dr. 4.5 ob. • Panathenaia -残欠

• Panathenaia (@@z 61dr30b 
+33 dr. 30b 

Met. ( 2月) • Eleusinia -残欠

Boe. (3月) • Demokratia • 414 dr. 3 ob. 

• Asklepieia • 1，000 dr. 

Pya (4月) • Theseia • 1，183 dr. 

Mai ( 5月)

(註) 碑文残欠部分は、この表には記入しなかった。但し、祭事名の読み取れる個所はその名称を記入。

担当役職名 (hieropoioi.boonai， strategos etc.)は省略。

キ~-Iくわく糾者Ìi!;\i!~

ほほf士寸
応、の現
代;の月

12月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

...... 
LD 



。回吉田曲目

E
(
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
)
に
つ
い
て
(
中
)

(
鉛
)

と
密
接
な
結
び
付
き
を
持
つ
祭
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
「
デ
ィ

l
ソ
テ
リ
ア
祭
」
の
項
で
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
は
、
そ
の
半
月
前
の

「
デ
ィ

l
ポ
リ
エ
イ
ア
祭
」
で
の
牛
皮
売
上
金
額
を
も
含
め
て
一
骨
い
か
纏
め
た
額
で
あ
る
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
一
物
ゼ
ウ
ス
を
肥
る
一
皆

季
の
こ
の
こ
つ
の
祭
事
は
、
共
に
「
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
が
担
当
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
ゼ
ウ
ス
の
た
め
に
大
量
の
牡

牛
が
供
犠
さ
れ
て
い
た
事
実
を
、
こ
の
碑
文
か
ら
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。

ア
ス
テ
ユ

然
し
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
中
心
市
〉
由
々
の
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
祭
盟
。
弓
田

E
g
g
g
z
-
(
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
大
祭
)
」

〔
及
び
「
ポ
シ

l
デ
オ
l
ン
の
月
(
現
在
の
ほ
ぼ
十
二
月
)
」
か
ら
「
エ
ラ
フ
ェ
ボ
リ
オ

l
ン
の
月
(
現
在
の
ほ
ぼ
三
月
)
」
に
か
け
て
、

す
な
わ
ち
冬
か
ら
初
春
に
か
け
て
集
中
す
る
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
関
係
の
祭
事
〕
に
関
す
る
牛
皮
売
上
金
額
の
問
題
で
あ
る
。

但
し
、
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そ
れ
を
考
察
す
る
に
先
立
ち
、
こ
の
「
デ
ル
マ
テ
ィ
カ
碑
文
」
が
極
め
て
難
解
な
史
料
で
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
確
認
し

て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
大
祭
」
の
牛
皮
売
上
金
額
は
前
三
三
四
/
三
年
度
で
は
八

O
八
ド
ラ
ク
マ
と
高
額
で
あ
る

が
翌
年
の
前
三
三
三
/
二
年
度
で
は
三

O
六
ド
ラ
ク
マ
と
急
激
に
低
下
し
て
い
る
。
な
ぜ
一
年
間
で
、
か
く
も
大
巾
な
変
動
が
起
っ
て
い

の
牛
皮
売
上
金
額
の
場
合
に
も
、
全
く
同
じ
疑
問
が
起
る
。
も
(
お
)

ち
ろ
ん
、
乙
れ
ら
を
額
面
通
り
に
受
け
取
り
、
供
犠
に
捧
げ
ら
れ
る
牛
の
頭
数
が
、
そ
の
時
々
に
絶
え
ず
変
動
し
て
い
た
と
解
釈
す
れ
ば
、

そ
れ
が
事
実
で
あ
っ
た
と
割
り
切
っ
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
様
の
視
点
に
立
つ
と
、
「
デ
ィ

l
ソ
テ
リ
ア
祭
」

こ
と
は
簡
単
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
、

本
稿
第
二
節
五
に
於
い
て
「
小
パ
ナ
テ
l
ナ
イ
ア
祭
」
に
関
す
る
碑
文
(
日
・
の
・
弔

ωω?ω1-u・
Z
0・
自

?
ω
o
g
z毛田
E
・
2
。・

8
・

伊
)
に
言
及
し
た
が
、

ア
テ
ナ
女
神
に
供
犠
さ
れ
る
べ
き
牝
牛
は
「
四
一
ム
ナ
H
四、

(
鈎
)

る
べ
き
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
ポ
リ
ス
主
催
の
祭
事
全
般
に
つ
い
て
も
、
個
々
の
供
犠
に
捧
げ
ら
れ
る
べ
き
牛
を
買
い
揃
え
る

(ω) 

予
算
上
の
規
定
が
、
そ
の
祭
事
毎
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
予
算
額
」
が
毎
年
大
巾
に
変
動
し
て
い
た

一
0
0
ド
ラ
ク
マ
」

の
国
庫
予
算
で
購
入
さ
れ



と
は
考
え
難
い
。
そ
の
面
か
ら
見
る
と
、
「
デ
ル
マ
テ
ィ
カ
碑
文
」
に
見
え
る
数
字
の
大
巾
な
変
動
は
奇
異
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

ま
た
「
デ
ル
マ
テ
ィ
カ
碑
文
」
で
の
「
パ
ナ
テ
l
ナ
イ
ア
祭
」
関
係
の
数
字
は
大
切
な
と
こ
ろ
で
残
欠
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
問
題
解
明

(
叫
)

の
確
か
な
手
掛
り
が
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

私
と
し
て
は
、
次
の
如
く
に
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
但
し
、
あ
く
ま
で
も
試
案
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
|
|
ポ
リ
ス
主
催

の
大
き
な
祭
事
に
は
、
供
犠
に
捧
げ
ら
れ
る
べ
き
牛
を
揃
え
る
た
め
「
牛
購
入
役

g
E包
」
も
し
く
は
そ
れ
に
相
当
す
る
役
を
担
当
す

そ
の
予
算
の
枠
内
で
牛
が
購
入
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
然
し
、
そ
の

祭
事
に
当
り
、
富
裕
市
民
が
、
自
己
の
敬
慶
さ
か
ら
、
ま
た
自
己
の
名
誉
愛
か
ら
、
自
費
で
然
る
べ
き
頭
数
の
供
犠
さ
れ
る
べ
き
牛
を
調

(
M
M
)
 

そ
れ
を
ポ
リ
ス
に
寄
贈
す
る
社
会
的
慣
行
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

る
者
達
に
、
然
る
べ
き
額
の
予
算
金
額
が
手
渡
さ
れ
、

そ
の
場
合
、
国
庫
か
ら
計
上
さ
れ
た
予
算
額
は
、

そ

達
し
、
の
寄
贈
分
だ
け
は
国
庫
に
還
元
さ
れ
る
。
然
し
、
富
裕
市
民
の
牛
の
寄
贈
は
、

そ
の
祭
事
ご
と
に
、
富
裕
市
民
の
自
発
性
に
依
存
す
る
も
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の
で
あ
り
、
寄
贈
分
の
牛
で
は
そ
の
祭
事
の
供
犠
の
儀
式
広
著
し
く
見
劣
り
が
す
る
場
合
に
は
、
も
と
も
と
の
予
算
額
の
枠
内
で
「
牛
購

入
役
」
達
が
然
る
べ
く
牛
を
購
入
し
補
充
す
る
。
祭
事
の
中
心
を
占
め
る
牛
の
供
犠
・
祭
事
出
席
者
達
へ
の
食
肉
の
配
分
が
な
さ
れ
た
の

ち
、
牛
皮
は
然
る
べ
く
皮
鞍
し
に
廻
さ
れ
、
祭
事
終
了
後
に
公
売
に
付
せ
ら
れ
る
。
そ
の
売
上
金
が
「
デ
ル
マ
テ
ィ
カ
含

B由
民

E
」
で

そ
の
牛
皮
公
売
の
際
に
、
国
庫
予
算
で
購
入
さ
れ
た
供
犠
の
牛
の
皮
の
売
上
金
は
国
庫
収
入
と
な
る
(
す
な
わ
ち
「
デ
ル

マ
テ
ィ
カ
碑
文
」
に
記
載
さ
れ
た
金
額
が
こ
れ
に
相
当
す
る
)
。
然
し
、
富
裕
市
民
達
の
寄
贈
分
の
供
犠
牛
の
毛
皮
の
方
は
、
別
扱
い
と
な
っ

(
必
)

て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
|
|
換
言
す
れ
ば
「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
大
祭
」
の
場
合
、
毎
年
供
犠
さ
れ
る
牛
の
頭
数
に
実
質
的
に
は

大
き
な
変
動
は
な
く
、
富
裕
市
民
の
個
人
的
な
牛
の
寄
贈
量
の
変
動
が
「
デ
ル
マ
テ
ィ
カ
碑
文
」
所
載
の
金
額
を
大
巾
に
変
動
さ
せ
て
い

あ
る
。
但
し
、

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
同
じ
こ
と
は
「
デ
ィ

l
ソ
テ
リ
ア
祭
」
そ
の
他
に
つ
い
て
も
想
定
さ
れ
得
る
。
)

北
大
文
学
部
紀
要



u
e
c
z
g
E
(
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
)
に
つ
い
て
(
中

以
上
の
留
保
付
き
で
前
三
三
四
/
三
年
度
の
「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
大
祭
」
の
「
八

O
八
ド
ラ
ク
マ
」
の
数
字
を
他
の
祭
事
の
デ
ル
マ
テ
ィ

カ
と
比
較
す
る
と
、
や
は
り
こ
の
「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
大
祭
」
に
は
大
量
の
牛
の
供
犠
が
お
こ
な
わ
れ
た
、
と
見
倣
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
牛
の
群
れ
は
ど
こ
か
ら
調
達
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

で
は
、中
心
市
ア
テ
ナ
イ
の
「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
大
祭
」
が
盛
大
な
行
事
と
な
っ
た
の
は
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
併
合
」
に
伴
っ
て
「
古
い
デ
ィ

(
H
H
)
 

オ
ニ
ユ
ソ
ス
の
木
像
」
が
ア
テ
ナ
イ
に
移
管
さ
れ
た
事
実
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
で
は
既
に
古
く

か
ら
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
神
に
牛
を
供
犠
す
る
慣
行
が
あ
り
、
そ
の
慣
行
が
「
木
像
」
移
管
と
共
に
「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
大
祭
」
の
行
事
に

持
ち
込
ま
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
或
い
は
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
に
於
い
て
も
、
「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
」
関
係
の
祭
事
の
供
犠
に
、
本
来

(
必
)

は
「
山
羊
」
の
供
犠
が
伝
統
的
な
も
の
で
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
祭
事
の
規
模
が
大
き
く
な
り
出
席
者
の
人
数
も
増
大
し
、
人
気
も
高
ま
る

に
つ
れ
て
「
牛
」
の
供
犠
が
加
わ
り
、
そ
の
「
牛
」
の
需
要
の
増
大
に
伴
っ
て
、
或
い
は
併
合
以
前
に
も
既
に
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
に
、

(
必
)

そ
の
牛
の
供
給
を
仰
い
で
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
(
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
関
係
の
祭
儀
の
た
め
の
み
で
な
く
、
前
六
世
紀
ア
ッ
テ
ィ
カ
の

54 -

農
業
ー
ー
ー
こ
れ
は
悟
主
ペ
イ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
勧
農
政
策
と
も
連
関
す
る
|
|
の
繁
栄
と
「
耕
牛
」
需
要
の
増
大
も
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ

地
方
」

の
牛
の
供
給
を
促
し
た
で
あ
ろ
う
。
)
先
行
す
る
諸
要
因
も
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
ら
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
併
合
」

が
「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
大
祭
」
の
繁
栄
の
劃
期
を
な
し
た
こ
と
は
否
む
べ
く
も
な
い
。
ア
テ
ナ
イ
の
場
合
ポ
リ
ス
主
催
の
大
祭
の
供
犠
獣

か
か
る
場
合
に
は
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
の
牧
牛
者
達
に
代
価
が
支
払
わ
れ

の
調
達
に
は
、
国
庫
よ
り
予
算
が
組
ま
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、

た
筈
で
あ
り
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
併
合
」
は
こ
の
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
」
の
財
政
的
安
定
に
も
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
更
に
ま
た
、
上
掲
「
デ
ル
マ
テ
ィ
カ
碑
文
」
に
関
す
る
図
表
か
ら
明
ら
か
な
通
り
、
ア
テ
ナ
イ
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
」

関
係
の
祭
事
は
冬
期
か
ら
初
春
に
集
中
し
て
お
り
、
「
ゼ
ウ
ス
」
及
び
「
ア
テ
ナ
」
関
係
の
祭
事
の
夏
期
集
中
と
顕
著
な
対
照
を
な
し
て



い
る
。
デ
ィ
オ
ニ
ェ
ソ
ス
関
係
の
祭
事
の
供
犠
に
捧
げ
ら
れ
る
「
牛
」
は
、

す
く
な
く
と
も
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
併
合
」
以
降
は
、
単
に

「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
大
祭
」
の
た
め
の
み
な
ら
ず
総
じ
て
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
よ
り
調
達
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
〕
七
、
こ
れ
ま
で
推
論
を
重
ね
て
来
た
と
こ
ろ
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
如
く
に
な
る
。

，
一
ー
モ
ス

川
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
」
は
遅
く
と
も
前
六
世
紀
末
迄
に
は
「
ア
テ
ナ
イ
市
民
権
」
を
取
得
し
て
い
た
。
但
し
区
制
度
に
は
組

み
込
ま
れ
ず
、
「
部
族
制
」
に
も
編
入
さ
れ
な
か
っ
た
特
殊
な
地
位
に
あ
る
「
ア
テ
ナ
イ
市
民
」
で
あ
っ
た
。

H
W
彼
等
の
信
仰
の
中
心
は
「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
」

で
あ
っ
た
。
そ
の
「
古
い
木
像
」
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
に
移
管
さ
れ

た
が
、
模
刻
像
が
彼
等
の
も
と
の
「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
の
神
殿
」
に
安
置
さ
れ
、
そ
の
信
仰
は
変
る
こ
と
な
く
存
続
し
た
。

り
す
く
な
く
と
も
彼
等
の
一
部
は
「
牧
牛
者
集
団
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
(
も
し
く
は
ア
テ
ナ
イ
と
の
併
合
後
、
「
牧
牛
者
集
団
」

の
性
格
を
彼
等
自
身
が
一
層
強
め
た
と
す
ら
、
考
え
ら
れ
る
。
)
こ
の
集
団
は
、
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
の
祭
儀
に
捧
げ
ら
れ
る
供
犠
の
牛
群

を
飼
育
し
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
と
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
と
の
両
者
に
ま
た
が
る
季
節
性
移
動
放
牧
の
方
式
を
と
っ
て
生
活
し
て
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い
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

同
「
古
い
木
像
」
の
ア
テ
ナ
イ
移
管
に
伴
い
、

ア
テ
ナ
イ
で
の
「
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
大
祭
」
の
際
に
は
中
心
市
で
の
牛
の
供
犠
の
た
め

に
、
恐
ら
く
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
「
牧
牛
者
集
団
」
に
よ
っ
て
牛
が
調
達
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
或
は
牛
の
供
犠
の
実
務
も
彼
等
が

担
当
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
)
，
調
達
さ
れ
た
牛
の
代
価
は
ポ
リ
ス
の
公
金
で
彼
等
に
支
払
わ
れ
た
の
で
、
こ
れ
は
彼
等
の
経
済
上
の
利

益
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
ア
ッ
テ
ィ
カ
各
地
の
農
H
市
民
に
も
、
彼
等
の
飼
育
す
る
牛
が
「
耕
牛
」
と
し

て
売
却
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

北
大
文
学
部
紀
要



里
吉
田
国
師
庄
(
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

同
彼
等
の
牛
が
定
期
的
に
放
牧
さ
れ
る
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
は
、

ア
テ
ナ
イ
人
の
ポ
リ
ス
に
と
っ
て
も
戦
略
的
に
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
と

の
対
抗
上
、
重
要
な
地
理
的
位
置
に
在
り
、
こ
の
平
野
南
西
部
の
丘
に
は
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
」
が
建
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
平

野
が
ア
テ
ナ
イ
軍
の
保
護
下
に
入
っ
た
こ
と
は
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
」
の
生
活
安
定
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
っ
た
。
他
方
「
エ

レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
プ
ロ
パ
ー
は
、
す
く
な
く
と
も
前
五
世
紀
の
聞
は
、

そ
の
東
方
の
ア
テ
ナ
イ
人
の
城
塞
ポ
リ
ス
と
も
云
う
べ
き
「
オ

イ
ノ
エ
!
区
」
の
保
護
の
も
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
四
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
に
も
「
城
砦
」
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
推
論
の
う
ち
、
最
も
重
要
で
あ
り
な
が
ら
最
も
論
拠
の
弱
い
個
所
は
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
」
が
「
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
の
デ
ィ

オ
ニ
ユ
シ
ア
大
祭
」
に
、
供
犠
さ
れ
る
べ
き
牛
群
を
率
い
て
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
赴
い
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
し
、
古
代
ギ
リ
シ

パ
-
フ
レ
ル

ア
に
於
い
て
、
こ
の
想
定
を
支
持
す
る
と
思
わ
れ
る
類
例
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ツ
キ
ユ
デ
ィ
デ
ス
の

『
歴
史
書
」
第
五
巻
五
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十
三
節
付
の
記
事
で
あ
る
。

「
同
じ
年
(
日
前
四
一
九
年
)
の
夏
、
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
人
と
ア
ル
ゴ
ス
人
と
の
聞
に
戦
争
が
起
こ
っ
た
。
表
向
き
の
理
由
は
、
ア
ポ
ロ

ン
・
ピ
ュ
タ
エ
ウ
ス
に
献
げ
る
骨
骨
勘
九
い
骨
わ
か
ひ
ハ
」

(
B
1
3
6
もさ
Rgq)
で
、
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
人
が
朴
仲
わ
小
ト
ひ

b
b
b
引
打
、

〉

、

、

、

、

、

、

、

(
U
)

い
る
供
犠
獣
を
志
向

-34ミ
Z
Rて
ぬ
苦
ミ
)
を
、
ボ
タ
ミ
ア
の
祭
事
に

(
e
N号
、
。
叫
R
X
e、
て
)
送
り
届
け
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
と
づ

く
。
ち
な
み
に
こ
の
神
殿
の
最
上
級
の
権
利
所
有
者

(
Eさ
c
g
g
h
)
は
ア
ル
ゴ
ス
人
で
あ
っ
た
。
然
し
、

た
と
え
こ
の
口
実
が
な
く

と
も
、

ア
ル
キ
ピ
ア
デ
ス
と
ア
ル
ゴ
ス
人
と
は
|
|
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
を
力
づ
く
で
で
も
同
盟
に
加
え
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、

も
し
そ
れ

に
成
功
す
れ
ば
、

コ
リ
ン
ト
ス
は
手
も
足
も
出
せ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、

ア
テ
ナ
イ
人
に
と
り
、

ア
イ
ギ
ナ
の
基
地
か
ら
ス
キ
ユ
ラ
イ
オ
ン

岬
を
周
航
す
る
よ
り
も
、
通
か
に
短
距
離
で
ア
ル
ゴ
ス
へ
の
援
軍
派
遣
が
可
能
と
な
ろ
う
ー
ー
と
の
判
断
を
下
し
て
い
た
。
そ
こ
で
ア



ル
ゴ
ス
人
は
、
単
独
で
、
供
犠
獣
徴
発
の
目
的
で
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
へ
侵
攻
す
ベ
く
手
害
を
整
え
た
。
」
(
、
ロ
H
E
r
・
〈
・
ロ
ロ

-
r
)

(
川
崎

)

(

ω

)

こ
の
史
料
理
解
の
た
め
極
め
て
有
益
な
論
考
と
し
て
完

ω・切回
R
O浮
の
論
文
が
あ
り
、
、
H
d
・
-
内
色
。
可
ゃ
、

(
叩
)

・刀

最
近
で
は
わ
・
富
。
円
程
ロ

E
R
O
R
の
見
解
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
る
。
彼
等
の
説
明
を
要
約
す
る
と
以
下
の
如
く
に
な
る
。
|
|
「
ア
ル
ゴ
ス
平
野
」
に

は
、
ア
ル
ゴ
ス
〉
同

mg
の
東
南
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
ア
ル
ゴ
ス
湾
に
臨
む
地
に
ア
シ
ネ
i
〉
印
段
。
と
呼
ば
れ
た
ポ
リ
ス
が

あ
っ
た
。
こ
の
ア
シ
ネ
l
は
前
八
世
紀
末
(
前
七
一

O
年
町
一
に
ア
ル
ゴ
ス
人
の
攻
撃
を
受
け
て
破
壊
さ
れ
、
そ
の
住
民
は
ス
パ
ル
タ
人

の
助
力
の
も
と
に
メ
ッ
セ
ニ
ア
地
方
に
移
住
し
、
そ
の
移
住
地
(
メ
ッ
セ
ニ
ア
湾
西
岸
)
に
、
み
づ
か
ら
の
出
身
地
に
因
ん
で
ア
シ
ネ
l

(
臼
)

と
の
名
を
付
け
た
。
「
ア
ル
ゴ
ス
平
野
」
の
ア
シ
ネ
l
は
姿
を
消
し
た
が
、
そ
の
地
に
存
在
し
た
由
緒
あ
る
「
ア
ポ
ロ
ン
・
ピ
ュ
タ
イ
エ

ウ
ス
の
神
殿
」
に
対
し
て
は
ア
ル
プ
ス
人
は
破
壊
を
慎
し
み
、
こ
の
神
殿
に
対
す
る
「
ア
ル
ゴ
リ
ス
地
方
」
の
人
々
の
信
仰
を
存
続
さ
せ
、

ア
ル
ゴ
ス
人
自
身
も
「
ア
ポ
ロ
ン
・
ピ
ュ
タ
イ
エ
ウ
ス
」
を
み
づ
か
ら
の
ポ
リ
ス
た
る
ア
ル
ゴ
ス
に
八
万
杷
し
て
そ
の
信
仰
を
尊
重
し
た
。

の
ち
に
は
ア
ル
ゴ
ス
人
は
、
ア
ル
ゴ
ス
に
分
肥
し
た
「
ア
ポ
ロ
ン
・
ピ
ュ
タ
イ
エ
ウ
ス
」
を
新
し
い
神
話
で
粉
飾
し
、
ア
シ
ネ
l
の
そ
れ

(
日
)

よ
り
も
古
く
由
緒
あ
る
も
の
と
す
る
伝
承
を
作
り
上
げ
た
。
と
こ
ろ
で
、
ア
シ
ネ
l
所
在
の
「
ア
ポ
ロ
ン
・
ピ
ュ
タ
イ
エ
ウ
ス
の
神
殿
」

(臼

a
)

は
、
考
古
学
の
発
掘
結
果
が
証
明
し
て
い
る
通
り
、
「
ア
ル
ゴ
ス
平
野
」
を
見
渡
す
丘
陵
上
に
位
置
し
て
い
た
。
そ
の
周
辺
一
帯
の
地
域

は
こ
の
神
殿
御
料
地
と
し
て
、
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
や
ト
ロ
イ
ゼ
ン
な
ど
「
ア
ル
ゴ
リ
ス
地
方
」
の
諸
ポ
リ
ス
に
属
す
る
人
々
の
共
同
放
牧
地

そ
の
「
最
上
級
の
権
利
を
持
つ
人
々
宣
言
匙
は
、
嘗
っ
て
こ
の
地
域
を
支
配
し
て
い
た
ア
シ
ネ
l
の
人
々
を

と
し
て
利
用
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
放
逐
し
た
ア
ル
ゴ
ス
人
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
共
同
放
牧
地
を
利
用
す
る
ア
ル
ゴ
ス
以
外
の
諸
ポ
リ
ス
の

(

日

)

、

い
わ
ば
放
牧
地
使
用
税
と
し
て
、
ア
ル
ゴ
ス
に
分
担
さ
れ
て
い
る
ア
ル
ゴ
ス
所
在
の
「
ア
ポ
ロ
ン
・
ピ
ュ
タ
イ
エ
ウ
ス
の
神
殿
」

人
々
は
、

に
因
む
祭
事
の
際
に
、

そ
れ
ぞ
れ
(
恐
ら
く
規
定
さ
れ
た
牛
の
頭
数
を
)
ア
ル
ゴ
ス
人
の
も
と
に
送

そ
の
神
に
供
犠
さ
れ
る
べ
き
牛
を
、

北
大
文
学
部
紀
要

巧

4
に
d



〔付図][) アルゴスーアシネー・工ピダウロス
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• Wace， A. 1. B. and Stubbings， F. H. 'A Companion to Homer.' (1962). P. 388 
Fig.25. Map of of Argolis and Corinthia， showing the situation of Mycenaeよりヲ|
用。
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り
繍
け
る
慣
行
を
遵
守
し
て
来
た
。
そ
の
慣
行
を
前
四

九
年
に
た
ま
た
ま
エ
ぜ
ダ
ウ
ロ
ス
人
が
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

ア
ル

ゴ
ス
人
は
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
攻
轄
に
着
手
し
た
。

-

i

議
か
に
こ
の
解
釈
は
翻
得
力
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
出
ア
シ
ネ
!
の
地
域
が
「
放
牧
地
」
と
な
っ

た
と
考
え
る
以
上
は
、
倒
的
え
ば
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
の
人
々
は
異
体
的
に
こ
の
「
放
牧
地
ん
と
ど
う
欝
わ
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
レ
ヴ
ェ
ル

の
問
題
ま
で
、
考
察
が
進
め
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

地
形
鑓
を
見
る
と
、

エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
は
ア
ル
ゴ
リ
ス
半
島
の
北
棚
(
サ
ロ
ン
湾
側
)
に
盛
り
、
そ
の
ポ
リ
ス
領
域
内
に
、
中
心
市
エ
ピ

ダ
ウ
ロ
ス
の
酉
部
か

か
け
て
「
ア
ラ
ク
ナ
イ
オ
ン
〉

g
n
v
g窓
口
山
塊
」
そ
の
地
の
山
々
愛
、
擁
し
て
い
る
。
鰭
ガ
ア
シ
ネ
ー

は
中
心
市
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
の
西
方
約
一
一
十
五
キ
ロ
メ

i
ト
ル
の
あ
た
り
で
、
ア
ル
プ
ス
糟
に
臨
む
平
野
部
に
位
援
す
る
。
ヱ
ど
ダ
ウ
ロ
ス

の
人
々
の
う
ち
、
そ
の
ポ
リ
ス
領
域
内
の
山
地
そ
主
た
る
活
住
地
と
す
る
人
々
が
、
夏
季
に
は
誘
住
地
麗
辺
の
山
地
に
家
禽
豪
放
牧
し
、

冬
季
に
自
分
遼
の
ポ
リ
ス
領
域
の
外
に
出
て
ア
ル
ゴ
限
ア
シ
、
不
i
の
平
織
で
家
畜
を
調
育
す
る
と
い
う
「
移
牧
」
の

{お〉

た
と
想
定
出
来
よ
う
。

- 59 

ま
た
そ
の

よ
っ
て
、
前
回
「
夏
」
(
す
な
わ
ち
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
の
家
蕗
放
牧
者
達
が

一
で
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
ヘ
ペ
く
」
ア
ル
ゴ
ス
入
は
手
筈
を
整
え
た
、
と

披
等
の

っ
て
い
る
時
議
に
〉
「
供
犠
獣
徴
発
の

の
上
掲
の
ツ
キ
ユ
デ
ィ
デ
ス
の
文
章
も
、

よ
り
良
く
環
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
「
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
」
と
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
」
(
な
い
し
「
ス
ク

i
ル

)
と
の
問
問
係
は
、

ル
ゴ

ス
人
」
と
「
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
入
」
(
な
い
し
「
指
ア
シ
ネ
!
の
放
牧
地
ヒ

の
榔
関
係
の
如
く
に
独
立
ポ
リ
ス
担
互
間
の
レ
ヴ
ぶ
ル
の
問
題
で

は
な
か
っ
た
。
然
し
、

そ
の
点
後
留
保
し
て
も
な
お
、
も
は
や
多
蓄
を
要
す
る
こ
と
な
し
に
、

ω門
「
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
」
と

ル
ゴ

川
開
「
ヱ
レ
ウ
テ

と
「
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
」

付
「
ス
ク
!
ル
タ
平
野
」
と
「
出
ア
シ
ネ
!
地
域
の
放
牧
地
い

判
「
デ
ィ
オ



里
吉
田

g
E
(
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
)
に
つ
い
て
(
中

ニ
ユ
ソ
ス
」
と
「
ア
ポ
ロ
ン
・
ピ
ュ
タ
イ
エ
ウ
ス
」
〔
共
に
そ
の
分
把
と
分
把
側
の
優
位
)
と
い
う
四
系
列
揃
つ
て
の
パ
ラ
レ
ル
は
充
分

に
成
立
す
る
。
従
っ
て
例
「
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
人
に
よ
る
ア
ル
ゴ
ス
所
在
の
ア
ポ
ロ
ン
・
ピ
ュ
タ
イ
エ
ウ
ス
神
殿
へ
の
供
犠
獣
の
毎
年
の
送

り
届
け
」
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
「
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
の
〈
デ
ィ
オ
ニ
ユ
シ
ア
大
祭
〉
に
毎
年
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
が
供
犠
獣
た

(
m
a
)
 

る
牛
群
を
送
り
届
け
て
い
た
こ
と
」
が
、
決
し
て
行
き
過
ぎ
の
推
論
と
な
る
こ
と
な
く
、
想
定
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

八
、
恐
ら
く

「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
と
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」

と
に
連
関
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
言
葉
と
し
て
、

同
・
の
・
ロ
N

見。
N
・
の
中
に
現
わ
れ
る
〈
匂
弓
g
g
v
な
る
地
域
呼
称
が
あ
る
。
こ
の
碑
文
の
第
二
六
三
行
か
ら
第
二
七
九
行
ま
で
、
前
三
二
九
/
八

年
エ
レ
ウ
シ
ス
の
二
柱
の
女
神
へ
の
「
御
初
穂

8
R
n
v
m
(苦
肉
n
F
g
」
奉
納
額
の
デ
l
タ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
載
順
序
は
、

ωア
ッ
テ
ィ
カ
・
プ
ロ
パ

l
の
十
部
族
が
、
各
部
族
単
位
で
納
付
し
た
額
(
話
-
N
S
l
N
戸・)、

ω前
三
二
九
/
八
年
当
時
「
ア
テ
ナ
イ

の
ポ
リ
ス
領
域
」
に
属
し
て
い
た
三
地
域
仰
ド
ゥ
リ
ユ
モ
ス

P
E
S
-
伺
ア
ン
フ
ィ
ア
ラ
オ
ス
〉

B
E
R
g
m
の
土
地
(
日
オ
ロ
ポ
ス

po吉
田
地
方
)
付
サ
ラ
ミ
ス

ω告
邑
∞
島
の
そ
れ
ぞ
れ
が
納
付
し
た
額

(
2・
N
2
1
N
a・)、

ωス
キ
ユ
ロ
ス
健
三

g
そ
の
他
海
外
の

諸
地
域
か
ら
の
納
付
額

(
g
-
N
a
l
N芯
・
)
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
う
ち

ω仰
己
弓
5
0叱
が
「
ア
テ
ナ
イ
の
ポ
リ
ス
領
域
」
内
の
ど

- 60ー

こ
に
位
置
し
て
い
た
の
か
。
こ
れ
が
い
ま
こ
こ
で
検
討
す
べ
き
問
題
な
の
で
あ
る
。

「
ポ
リ
ス
領
域
内
の
三
地
域
」
の
う
ち
、
「
オ
ロ
ポ
ス
」
と
「
サ
ラ
ミ
ス
」
の
位
置
は
歴
史
地
図
を
繕
け
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
先
づ

こ
の
碑
文
中
「
三
地
域
」
に
関
す
る
記
載
内
容
を
図
示
す
る
と
、
次
頁
の
表
の
如
く
に
な
る
。スト
ラ
テ
l
ゴ
ス

(
将
軍
役
の
ア
イ
ロ
ン
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。

。
弓
g
o白
か
ら
の
御
初
穂
奉
納
の
責
任
担
当
者
は
こ
の
碑
文
で
は
冨
ロ
S
2
5
g雪印

こ
の
ス
ト
ラ
テ
l
ゴ
ス
を
、
こ
の
当
時
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
」
の
ア
テ
ナ
イ
駐
屯
軍
の
指
揮
担
当
の
ス
ト
ラ
テ
l
ゴ
ス
と
解
釈
し
、
こ

の
城
砦
の
位
置
す
る
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
〔
も
し
く
は
そ
の
平
野
北
部
の
森
林
が
広
く
開
墾
さ
れ
て
穀
畠
と
さ
れ
た
地
域
(
そ
こ
か
ら



1. G. n 2 1672. VS. 271ー275.

碑文行数 地 域 名 奉納責任担当者 aparche (①大麦) aparche (②小麦)

271-271 Drymos StrategosのPhilon 1 med. 2 choin 2 med. 5 hemihek. 1 choin 

(l)Sounion区の区長 20med 5med. 9 hemihek. 
Amphiaraos 

Sounion区の人Prokles
272-274 の土地

(=Oropos) 
(2) Amphiaraosの土地 17 med 3 hemed. 

の人々の運んで来た額 ( = 1med. 6 hemihek) 

274-275 Salamis Alopeke区の人 40 med. 10 hemihek. 2 choi凡 記載なし

Timotheos 

(註 1.med. = medimnos. choin = choinix. 
hemed. = hemimedimnos， hemihek = hemihekteus. 

(1 Kotyle = 0.24-0.27 e. 4 Kotylai = 1 choinix， 8 choinikes = 1 hekteus，6 hekteis = 1 medimnos.) 

2 r御初穂奉納額」は、大麦は生産高の古ノj、麦l叶ザこ相当する。

キ=i!-lくi><~作者百足lHM

F吋

にD



里
吉
田
面
的
区
(
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

の
御
初
穂
奉
納
)
〕
を
、

(
幻
)

己
弓
目
。
叱
と
呼
ば
れ
た
と
こ
ろ
と
す
る
見
解
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
最
も
有
力
な
説
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、

己
司
自
。
叱
を
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
を
指
す
呼
称
と
見
て
、
こ
こ
が
当
時
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
駐
屯
軍
の
ス
ト
ラ
テ
l
ゴ
ス
」
の

(
関
)

管
轄
下
に
入
っ
て
い
た
、
と
考
え
る
説
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
で
は
小
数
意
見
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
現
在
の
ア
ッ
テ
ィ
カ
西
北
部
の

森
林
分
布
状
況
を
考
慮
に
入
れ
て
開
・
〈
包
含
召

g-
は
、
二
つ
の
候
補
を
上
げ
て
い
る
。
〔
A
〕

ロ
弓
B
S
が
「
オ
l
ク
樹
の
林
」

の
意

昧
な
ら
ば
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
の
一
部
に
相
当
す
る
地
域
」
(
こ
の
平
野
西
北
部
で
現
在
の
早
医
の
U
0
2
。

g
gぽ
色
村
周
辺
に
古
代
の

居
住
祉
が
認
め
ら
れ
て
い
る
事
実
を
彼
は
重
視
す
る
)
ま
た
は
〔

B
〕

P
3
2
が
単
に
「
森
林
」
の
意
味
な
ら
ば
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野

及
び
そ
の
西
の
マ
ジ
平
野
」
と
南
の
「
エ
レ
ウ
シ
ス
平
野
」
と
の
中
間
の
地
域
(
す
な
わ
ち
サ
ラ
ン
ダ
ポ
タ
モ
ス

ω向
包
含
宮

S
g
g
川

(
印
)

と
推
測
し
て
い
る
。
但
し
彼
は
慎
重
に
、
こ
の
二
つ
の
候
補
の
い
づ
れ
が
有
力
か
は
決
定
を
留
保

し
て
い
る
。
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流
域
の
河
谷
一
帯
の
地
域
)
を
指
す
、

以
上
の
諸
説
を
参
看
す
る
と
、
も
し
「
サ
ラ
ン
ダ
ポ
タ
モ
ス
川
」
を
も
っ
て
「
エ
レ
ウ
シ
ス
地
方
」
の
北
限
を
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
大
き
な
川
の
北
側
か
ら
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
及
び
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
を
包
含
す
る
地
域
の
う
ち
、
こ

の
地
域
内
で
た
だ
一
ケ
所
ア
テ
ナ
イ
人
の
部
族
制
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
「
オ
イ
ノ
エ

l
区
」
と
そ
の
区
の
領
域
で
あ
っ
た
「
マ
ジ
平

野
東
半
部
」
を
除
い
た
部
分
が
「
ド
ゥ
リ
ュ
モ
ス
ロ
弓
B
S
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
と
の
可
能
性
が
出
て
来
る
。
こ
の
広
大
な
地
域
の
中

(ω) 

に
農
耕
地
が
何
個
所
が
あ
り
「
小
麦
」
や
「
大
麦
」
が
生
産
さ
れ
て
お
り
(
例
え
ば
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
の
平
野
部
〔
H
マ
ジ
平
野
西
半

ゃ
、
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
西
北
部
の
森
林
地
帯
で
前
回
世
紀
後
半
に
入
っ
て
開
墾
さ
れ
穀
畠
と
さ
れ
た
地
域
な
ど
て
前
三
二
九
/
八

年
に
は
、
こ
の
己
弓

g
え
か
ら
も
エ
レ
ウ
シ
ス
の
二
柱
の
女
神
に
御
初
穂
が
奉
献
さ
れ
た
、
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。

l
l
然
し
な

が
ら
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
の
考
古
学
調
査
は
現
在
進
行
中
で
あ
り
、
早
急
な
推
測
は
差
し
控
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ス
ク
ー
ル
タ
平
野

部



西
北
部
に
本
来
、
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
領
で
あ
っ
た
(
オ
l
ク
樹
の
)
樹
海
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
前
回
世
紀
中
葉
に
は
ア
テ
ナ
イ
人
に
よ
り
開
(
日
)

墾
さ
れ
耕
地
化
さ
れ
て
行
き
、
そ
の
開
墾
地
一
帯
が
、
も
と
も
と
(
オ
l
ク
樹
の
)
樹
海
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
ん
で
己
円
当

g失
と
呼
ば
れ
、

(
位
)

ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
と
の
対
抗
の
意
味
も
あ
っ
て
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
」
の
ア
テ
ナ
イ
駐
屯
軍
の
保
護
の
も
と
に
あ
っ
た
、
と
の
見
解
に
従
っ

て
置
き
た
い
と
思
う
。
但
し

d
Hヨ
g師
"
を
も
っ
て
、
「
オ
イ
ノ
エ

l
区
及
び
そ
の
区
の
領
域
を
除
く
ア
ッ
テ
ィ
カ
西
北
部
の
呼
称
」
と
解

そ
こ
に
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
(
そ
の
西
北
方
面
の
開
墾
地
域
を
合
わ
せ
て
)
と
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
の
両
者
を
含
め
る
見

釈
し
、

方
に
、
私
は
未
練
を
捨
て
切
れ
な
い
。
本
節
〔
A
〕
七
倒
で
見
た
通
り
、

冬
期
の
飼
料
と
し
て
「
オ
l
ク
樹
の
果
実
と
葉
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
同
じ
こ
と
が
古
代
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
つ
い
て
も
通
用

ロ
ー
マ
人
カ
ト
!
の

『
農
業
書
』

で
は
、
「
牛
」
(
及
び
羊

し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

己
弓
g
o失
す
な
わ
ち
「
オ
l
ク
樹
」
を
地
域
名
称
と
す
る
程
に
こ
の
樹
木
に
恵
ま
れ
て
い
た
地
域
は

(
臼
)

「
牧
牛
」
に
好
都
合
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

や
は
り

冬
期
に
お
い
て
さ
え

丸
、
以
上
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
と
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
と
に
ま
た
が
る
「
牧
牛
者
集
団
」
の
存
在
に
つ
い
て
間
接
的
な
状
況

証
拠
に
も
と
e

つ
い
て
推
論
を
重
ね
て
来
た
。
そ
の
蓋
然
性
は
か
な
り
高
い
も
の
と
私
は
考
え
て
い
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
性
格
は
「
デ
ィ

i

ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
が
独
立
の
ポ
リ
ス
で
あ
っ
た
時
代
の
主
神
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
の
祭
儀
に

供
犠
さ
れ
る
べ
き
「
牛
」
の
飼
育
を
担
当
す
る
集
団
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
な
ぜ
い
ち
早
く
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
で
デ
ィ
オ
ニ
ユ

(
似
)

ソ
ス
へ
の
供
犠
獣
が
「
牛
」
と
な
っ
た
の
か
、
そ
の
歴
史
的
事
情
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
)
但
し
こ
れ
は
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の

人
々
」
す
べ
て
が
「
牧
牛
者
集
団
」
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
分
(
但
し
重
要
な
一
部

分
)
で
あ
っ
た
と
、
控
え
目
に
考
え
て
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
回
世
紀
中
葉
以
降
に
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
の
西
北
地
域
の
開
墾
事
業

に
従
事
し
た
農
民
達
の
多
く
が
、
も
し
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
」
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
・
プ
ロ
パ

i
の

北
大
文
学
部
紀
要

の
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パナクトンとオイノエー

• Ober， J. Fortress Atticα(1985). P. 105. Map 4. Mazi Regionよりヲ|用。

〔付図lV)

史官
O
E
2包
(
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
)
に
つ
い
て
(
中
)
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5. KITHAIRON REGION km 官
A
岬
l

(1寸図V) エレウテライ

• Ober， J. Fort問ssAtticα. (1985). P. 106. Map 5. Kithairon 
Region.より引用。
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o
e自
国

mFaa

ィ
ー
ポ
ソ
ア
ス
タ
イ
~
に
つ
い
て
(
中

農
業
人
口
も
し
く
は
溝
萩
的
な
農
業
人
口
の
存
在
も
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
然
し
な
が
ら
、
「
御
初
穂
奉
献
」
の
デ

i

典、タ
常、に
な、も
低、と
さ、づ
iこし1
驚て
か
ざ
る
を
鐸
忽

6円
可
同
同

M
O聞
w

を

ロ
ポ
ス
地
方
」
及
び
「
サ
ラ
ミ
ス
島
」
に
対
比
さ
せ
て
見
る

己門司
g
o師
"
の
穀
物
生
産
額
の

は
オ
ロ
ポ
ス
の
閤
分
の
一
、
関
し
て
は
サ
ラ
ミ
ス
の
四

O
分
の
以
下
で

あ
る
。
た
と
え
己
弓
g
o吹
を
ど
の
地
域
に
比
定
す
る
に
せ
よ
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
b

の
聞
で
の
牧
藩
〈
大
型
家
議
の
牛
以
外
に
小

型
家
畜
の
羊
や
山
羊
や
嫁
を
考
え
れ
ば
)
の
優
位
は
、
や
は
り
否
む
べ
く
も
な
い
。
以
上
が
現
在
に
お
け
る
私
の
暫
定
的
な
結
論
で
あ
る
。

ヂ
ー
モ
ス

わ
れ
わ
れ
は
マ
ム
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
」
を
、
「
一
区
制
制
度
及
び
部
抜
制
の
外
に
立
つ
ア
テ
ナ
イ
市
民
権
所
有
者
逮
」
と
し
て
位
賓
付

関
し

け
て
来
た
。
こ
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
結
党
前
一
ニ
世
組
後
半
の

碑
文
〈
戸
の
-
H
M
M
.

民
芸
)

明
、
は
あ
る
が
、

そ
の
碑
文
の
中
に

ナ

ク
ト
ン

E
m詳
Z
D
に
於
い
て
ア
パ
ト
ゥ

l
リ
ア
K

石
田
吉
良
山
田
祭
の
供
犠
の
際
に
(
」
訴
事
笛
iω
。
)
」
と
記
さ
れ
て
い
る
縞
所
は
、
再
吟
味

さ
れ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
一
明

エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
」
は
ア
テ
ナ
イ
市
民
権
の
持
ち
主
で
は
な
か
っ
た
と
の
見
解
を

- 66 

と
る
山
内
曲
目
隠
己
主
仲
は
、
こ
れ
は
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
の
ア
テ
ナ
イ
市
民
駐
屯
軍
が
ア
パ
ト
ゥ
!
リ

(
叫
W
}

エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
住
民
と
は
無
附
関
係
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
説
く
。
確
か
に
こ
の
碑
文
の
内
容
は
「
エ
レ
ウ
シ
ス

ス
ト
ラ
テ
!
ゴ
ス

屯
議
及
び
外
国
人
傭
兵
縁
の
指
揮
者
」
で
あ
っ
た
或
る
ア
テ
ナ
イ
市
民
の
功
畿
を
額
彰
し
た
も
の
で
あ
り
、
に
供
犠
そ
持
っ
た
も
の
で
あ
り

域
砦
全
市
民
駐

阿
部
可
申
窓
会
の
解
釈
は
そ
れ

な
り
の
説
得
力
は
あ
る
。
熱
し

ト、ト
リ、ゥ

リ
ア
祭
し制仰

は

。、，J 

ユ
ア
ノ
プ
シ
オ
l
ン
M
M

可
言
。
官
昨
C
H
M

の
ロ
バ
(
現
在
の
ほ
ぼ
一
(
)
月
に
指
当
こ
に
各
フ
ラ

で
あ
一
句
パ
ナ
ク
ト
ン
の
域
懇
に
駐
屯
す
る
軍
諒
の
成
田
買
は
、
自
己
の
所
属
す
る
フ
ラ
ト
リ

ア
に
一
戻
っ
て
祭
事
に
加
わ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
パ
ナ
ク
ト
ン
の
域
繕
で
一
括
し
て
特
討
な
ア
パ
ト
ゥ

l
リ
ア
祭
を
催
し

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
祭
し
な
が
ら
、
こ
の
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
潟
辺
で
「
ス
ク
!
ル
タ
平
野
」
及
び
「
エ
レ
ウ
テ

ア
ッ
テ
ィ
カ
各
地
で

ナ
ク
ト
ン
の
域
砦
の
市
民
駐
屯
率
」
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
各
地
の
出
身
者
達
の
滋
成
軍
で
あ
る
。

一
日
開
に
一
回
一
り
催
さ
れ

て
い
た
、



ラ
イ
地
方
」
を
主
た
る
生
活
の
場
と
す
る
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
」
が
、
彼
等
自
身
の
「
ア
パ
ト
ゥ

l
リ
ア
祭
」
を
営
む
慣
行
が
あ
り
、

そ
の
祭
事
に
ご
の
城
砦
の
駐
屯
軍
の
兵
士
達
も
参
加
す
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
「
ア
テ
ナ
イ
市
民
権
資
格
者
」
で
あ
る
「
エ

レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
」
に
と
っ
て
も
、
彼
等
自
身
が
「
ア
テ
ナ
イ
市
民
権
」
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
相
互
に
確
認
し
合
う
祭
事
が
、
や

は
り
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
季
節
的
に
見
て
も
、
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
を
夏
季
の
放
牧
地
と
し
て
家
畜
の
群
れ

を
そ
こ
で
飼
育
し
て
い
た
集
団
が
、
冬
季
の
家
畜
飼
育
地
た
る
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
」
に
引
き
揚
げ
る
時
期
で
あ
り
、
他
方
、
「
エ
レ
ウ
テ

で
の
夏
季
家
畜
放
牧
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
集
団
が
、
前
者
の
集
団
を
迎
え
る
べ

ラ
イ
」
に
夏
季
も
居
住
を
続
け
て
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」

く
、
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
」
周
辺
に
出
掛
け
て
来
た
。
そ
し
て
そ
の
双
方
の
集
団
の
合
流
に
よ
っ
て
「
ア
パ
ト
ゥ

l
リ
ア
祭
」
が
催
さ

や
は
り
、
こ
れ
は
今
後
の
再
検
討
に
付
託
す
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

れ
た
、

と
考
え
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
然
し
、

た
と
え
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
」
が
「
ア
パ
ト
ゥ
!
リ
ア
祭
」
を
ア
テ
ナ
イ
市
民
フ
ロ
パ
!
と
同
様
に
「
ピ
ュ
ア
ノ
プ
シ
オ
l
ン
の
月
」

に
催
し
た
と
し
て
も
、
彼
等
は
ア
テ
ナ
イ
市
民
プ
ロ
パ
!
と
は
異
る
「
擬
似
フ
ラ
ト
リ
ア
」
を
構
成
し
て
い
た
に
と
ど
ま
り
、
ア
テ
ナ
イ

日ア

l
モス

市
民
プ
ロ
パ

l
の
ポ
リ
ス
市
民
と
し
て
の
公
的
資
格
の
法
的
根
拠
と
な
る
「
区
」
登
録
を
欠
如
し
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
部
族
制
の
坪
外

の
存
在
で
あ
っ
た
事
実
は
、
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
た
と
え
彼
等
の
一
部
に
「
牧
牛
者
集
団
」
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、

名
実
共
に
ア
テ
ナ
イ
市
民
で
あ
っ
た
「
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
と
は
大
き
く
異
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
」
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
と
は
遠
く
隔
た
っ
た
辺
境
地
帯
で
日
常
生
活
を
営
み
、
祭
事
や
商
用

な
ど
の
特
殊
事
情
が
な
い
限
り
は
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
と
接
触
す
る
必
要
も
殆
ん
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
中
心
市
に
赴
い
た
と
し
て
も
「
民

会
」
や
「
法
廷
」
に
出
席
す
る
資
格
は
彼
等
に
は
欠
如
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
も
し
中
心
市
も
し
く
は
そ
の
周
辺
に
赴
い
て
生
活
し
、
そ

こ
で
生
計
を
立
て
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
生
き
方
が
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
彼
等
が
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
や
「
ス

北
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ueo回
国
田
芭
(
デ
ィ
l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

マ
ゲ
イ
ロ
ス

ク
ー
ル
タ
平
野
」
で
牛
や
羊
や
山
羊
な
ど
の
家
畜
の
飼
育
に
熟
達
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
「
動
物
供
犠
」
の
実
務
習
熟
を
通
し
て
「
料
理
人
」

と
し
て
の
技
能
に
精
通
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
次
に
引
く
ロ

l
マ
帝
政
期
下
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
レ
イ
ア
の
学
者
ハ
ル
ポ
ク
ラ
テ
ィ
オ
|
ン

の
著
作
し
た
辞
書
の
一
項
目
は
、
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
も
し
く
は
そ
の
周
辺
に
出
没
し
て
生
計
を
立
て
る
彼
等
の
姿
を
描
き
出
し
た
も
の
と

な
る
か
も
知
れ
な
い
。

国
同
門
司

O
宵
色
。
p
m・
4
・
、
e
h
h
。L戸。
H
E
U
向q
F
h

-onva
」
(
単
数
『
ボ

1
モ
ロ
コ
ス

g
s
a
o
n
v
o
m
」
|
|
引
用
者
付
記
)

な
仕
草
を
し
て
分
け
前
を
求
め
る

(σOEO-onzozgS包
)
|
|
|
「
も
と
も
と
は

(
R
S
5
4
、
『ボ
l
モ
ロ
コ
イ

σOBOE

は
、
供
犠
任
官
宮
の
際
に
祭
壇

g
B
S
の
も
と
に
坐
り
滑
稽

hh
町、司丸
R
O
L
F
Q
h
n
向九
R
q
u
円、。。
qhHh
叫。。、て叫向叶)

ひ
と
び
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
供
犠
に
招
待
さ
れ

る

『
笛
吹
き

E
F
E
』
や
『
占
い
師
自
自
宮
町
」
も
『
ボ
l
モ
ロ
コ
イ
」
と
呼
ば
れ
た
。
盟
百
円
。
宵
巳

2
の
作
品
『
借
主
、
『
〕
言
昆
旨
』
で
、

さ
て
、
と
こ
ろ
で
、
祭
壇

g
g
g
近
く
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
待
ち
伏
せ
を
し
て
い
る
と

(
E
O
F
E
S
T
-。
n
E
O
)
『ボ
l
モ
ロ
コ
イ
』

(
直
訳
す
る
と
「
祭
壇
待
伏
人
島
!
引
用
者
付
記
)
と
呼
ば
れ
兼
ね
な
い
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。
ゼ
ウ
ス

、n
w
d
d

の
神
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
煙
の
吹
き
抜
け
孔
を
作
り
給
う
た
も
の
だ
。
」

-68 -

こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
紀
元
前
五
世
紀
に
ア
テ
ナ
イ
で
活
躍
し
た
喜
劇
作
家
フ
ェ
レ
ク
ラ
テ
l
ス
の
断
片
は
前
後
の
文
脈
不
明
の
た

め
意
味
が
良
く
解
ら
な
い
。
然
し
ハ
ル
ポ
ク
ラ
テ
ィ
オ
l
ン
の
説
明
と
併
読
す
る
と
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
や
や
明
瞭
と
な
る
。
|
|
「
ボ
i

モ
ロ
コ
イ
」
は
動
物
供
犠
や
調
理
に
関
す
る
特
殊
技
術
の
持
ち
主
で
、
複
数
形
が
常
用
で
あ
っ
た
点
か
ら
見
て
、
二
・
三
人
で
一
組
み
を

作
り
、
公
私
の
動
物
供
犠
の
行
わ
れ
る
神
々
の
祭
壇
近
く
に
待
ち
伏
せ
し
て
、
神
々
に
捧
げ
る
べ
き
動
物
を
連
れ
て
祭
壇
-
に
や
っ
て
来
る

人
々
の
た
め
に
、

そ
の
場
所
で
(
も
し
く
は
既
に
予
約
を
取
っ
て
置
い
て
)
、
動
物
供
犠
の
実
務
及
び
食
肉
の
調
理
・
配
分
の
仕
事
を
請

負
い
、

そ
れ
を
実
行
し
て
報
酬
を
受
け
、

E
つ
儀
式
終
了
後
は
そ
の
後
片
付
け
|
|
時
に
、
残
り
物
の
完
全
焼
却
ー
ー
を
お
こ
な
っ
て



と
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
際
、
彼
等
が
道
化
師
に
類
す
る
滑
稽
な
仕
草
を
し
て
、
供
犠
に
加
わ
っ
た
人
々
を
歓
ば

せ
る
(
或
は
、
本
来
的
に
は
杷
ら
れ
る
神
々
を
歓
ば
せ
る
)
風
習
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
時
に
は
彼
等
は
「
笛
吹
き
」
や
供
犠
獣

い
た
人
々
、

の
内
臓
を
見
て
吉
凶
を
卜
す
る
「
占
い
師
」
を
も
引
き
連
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

「ボ
l
モ
ロ
コ
ス
」
は
ま
た
、
そ
の
特
殊
技
能
に
よ
り
、
富
裕
な
ア
テ
ナ
イ
市
民
達
が
個
人
的
に
催
す
「
饗
宴

ag吉田
-S」
の
た
め

(

初

)

マ

ゲ

イ

ロ

ス

の
料
理
の
準
備
の
仕
事
も
請
負
っ
た
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
彼
等
は
日
常
生
活
上
は
中
心
市
も
し
く
は
そ
の
周
辺
で
「
料
理
人
」
と
し
て
生

(η) 

計
を
立
て
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

他
方
、
「
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
も
ま
た
、
本
稿
第
一
節
で
見
た
通
り
、
動
物
供
犠
、
食
肉
の
調
理
と
そ
の
配
分
に
関
す
る
特
殊
技

術
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
ポ
リ
ス
主
催
の
ゼ
ウ
ス
神
や
ア
テ
ナ
女
神
関
係
の
祭
事
の
み
な
ら
ず
、
彼
等
も
ま
た
、
ア
テ
ナ
イ
市
民
の
私
的

マ
ゲ
イ
ロ
ス

供
犠
や
私
的
饗
宴
の
際
に
雇
わ
れ
て
「
料
理
人
」
と
し
て
そ
の
特
殊
技
能
を
発
揮
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
彼
等
が
果
し
て
「
ボ
l
モ

ロ
コ
ス
(
祭
壇
待
伏
人
)
」
の
如
き
卑
屈
な
、
阿
訣
追
従
者
的
な
振
舞
い
を
も
っ
て
生
計
を
立
て
る
道
を
選
択
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
「
デ
ィ
l
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ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
は
由
緒
あ
る
誇
り
高
き
ア
テ
ナ
イ
市
民
で
あ
り
、
ポ
リ
ス
の
守
護
神
ゼ
ウ
ス
・
ポ
リ
エ
ウ
ス
及
び
ア
テ
ナ
・
ポ
リ
ア
ス

に
仕
え
る
「
聖
職
者
集
団
」
と
も
い
わ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
、
云
わ
ば
流
れ
者
と
し
て
異
郷
の
都
市
で
根
無
し
草
的
な
生

活
を
営
む
者
達
と
は
、
本
質
的
に
異
な
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
「
ボ
l
モ
ロ
コ
ス
」
を
「
デ
ィ

i
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
に
結
び
付
け
る
の
は
、

や
は
り
、
無
理
で
あ
ろ
う
。

、

、

マ

ゲ

イ

ロ

ス

換
言
す
れ
ば
、
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
及
び
そ
の
周
辺
で
「
料
理
人
」
と
し
て
生
活
し
て
い
た
人
々
に
は
、
極
く
大
ま
か
に
云
っ
て
二
つ
の

系
譜
が
あ
り
、
一
つ
は
流
れ
者
と
も
見
倣
さ
れ
る
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
」
系
の
人
々
、
も
う
一
つ
は
「
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
」
(
も
く
し

は
そ
れ
に
準
ず
る
社
会
的
地
位
の
高
い
料
理
人
)
の
系
譜
を
引
く
人
々
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
長
期
に
亘
る
時
間
の
経
過
の
う
ち
に
、

北
大
文
学
部
紀
要



盟
主
宮
豆

:
ボ
リ
ア
ス
グ
イ
〉
に
つ
い
て

両
者
は
議
靖
し
て
狩
っ
た

テ
ナ
イ
及
び
そ
の
贈
辺
に
や
っ
て
来
た
人
々
は

マ
デ
イ
ロ
ス

i
モ
ロ
コ
ス
」
や
「
料
理
人
」
と

黙
し
「
エ
レ
ウ
テ

し
て
の
み
生
活
を
立
て
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
被
等
の
中
に
は
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
盟
喜
多

2
a
s」
と
し
て
汁
ア
テ
ナ
イ
市
民
軍
」

の

一

戦

士

と

し

の

た

め

致

命

を

捧

げ

、

、
合
唱
リ
v

d

も
い
戸
新
札
恐
ら
く
ヱ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
々
の
う
あ
マ
エ
リ
i
ト
勝

ロ
ー
ン
認
可

gM酬
と
そ

ュ
i
キ
オ
ス
問
、
一
三
a
o鵠

の
影
制
約
家
と
し
て
、

心
市
ア
テ
ナ
イ

テ
ナ
イ
入
〉
祭
器
弘
幸
い
と
し
て
総
持
議
畿
を
麗
欝
し
、
ギ
リ
シ
ア
世
界
第
一
毅
の
芸
術
家
と
し
て
名

- 70一

声ギ
を 1)
額返 シ
せア
た各
の地
でに
あ赴
つい
た五

門

nn
〕
に
つ
い
て

(
1

こ
5
2
5
w
p
向
島
必
雲
呑

2
員
警
護
由
主
主
時
是
々
設
内
宮
前
校
割
問

。
義
時

9
・
3
g∞・}
(
C
V肉
静
岡
同
協
同

b
m
w
M
Y
山

wm-
〈

N
V
仲
町
柑
印

W白
鳥
仲
帥
削
除
曲
戸
削

y

mw口戸

(
2
)
本
績
の
初
縞
執
綿
都
中
、
馬
場
蕊
一
一
氏
よ
り
、
間
氏
の
御
翻
訳
な
大
切
れ

た
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
箸
・
馬
場
窓
二
訳
吋
ぞ
リ
シ
ア
策
内
記
川
上
二

九
九
一
・
一
二
月
)
・
下
二
九
九
二
・
ご
同
月
)
「
刷
磁
波
文
館
」
そ
お

贈
り
賜
っ
た
。
優
れ
た
訳
文
と
設
に
感
動
し
、
以
下
の
本
橋
引
用
パ
ウ

ア
テ
ナ
イ
筆
戦
死
者
の
名
を
制
的
む
碑
文
に
そ
の
名
を
残
し
た
者

て
い
た
人
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
龍
五
世
紀
の
有
名
な
彰
制
刻
家
ミ
ユ

で
あ
り
、
ま
た
共
に
、
単
に
中

エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
人
塑
喜
多

2
塾
滋
」

幾
多
の
名
作
を
残
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
オ
ワ
ユ
ン
ピ
ア
そ
の
舘

二
九
九
罷
・
八
・
ニ
九
)

サ
ニ
ア
ス
の
訳
出
に
穣
緩
約
に
参
照
さ
せ
て
晴
樹
い
た
。
問
問
氏
の
訳
文
は

緩
め
て
通
機
で
あ
る
。
例
え
ば
本
綴
(
上
)
第
一
一
額
二
〔
C
〕
糾

阿
波
間
綿
密
苦
阿
・
医
宍
串
・
の
一
節
で
「
神
宮
の
う
ち
一
人
が
『
ブ
i
フ
す

ノ
ス
い
と
際
ば
れ
て
い
る
。
」
に
せ
よ
馬
場
訳
で
は
「
す
る
と
、
人
び

と
は
神
官
闘
の
総
か
ひ
と
り
の
こ
と
を
吋
ブ
1

フ
ォ
ノ
ス
い
と
呼
ん
で
嫌

し
た
で

ι
み
な
っ
て
お
り
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
文
掌
の
生
気
躍
動
し

た
ム
血
液
捌
怖
を
正
し
く
伝
え
て
い
る
の
に
は
感
嘆
し
た
。

同
制
同
出

g
o
p
b噌
・
円
札
門
下
時
印
刷



(司)ibid. loc. cit. 'There was good pasturage for cattle in the 

plain (Paus. 1. 32. 7.).， cf. p. 96. 'Furthermore， Attica， aside 

仕omMarathon， did not have well-watered pastures for cattle.' 

まP'tロ去三td話芸二い斗j司、'¥"ム?くヨ困44者自td寺43ミ制令下Ji♀F
よ~ j酌~笠， Langdon， M. 1. 'Hymettiana I' in Hesperia， Vol. 

54. (1985). p. 260-263. Horoi on H迎337.4. horos dianomou 
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戸当 8~ト{p.;! O rκ、一五ミ号、l非IitiiJtd í'ニトJ~*軽量制(忠岡)。
(山)Jameson， ot. cit. loc. cit. 

(∞) Vanderpool， E.， 'A Monument ωthe Battle 01 Maratho叫.'in 
Hesperia Vol. XXXV. (1966) p. 104. Fig. 3. Map of the plain of 

Marathon. (Drawn by Hero Athanasiades.) cf. Vanderpool， E. 

'The Deme 01 Marathon and the Herakleion. in A. J. A. 70 
(1966.) p. 319-323. 

(ド) Hignett， C. A Histoη01 the Athenian Constitutio珂 tothe End 

01 the Fijth Century B. C. (1952.). p. 35-36.， Starr， Ch. G. The 
Birth 01 Athenian Democracy. (1990.) p. 7. 
(∞) Tetrapolis 8 Pythais td í'ニい~， Deubner， 1. Attische 

Feste. (1932. repr. 1962). p. 2Q4. 

(由) Thuk. V. 18ー20.

( ~) Thuk. V. 3. 

(口)Thuk. V. 39. 
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布(jヰヰト iトトャ G細1 1!f括的祭器q 手J キ自立、爆さ2 よ~ .j 羽~' Ober， J. 

Fort開ssAttica. (1985) p. 153. ) 

(ロ) Vanderpool， E. 'Roads and Forts in Northwestern Attica.' 

California Studies 泊 Classical Antiquity. 11. (1978.). p. 

227-245. esp. p. 231-236. ; p. 235. Fig. 3. ; PI. 5. 1-2. 

(;ヨ) Ober， J.， Fort問 5SAttica. (1985.) 4. a. The KavasaIa Fort 

(Panakton). p. 152-154. ; p. 105. Map. 4. Mazi Region. 

(出)'Plaine. de Skourta.' in B. C. H. 114 (1990.) p. 766ー767.cf. 

Munn， M. H. and Munn M. L. Z. 'The Countη'side 01 Panakton 

on the Attica-Boeotian Frontier.' (Stanford Skourta Plain Pro-

ject). in A. J. A. 90 (1986.) p. 195.， 'The Stanlord Sko岬1a

Plain Project.' in A. J. A. 93. (1989.) p. 27ι275. 

(ヨ)Jameson， ot. cit. p. 97. cf. p. 94.， p. 116. n. 10.思)...)題G程
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(白川 Vanderpool，ot. cit. p. 232. 'The Skourta plain is a bleak 

upland district about five hundred meters above sea level. It 

has no outlet to the sea but is drained by sink holes. Large 
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Dipoliastai (↑ト"-1寺子トK号、γ)!.2 (i二い(11-) 

P紅tsof it are marshy加 winter，though the situation is now 

much improved by drainage works. Other parts were wooded 

and many oak trees grew there in the seventeenth century.'い

よポ.Q.;nrK号、ーと司、EトIlIiiJ8 e;;若手口会下J -\包乞 8~gs ，与i嘉:蜜
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.('¥0 4同Gよ2"J号， ibid. p. 244. n. 13. ru:;匝81・P車lW8事長忠{鴎
G. Wheler 8 1><制~' 'I'l8-¥¥o-¥¥o' トj.jU1説繕Jい岨v.j..lJ..lJ

和時。

George Wheler， A JournゅintoGreece. London 1682. p. 334. 

reports the on January 26， 1676，“After Dinner we passed over 

a Plain， for two hours and a half， and by the way， 1 observed 

many Ponds up and down in it， with plenty of Wild Ducks， and 

Teal in them ; one or two of which we shot. Here are also 

many of those Oaks 1 before desαibed at Troy， with great 

Acoms they gather Vallania仕om."

(口) Ober， ot. cit. p. 15ι155. 4 b) The Myoupolis Fo此 (Oinoe).

p. 155‘the fortified deme of Oinoe'鈴子"，111曜隠!.2士出回。 Vander-

pool， ot. cit. p. 231-232. ; p. 235. Fig. 3. ; PL. 6. 1-2. cf. 

Tra副， J. S. Demos and Trittys (1986.) p. 137. 

( ~) Thuk 11. 18--19.母将‘Oinoe'為、inebefestige Siedlung'心

的Fよ2ilU苦吟)' Eleutherai 8ト1トトT どG主主-40寂..lJ制区下ヨ2

t{ò~~生..lJ..)ト)' Wiesner， J. s. v. Oinoe 4a. in R. E. Suppl. 

VIII. (1956.) sp. 369-372. esp. sp. 370. 

( ~ ) Ober J. 'Pottery and Micellaneous Artifac，お斤'omFortified 

Sites in Northern and Western Attica.' in Hesperia. Vol. 56. 

(1987). 11. Gyphtokastro. A. Fortress hill.， B. Sett1ement east 

of fortress hill / Eleutherai. p. 213ー220.却特 p.225.やOber

'21 'There is， surprisingly， no securely dated Archaic material 

仕omany of the sites.' ..lJ報鐸Jい二時。(再奇心vEleu血erai8 

型車-4OUl!!主Fいll¥l'ペt{o..lJ' トj8 望 ~8 d:封~蝋後「モr'~lE-

Eleutherai U縦士!:lJ，."t{ò~-@:~ミ銀側t{ò 8~ミ「トトトγ ど G 主主

-4oj霊Jjii;~8 1jI!f: 10 *l í'どよ2)号ドJ ，♀心小4ミベJ~手上l~三 m~ .Q~ト@~ミ'

イト活~8 ll\l'-\同小宮 lt~;:;8剣E耳鳴j礎:(i 8 t告や時的。)

(~ω) Tra出， J. S. The Political Organisation 01 Attica. (1975) ; 
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あ
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る
」
と
申
し
出
れ
ば
牛
皮
は
公
売
に
付
せ
ら
れ
て

「
デ
ル
マ
テ
ィ
カ
」
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
解
決
不
可
能
。

(
H
H
)

回開

g
E
w
e
-
h
p
司・

5
品
・
寸

Z
n吾
a
u
-
8
3
0加
え
巴

2
昆

HOE

耳目白
S
R
O
R凶巨

n
E
宮同
O
K
戸
民
同
町
田
回
当
時
一
吾
吾
四
回
国
門
町
民

u
g
s
s
s
ぜ同町民

HFa

g-円
E
g岡町
.
0
同
S
H
叩
問
。
品
宮
町
間
可
曲
目
国
同

O
R
E
S
S
巴

E
S
E
S
F岡曲目

白白血

(aE5・同
-
N
・印・

8
・
∞
)
・
但
し

F
四
曲
目
。
聞
の
名
を
こ
の
時
点
に
持
ち

出
す
の
が
適
切
か
否
か
は
別
問
題
で
あ
ろ
う
。

(
必
)
切
戸
島
0
2・
4

『
・
¥
号
車
守
お
さ
由
主

E
3守
主
同
民
営
ミ
-
E

の
お
冊
目
?
問
。
自
国
ロ
同
串
岡
田
回
一
可
同
国
ロ
昨
日
出
向
印
g
a
g
-
〈
c-・
叶
・
(
呂
町
田
)
司
・
∞
叶
l
H
N
H
・

町田司・官・由叶
l
H
O
N
-

(
必
)
次
に
記
す
件
は
私
に
は
あ
ま
り
に
難
し
過
ぎ
る
問
題
な
の
で
、
文
章

に
し
た
た
め
る
の
を
慎
し
む
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
こ
の
機
会

に
諸
賢
の
御
叱
正
を
求
め
た
い
と
も
思
う
の
で
参
考
意
見
と
し
て
そ
の

要
旨
を
記
し
て
置
く
こ
と
に
し
た
。

中
心
市
ア
テ
ナ
イ
・
プ
ロ
パ
l
で
、
も
と
も
と
デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
の

祭
儀
と
し
て
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
古
い
木
像
移
管
」
以
前
か
ら
、
人
々

の
生
活
に
密
着
し
た
由
緒
深
く
重
要
な
「
ア
ン
テ
ス
テ
1
リ
ア

旨
丘
お
巴
呂
田
祭
」
が
あ
り
、
古
代
を
通
じ
て
、
そ
の
重
要
さ
を
保
ち
続

け
た
。
ア
ン
テ
ス
テ

1
リ
オ

1
ン
の
月
(
花
自
同
宮
田
の
聞
く
月
、
殊
に

デ
ィ
オ
ニ
ユ
ソ
ス
に
因
む
葡
萄
の
花
の
開
く
季
節
の
月
で
、
現
在
の
ほ

- 76一



ぼ
三
月
に
相
当
)
の
第
十
一
・
十
二
・
十
三
日
の
三
日
間
に
亘
る
祭
事

で
あ
っ
た
。
こ
の
「
ア
ン
テ
ス
テ
l
リ
ア
祭
」
に
関
し
て
ギ
リ
シ
ア
宗

教
史
学
者
逮
の
、
委
細
を
極
め
た
彪
大
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
こ
と
は

周
知
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
祭
事
が
終
る
と
、
ひ
と
び
と
は
「
立
ち
去
れ
同

R
g
ょ
、
も
は

や
ア
ン
テ
ス
テ
l
リ
ア
祭
で
は
な
い
」
と
唱
え
た
と
い
わ
れ
る
。

同
時

g
は
「
民
間
カ
ル
の
人
々
、
カ
ル
の
民
」
の
意
味
で
あ
る
。
然
し

こ
の
言
葉
を
問
符

g
と
読
み
、
「
同
内
問
『
死
の
女
神
に
属
す
る
人
々
・
死

霊
」
と
解
し
、
ア
ン
テ
ス
テ
1
リ
ア
祭
に
死
者
の
霊
が
来
訪
し
、
祭
の

終
り
と
共
に
立
ち
去
る
と
の
信
仰
が
古
代
ア
テ
ナ
イ
人
に
存
在
し
た
と

説
く
考
え
方
が
有
力
で
あ
る
。

「
同
時
の
人
々
、
カ
ル
の
民
」
の
説
明
の
一
つ
に
紀
元
後
二
世
紀
の

人
ゼ
ノ
ピ
オ
ス
の
文
章
が
あ
る
。
回
以
nw貸
手
。

B
E品開
p
e
-
R
F
司・叶・

↓F同
〉
回
吾
o
a
o
E函・、
H
，O
H
件。凹・
(
N
S
N
m同
HOVE曲
(
宮
。
。
ι開
H

〉
F
D
E
P
E昏

n
O
回
同
・
)
|
|
「
伝
承
に
依
れ
ば
、
カ
ル
の
人
々
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
一
部

を
居
住
地
と
し
て
い
た
、
と
い
う
。
ア
テ
ナ
イ
の
人
々
が
ア
ン
テ
ス
テ
l

リ
ア
の
祭
儀
を
挙
行
す
る
と
き
に
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
人
々
と
誓
約
を
交

わ
し
、
中
心
市
と
家
々
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。
祭
儀
が
終
っ
た
の
ち
で
、

も
し
彼
等
の
誰
か
が
ア
テ
ナ
イ
に
居
残
っ
て
い
る
と
、
彼
等
す
な
わ
ち

カ
ル
の
人
々
に
出
会
っ
た
ひ
と
び
と
は
、
か
ら
か
い
言
葉
と
し
て
『
立

ち
去
れ
、
カ
ル
の
人
々
よ
、
も
は
や
ア
ン
テ
ス
テ
l
リ
ア
祭
で
は
な
い
』

と
言
っ
た
。
」

北
大
文
学
部
紀
要

こ
の
ゼ
ノ
ピ
オ
ス
の
解
説
に
従
っ
て
み
る
と
き
、
「
カ
ル
の
人
々
」

は
「
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
一
部
、
守
口
叶
寸
一
切
q
ば
べ
吐
詩
吟
」
に
居
住
し
て
い

た
(
沢
民
叫
臥
q
H
。
て
)
こ
と
に
な
る
が
、
「
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
一
部
」
と
は

一
体
ど
乙
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
彼
等
の
居
住
地
の
中
に

「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

た
い
。
と
い
う
の
は
、
ア
ッ
テ
ィ
カ
西
部
に
隣
接
す
る
「
メ
ガ
ラ

宮町阿国

g
」
に
は
、
メ
ガ
ラ
人
の
伝
承
上
重
要
な
伝
説
的
な
古
王
カ
ル

同
時
が
嘗
っ
て
存
在
し

(
E
z
g
E
g
-
戸
包
-
h
p
)

、
歴
史
時
代
に
入
っ

て
も
、
こ
の
古
王
の
名
に
因
ん
で
メ
ガ
ラ
の
「
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
」
の
一

つ
が
「
カ
リ
ア
同
時
宮
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
事
実

(EE曲目
gL-AFC-

∞
・
)
と
、
「
カ
ル
の
人
々
肉
質

2
」
と
が
無
関
係
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
ず
、

ま
た
、
「
メ
ガ
ラ
」
と
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
」
と
は
山
脈
で
区
切
ら

れ
て
は
い
る
が
牧
畜
分
野
で
の
「
夏
季
の
山
地
放
牧
」
を
考
慮
に
入
れ

る
と
一
つ
の
結
び
付
き
を
示
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
「
メ
ガ
ラ
」
が
ド
l
リ
ア
人
の
支
配
下
に
入
っ
て
「
エ
レ
ウ
テ

ラ
イ
地
方
」
と
「
メ
ガ
ラ
」
と
の
繋
り
が
終
意
し
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ

地
方
」
の
住
民
が
「
カ
ル
(
王
)
の
民
日
カ
ル
の
人
々
」
と
呼
ば
れ
た

こ
と
は
(
も
し
く
は
自
称
し
て
い
た
こ
と
は
)
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
か
。

も
し
こ
の
仮
定
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
地
方
の
人
々
」

が
、
ア
テ
ナ
イ
の
「
ア
ン
テ
ス
テ
l
リ
ア
祭
」
に
特
殊
な
形
で
、
古
い

時
代
か
ら
関
与
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
近
年
で
は
、
回
E
H
-

S
『F
4
『
-
w

旬
。
善
。
~
〈
R
S
8・(円円回出回目白
H
a
s
-
M
2
2
回宮間
)
(
H
8
8・ヨ・
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(
日
)
「
移
牧
」
は
、
通
常
の
場
合
、
生
活
の
基
地
は
平
地
に
所
在
し
て
、
冬

季
は
平
地
で
家
畜
を
飼
育
し
、
夏
季
に
は
山
地
に
移
動
し
て
放
牧
す
る
。

然
し
ポ
リ
ス
社
会
の
時
代
に
は
「
ポ
リ
ス
領
域
」
が
設
定
さ
れ
小
国
分

立
の
状
況
が
生
じ
、
牧
畜
に
携
わ
る
人
々
の
ポ
リ
ス
所
属
が
問
題
と
な
っ

て
来
る
。
彼
等
が
、
も
し
山
地
側
の
ポ
リ
ス
領
域
に
属
す
る
人
々
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
止
地
九
い
骨
骨
か
基
帆
町
小
設
定
ぃ
、
そ
こ
で
畳
一
宇
の
放
牧

を
お
こ
な
い
、
冬
季
に
は
隣
接
す
る
異
っ
た
ポ
リ
ス
領
域
内
の
平
地
に

家
畜
小
屋
を
設
け
て
飼
育
を
お
こ
な
う
現
象
(
す
な
わ
ち
通
常
の
「
移

牧
」
と
は
逆
の
形
の
移
牧
)
が
起
こ
り
得
る
。
本
文
に
記
し
た
ケ
l
ス

は
そ
の
一
例
と
言
え
よ
う
。

(日

a
)
そ
の
供
犠
の
実
務
を
も
担
当
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
然
し
、
こ

の
点
は
史
料
的
な
裏
付
け
が
な
い
。

(
幻
)
。
u
o
F
』
・
句
。
注
高
白
白
』
符
号
品
目
(
同
也
∞
印
)
目
y
]
{
]
戸タ目
y
N
N
日・・同町田件。
P
明・・

凹・
4
・』
U

』白雪
HS.・
宮
間
-
E

開
-
M
}門・

(H申印(})的問
y
N
N由
H-u
』同門向田
hp
〉
J
h
a

司令
h
a
s
h悼
s
s
h
w
h
S
R
q
H
t尽
の
喜
ミ
ミ
m・(回申
N印)・司・印
ω
-
-
-
-
H巾
g
p

件
。
口
伝
ロ
ミ
目
。
∞

8
R
g
H
M
Dロ
ι
竺
即
日
認
は
件
。
司
E
5
0
円四
m
m
w
D
R
E
W
回口同一回

同D
E
O
品目
5
2叩
向
〉
S
B
世
叶

F
m
F
2
3門
司
芝
ぽ
・
国
-
g
《依田

E
広
町
田
=

HHHdg
品
。
曲
目
。
ロ
宮
唱
5
P
E
立
包
口
町
田
口
口
市
白
石
叩
同
国
丘
町

q
g
i円。ロ
Nw
∞C
C

F
m
n
g同
町
田
¥
な
お
、
「
ス
ク
ー
ル
タ
平
野
」
プ
ロ
パ
!
と
い
う
よ
り
も
そ

の
西
北
部
、
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
地
方
の
ア
ソ
ポ
ス

E
8
2
川
に
近
接
す

る
「
ス
コ
ロ
ス
∞
ぎ
宮
地
方
」
の
現
在
の

U
R
E
E
村
に
比
定
す
る

富
nZM忠
良
の
説
が
あ
る
。
|
|
冨
E

E
雪
-krL・〈・
b
g
s
g・
(
舎
で
g

北
大
文
学
部
紀
要

』Hoq一切何回
nFgzc-N・
回
n
v
g向。印可位向》司一

g
n
F
d司Fc-
富
田
』
昆
師
同
町
m
t
g

gua-F目
z-uF)
同
)
・
昨
ロ
河
-
E

開・

N。
Fロ
門
叩
同
図
面
-FV白ロ円四・合唱()印)・回開
Y

H叶品目
lHUF品∞・

(日刊)相内曲目
M
E
E
F
e・
2
F
司・

ω印
N
-
-
-
d
R
Z同
HHMO
弘
司
円
ま
と

q

開
-
o
z
p
m
E
E
与
四
四

R
E
S
-
品
叩
同
盟
国
可
苦
宮
町
田
三
回
忌
-O師
、
も
宅
、
弘
司
¥

こ
こ
で
付
記
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
学
者
達
は
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
」
の

位
置
比
定
自
体
は
問
題
な
い
の
で
あ
る
が
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
城
砦

。
ョ
z
o
w
g可
。
」
を
も
っ
て
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
」
と
比
定
す
る
考

え
方
を
、
根
強
く
抱
い
て
い
る
。
|
|
冨

a
R
何
・
凹
・
戸
巴
霊
号
室
・

5
U
R
E巾宮
0
司曲己可・回目・(忌品目叶)・田司
-MARAWlMAR吋
・
一
宮
町
可
叩
♂
同
w
・
印
・
戸

、
白
書
Hh叩骨
ws--ロ
0
0円
同
町
宮
町
句
白
巳
可
・
同
〈
・
(
同
也
叶
N
)
・曲目】
-
A
T
S
-
(
こ
れ
に

対
す
る
批
判
と
し
て
、
〈
包
含
門
司
。
o
F

開・

7
同
q
a
号
室
弘
、
由
主
同
窓

足
。
暴
言
号
、
お
h
h
R
S・
(
H
S∞)・司
-NUω18AF)
わ
れ
わ
れ
に
馴
染
み
、
深

い
垣
間
師
同
S
S
E
-由
。
g
g
R
〉己
g
N局
者
m
p
m
g
n
E
n
F
8・
2
8由)・官-

5
・
H
-
P
O
H
M
-宮内田町円
K
C
Zロ
2
・
に
し
て
も
、
地
域
名
は
巴
叩
Z
E
E
-

城
砦
司
g
Eロ
同
名
は
】
V

曲目白
E
Dロ
と
な
っ
て
い
る
。

(
印
)
〈
信
号
G
o
o
-
-
e
-
R
F司
-NωNlNωω
・

(ω)
云
う
ま
で
も
な
く
「
御
初
穂
奉
納
」
の
事
実
に
よ
る
。

(日

)n:.，ωム
・
曲
・
〈
・
令

g
r
-尋
h
p
酔
客
室
-
。
も
q
・

5・

。凹官

-c忠
実
S
?
b
h民
h
e柏
田
口
品
。
苦
言
語
」
ロ
ミ
・

8
8
g
o己凶
J
S
E
w
s
-

(臼

)
U
O
B。白神
F
g
g
u門口内・

ωN∞
-
n『・〉江田
g
宮
町
田
司
由
HN(問。回。)・

(
臼
)
本
稿
の

d
q
g
D叱
に
関
す
る
試
案
は
、
あ
く
ま
で
も
試
案
の
城
を
出
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oeo医師
g
』
(
デ
ィ

l
ポ
リ
ア
ス
タ
イ
}
に
つ
い
て
(
中

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
臼
)
特
定
の
供
犠
獣
の
種
類
と
特
定
の
神
性
と
の
結
び
付
き
は
、
動
物
供

犠
を
お
こ
な
う
特
定
の
社
会
集
団
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
歴

史
的
背
景
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
白
)
こ
の
碑
文
理
解
の
た
め
の
重
要
な
論
文
と
し
て
、
国
内
g
F
H
出
-whh

E
S
S
E円
受
言
、
。
富
岡

E
S
S・
-
町
岡
田
冊
目
唱
。
母
・

5
・
H
C

(
H
宏同)・唱・
ω
お
lω

印0
・唱・
ω
怠
-
p
u・
の
中
で
彼
は
、

-
H
H
Z
血管岡山田
n
g丹

岳
民
何
万
三
宮
門
白
同
町
民
国
O

唱
。
江
口
品
宮
n-
豆
a
B
5ロ
m
p
m
旨
包
n
m
R平

加
。
ロ
凹
¥
と
述
べ
、
然
る
が
ゆ
え
に
、
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
城
砦
」
を
も
っ

て
「
パ
ナ
ク
ト
ン
」
と
見
倣
す
考
え
方
を
支
持
し
て
い
る
。
確
か
に
、

文
献
・
碑
文
史
料
で
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
城
砦
」
を
何
と
呼
ん
で
い
た

の
か
を
明
示
す
る
言
葉
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
未
だ
見
出
さ
れ
て
い

な
い
。
然
し
、
だ
か
ら
と
云
っ
て
、
前
四
世
紀
前
半
に
初
め
て
建
造
さ

れ
た
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
城
砦
」
を
、
前
五
世
紀
の
ツ
キ
ユ
デ
ィ
デ
ス

の
『
歴
史
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
」
(
関
雪
白
色
白

丘
上
の
も
の
)
と
、
同
一
視
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
考
え
ら

れ
得
る
の
は
、
前
四
世
紀
前
半
に
建
造
さ
れ
た
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
の
城

ス
ト
ラ
テ
1
.コ
ス

砦
」
が
関
雪
国
胴
長
所
在
の
「
パ
ナ
ク
ト
ン
の
城
砦
駐
屯
軍
の
指
揮
者

2
5
g開
。
曲
」
の
管
轄
の
も
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

(
侃

)
E
g
s
e
w
e
-
与
と
s-ロ・品・

(
切
)
ロ

2
g
R
品事

-aH・唱・
8
ド
a
N
巴
-u-vRwo・

e-町民同・司・∞∞
ls-「
ピ
ユ

ア
ノ
プ
シ
オ
l
ン
の
月
」
の
聞
の
行
事
で
、
全
ア
ッ
テ
ィ
カ
同
一
の
日

に
於
い
て
で
は
な
く
、
各
フ
ラ
ト
リ
ア
の
慣
行
に
も
と
づ
い
て
こ
の
月

の
聞
の
三
日
聞
が
祭
事
に
宛
て
ら
れ
て
い
た
事
実
に
注
意
。
時
期
的
に

は
夏
季
の
山
地
放
牧
が
終
る
頃
に
当
た
る
。

(
凶
叩
)
「
・
∞
・
白
・
曲
・
〈
-

K
凶

E
』H
O
U
F
弘
-HDq-

。又

(
L
P
D
H九
E
)
司同
10
唱・。
s
h
s
a
H

桂
昌
弘
町
三
忌
霊
ご
を
白

E
F
宮
守
魚
崎
宅
島
民
』
旬
。
遣
問
ミ
町
営
苦
S
Z
H可竜一ミ

』百世間、向。ぉ・

(
ω
)
U
E
角
田
口
門
戸
巧
・
匂
ミ
宮
町
、
急
百
濯
な

E
H
H
n
g
S
N
V
2
2
s
oミ
芯
芯
M
h町
民
'

町内国的・(]戸∞印
ω
-
H即日
M

同・同由自由・)・戸田
Y
J
可申・
HH
・同
y
H
由ω
l
H
A凶
A
F

・

(

問

)

切

巾

E
E白ロ
s
p
p
-
h
R師、
b
宮

RHR
苦
nmhhH芸
的
・
(
冨
∞
N
)
・
は
極
め
て
優

れ
た
研
究
書
で
あ
る
。
然
し
、
唱

-
g
l
s・
に
於
け
る

Z
E
D
-
c
n
F
S
に

関
す
る
記
述
、
ま
た
彼
の

E
g
o
-
b
n
F
S
の
取
り
上
げ
方
に
は
、
私
は
納

得
出
来
な
い
。
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
「
ボ
l
モ
ロ
コ
イ
」
は
、
む
し
ろ
、
デ

ル
フ
ォ
イ
の
「
ア
ポ
ル
ロ
ン
に
仕
え
る
者
達

(
H
デ
ル
フ
ォ
イ
の
神
宮

及
び
住
民
達
)
」
の
行
為
と
対
比
し
て
、
考
察
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

デ
ル
フ
ォ
イ
の
神
域
に
於
け
る
羊
の
供
犠
の
作
法
は
回
同
官
立
の
説
明

に
従
え
ば
、
以
下
の
知
く
で
あ
っ
た
。
|
|
ア
ポ
ル
ロ
ン
に
羊
を
捧
げ

る
べ
く
神
域
に
入
っ
て
来
る
人
が
い
る
と
、
デ
ル
フ
ォ
イ
の
住
民
達
は

各
自
短
剣
を
手
に
し
て
祭
壇
を
取
り
囲
む
。
供
犠
の
実
務
担
当
者
が
羊

を
屠
殺
し
、
皮
を
剥
ぎ
、
尾
を
切
除
す
る
と
、
取
り
囲
ん
で
い
る
人
々

が
食
肉
の
部
分
を
各
自
勝
手
に
切
り
取
っ
て
、
そ
れ
を
携
え
て
立
ち
去
る
。

羊
を
捧
げ
た
者
(
す
な
わ
ち
本
来
の
供
犠
者
)
自
身
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
屡
々
、
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自
分
が
食
べ
る
べ
き
肉
も
な
い
宥
り
緩
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
慣
行

が
『
ア
ポ
ル
ロ
ン
へ
の
讃
歌
(
出
M
F
〉
-
V
印
加
中

ju∞
・
ぷ
の
定
め
る
と
こ

ろ
と
さ
れ
、
の
ち
の
ち
変
更
さ
れ
る
こ
と
々
く
継
続
さ
れ
た
。
同
W
H
M吋
a

宮崎
F

4
河川州議。

sss伊丹
吋

8
少
夜
間
V

父
母
円
切
旨
悶
・
{
お
∞
M
Y
ヲ

ロ
ヤ
M
H
m
w
-
i
|
す
な
お
ち
デ
ル
ブ
ォ
イ
で
は
、
品
押
宮
a

住
民
哨
織
に
よ
る

供
幾
獣
の
食
肉
略
恥
が
「
ア
ボ
ル
ロ
ン
」
の
定
め
た
と
こ
ろ
と
し
て
、

・

8
明
の
こ
と
と
さ
れ
ず
、
お
り
、
遠
来
の
供
犠
者
側
あ
、
市
同
間
関
の
こ
と
と

し
て
、
そ
れ
そ
甘
受
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
異
な
り
、
ア
ッ
テ
ィ

カ
の
「
ボ
ー
モ
ロ
コ
イ
」
は
、
必
ず
し
4

台
数
機
の
お
こ
な
わ
れ
る
「
祭
滋
」

及
び
神
域
の
周
辺
に
居
住
す
る
人
々
明
、
は
な
く
、
供
犠
の
爽
務
執
行
の

た
め
の
「
雇
わ
れ
者
」
な
い
し
は
「
流
し
の
供
描
織
の
爽
務
綴
魚
一
人
」
の

如
き
海
在
で
あ
る
。
そ
の
融
機
業
は
神
重
視
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、

彼
等
の
社
会
的
地
位
低
下
の
領
内
約
は
否
む
べ
く
も
な
い
。

(η)
も
ち
ろ
ん
、
中
心
市
ア
テ
ナ
イ
と
そ
の
潟
辺
に
居
住
し
て
「
的
相
川
」

を
生
曲
線
た
し
て
い
た
ひ
と
び
と
な
、
す
べ
て
「
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
出
身
品
物
」

と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
他
方
、
〉
忌
塁
包
S
M
q
・
m
m
∞
作
「
諸
君

の
う
ち
誰
し
も
が
、
(
品
約
三
校
紀
の
喜
劇
作
家
)
ボ
々
イ
デ
ィ
ッ
ポ
ス

雲
師
め
さ
3
8
た
だ
一
人
そ
烈
と
し
て
、
〈
ぞ
れ
以
前
の
)
喜
劇
作
口
閣
の

北
大
文
学
部
紀
褒

ど
こ
に
も
、
奴
隷
の
料
潔
入
内
M
c
a
g
g
お
#
町
議
を
兇
出
す
殺
は
お
ら
れ

ま
す
ま
い
よ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
ア
テ
ナ
イ
オ
ス
の
一

僚
を
、
ど
こ
ま
で
認
め
て
よ
い
の
か
は
疑
煎
と
さ
れ
て
い
る
。
的
怖

を
叫
露
骨
-
h
w
・
4
宍
田
区
間
部
出
品
g
n
Y
M
吋
・
出
・
客
室
豆
持
、
・
k

曲
む
寝
室
守

徐
々
(
H
S
M
S
・
-
Y
お
戸
鳩
山
Y
N
8
1
Nゆ
H・

{
m
ω
)

口町-KFHFe
塁
c
p
M
q
・
8
雪
山
岳
部
三
-
|
|
後
お
は
制
約
際
世
紀
の
喜

劇
作
家
ア
レ
ク
シ
ス
返
却
駄
目
の
一
作
品
(
問
、
$
3
3
出
)
に
言
及
し
て
、

d
0
5
3会
三
巴
言
語
h

忌
二
;
雪
A
W

診

m
R
5
5
ご不

可向

hhMむ
タ

(
門
川

)

M

・
C
・円
N
-

怠
ω
[
H
玄
ゑ
拘
踊
守
宮
武
夕
、
時
九
む
な
皇
室
品
刊
の
選
偽
知
町
設
問
、
室
内

同
送
時
、
川
喝
さ
ま
守
怠
ぬ
阿
波
札

A
E営
、
急
昏
内
室
誉
会
N
w
-
n
・
〈
H
g
s
・

Z
。.

怠
・
]
〈
帥
・
唱
で
唱
吋
'
同
開
尚
昆
広
三
宮

g
r邑
詮
岡
山
印
刷
¥
門
戸
別
ぷ
望
書
p
e
-

n
な・唱
'
H
m印進

(
引
内
)
F
M
U
M
M
a
p
c
-
少
4
・
ミ
ミ
ミ
柚
∞
〉
砂
防
狩
集
約
-
H
U
C
出
a
F
F
S
ι
・
3
申
抑
制
・
γ

出
唱
・
ロ
N
品
l
ロ
8
・

5
・
P
4・
h
w紋日時間山}・

z
m・2
開
・
N
∞
出
削
M
V
M
V
師
静
岡
悼

会
場

N
3
・
8
・
N
N
申
M
l
N
N
罪
門
町
・
M
ぷ
抽
出
町
E
.
e
-
h
p
M
V
M
m執
よ

MM・

5
出・出・

罰】'・
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